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世界津波の日
「注意報で避難」

を原則に

証券会社は個人
への多様なサー

ビス競え

大阪万博の会場
建設費　安易な増
額は認められぬ

日比首脳会談
中国抑止の利害

が一致した
日比首脳会談

準同盟級の関係
構築急げ

楽天は携帯第4勢
力の役割を

神宮外苑の再開
発　環境守るため

の見直しを

外相中東訪問
人道の危機回避
へ役割果たせ

露の「スパイ」指
定　クナーゼ氏の

声を消すな

大統領選に左右
されない日米関係

を築け

糖尿病の呼称変
更　社会の理解
深める契機に

米欧金融政策
利上げ局面は転
換が近づいた

新たな経済対策
財政民主主義は

無視か
脳死判定１０００
例　移植が当たり

前の医療に

日大の統治不全
は深刻だ

ライドシェアの解
禁　安全優先で日

本型革新を

夜間中学　「学ぶ
権利」を享受でき

る場に

中川運河の再生
眠れる財産生かし

たい
米国の銃乱射

市民の命　守る政
治を

文化の日　食に宿
る和の心を未来

へ

企業年金の運用
効率化へ改革を

進めよ

日本の中東外交
人道危機解決を

最優先に

経済対策決定
所得減税で経済
は好転するか

経済対策と減税
必要性から徹底

議論を

憲法公布の日に
考える　国家の危

機と「無鉄砲」
経済対策膨張

筋通らぬ財政の
野放図

総合経済対策
物価高への妥当

な措置か

柔軟で均衡あるAI
ルールを

経済対策と暮らし
不安拭えぬ的外

れの膨張

違法ネット広告
選挙の公平性を

損なう行為だ

ガザ人道危機　民
間人の虐殺をや

めよ
予算委の論戦　な
ぜ減税　わからぬ

まま

拳銃立てこもり
「結果良ければ」

にするな

この経済対策で
は将来不安が増

すだけだ

柿沢副法相が辞
任　首相は責任
の重さ自覚を

辺野古移設訴訟
決着後の展望を

国と県で描け

柿沢副大臣辞任
何が「適材適所」

なのか

ウクライナ支援
和平の糸口探る

努力も
ガザ危機と日本
人道惨禍の回避

主導を

日大薬物事件
再生への道は甚

だ厳しい

米長期金利上昇
の影響注視を

日大薬物事件で
報告書　責任回
避の体質あらわ

韓国最高裁判決
対日改善が冷静

な判断生んだ

中国の邦人逮捕
交流阻む不透明

な運用

政務三役辞任
無責任な人事の

帰結だ
柿沢副大臣　「適
材適所」があきれ

る

金融緩和の再修
正　柔軟な運用で

備え万全に

AIの収益化が見
えてきた巨大IT決

算

予算委員会の首
相答弁　減税あり
きの矛盾が露呈

日銀政策再修正
変化に機動的な
対応が必要だ

日銀の政策修正
物価安定へ臨機

応変に

ポーランド政権
欧州右傾化止ま

るのか
日銀政策修正

出口に備える議
論急げ

柿沢副大臣の辞
任　ネット選挙を

傷つけるな

クマ被害防止へ
すみ分けを

日銀が金融政策
再修正　物価高
への目配り十分

日大の薬物対応
事態の過小評価
が迷走招いた

高齢者の事故
社会全体で対策

強化を

金融政策再修正
物価抑制には力

足りぬ
長引く薬不足　構
造問題への対策

急げ

袴田さん再審公
判　迅速決着が
法曹の義務だ

日銀は緩和再修
正を機に出口へ
の備え万全に

ガザ戦闘「第2段
階」　人道休戦が
国際社会の声

ガザの戦闘激化
民間人の犠牲回

避に力尽くせ

辺野古移設訴訟
代執行は自治の

否定だ

減税表明の首相
国民の不安と向き

合え
日中条約４５年

官に頼らぬ絆　よ
り太く

中国での邦人逮
捕　政府は解放に

全力挙げよ

政治の信頼損なう
不祥事続出

辺野古の代執行
訴訟　誰のための

「公益」なのか

診療・介護報酬
基盤強化で高齢

化に備えたい

宿泊税の検討
道の案には疑問

が多い

ガザで地上作戦
イスラエルは自重

せよ
「慰安婦」判決

学問の自由　守ら
れた

不登校増加　学
校の魅力高める

指導を

ガザでの民間人
犠牲の拡大を食

い止めよ

ビッグモーターに
処分　車検制度
の信頼損なった

中国成長鈍化
「不動産不況」を

克服できるか

グーグルを審査
寡占の弊害　徹

底解明を

「一帯一路」10年
互恵の原点に立

ち戻れ
クマ被害最多　人
身を守る対策強

化を

グーグルを審査
不当な競争制限

許されぬ

支持率急落は岸
田文雄政権への

警鐘だ

秋の読書週間
私のペースで広

がる世界

薬の不正試験
医療の信頼を揺
るがす行為だ

エスカレーター
「歩かない」が安

全守る

フリースクール
子ども第一で考え

ねば
ガザ人道危機　休
戦こそが国際意

思だ

学生の海外留学
スポーツ界に手本

がある

中国は効果的な
財政出動で景気

浮揚を

ガザの人道危機
命救うため戦闘の

中断を

来年の春闘　経
済の好循環を始

動する好機
死刑再審の公判
争点に徹し早期

決着を

読書週間　本があ
る生活を始めよう

建国100年のトル
コが担う役割

通販配達員の労
災認定　実態に即

し支える制度を

「闇バイト」強盗
背後にいる首謀
者の解明急げ

来年の春闘　賃
上げの持続に道

筋を

韓国最高裁判決
真っ当な判断の

定着図れ

流通・外食は今こ
そ海外展開のチャ

ンスだ

再審のあり方　無
実の人救う真の

制度に

袴田さん再審　早
期の決着が何より

も重要だ

袴田さんの再審
真の自由を早く届

けよ
辺野古代執行

何が公益かが問
われる

年金の納付期間
加入者に資する

制度築け

袴田さん再審は
迅速な決着を

中国で相次ぐ閣
僚解任　疑心を生
む透明性の欠如

衆院予算委員会
減税の効果と影
響を吟味せよ

街頭ピアノ休止
態勢を整えぜひ

再開を
フリースクール

多様な学び　当た
り前に

中国の国防省解
任　不安定化に警

戒を強めよ

地域の「足」確保
へライドシェアの

活用を

巡る首相答弁　ち
ぐはぐさ隠しきれ

ない

中国の核軍拡
不透明な実態が
緊張を高める

杉田氏人権侵犯
自民党は容認す

るのか

長時間労働是正
充実した人生のた

めに
在日米軍の変容
リスクも含めた説

明を

代表質問終わる
国の根幹政策置

き去りか

仏像返還への韓
国の判決を歓迎

する

広がるクマ被害
距離を保つ対策

が急務だ

秋の読書月間
書店で出会う「心

に残る１冊」

中国国防相解任
説明欠如に募る

不信感

刑事司法IT化　権
利の保護が大前

提だ
中国国防相　国
際不信広げる解

任劇

首相と代表質問
イスラエル自衛を

認めよ

「違憲」判断受け
性別変更の法改

正急げ

性別変更裁判
社会の混乱を招
かぬ法制度に

手術要件「違憲」
多様な性認める

社会に

性別変更要件
人権重視した新

法こそ
性別変更決定

人権見つめ法の
是正を

性別変更　社会
の不安招かぬ対

応を

対中抑止へ豪州
と連携深めよ

代表質問　大盤
振る舞いを競う場

なのか

「観光公害」対策
地域の提案頼み

は困る

首相の経済政策
全体像描けている

のか
スポーツの規範
選手の声に耳傾

けよ

新しいモビリ
ティーでの出遅れ

挽回を

岸田首相の「所得
減税」　矛盾だら
けの人気取り策

所得税減税　意
義も効果も疑問が

拭えない

国会代表質問
首相は逃げずに

議論を

辺野古代執行
対話通じて打開を

図れ
首相の答弁　国
会論戦　形骸化

許せぬ

野党の経済論議
にも一理ある

ガザ戦闘をめぐる
偽情報　憎悪の

拡散防ぐ手立てを

邦人退避　情勢
悪化に備えて万

全を期せ

犯罪被害者支援
拡充して生活支え

たい

増える核のごみ
排出を止めるしか

ない
食料安保へコスト
の見える化を進め

よ

岸田政権と臨時
国会　場当たり対

応は通用せぬ

所信表明演説
経済政策の軸足

が見えない

首相の所信表明
国民の不信に応

えたか

特定失踪者問題
残された時間は

少ない
Googleのデジタル
寡占に挑む公取

委

学習塾での性被
害　子ども守る体

制の強化を

南シナ海情勢　多
国間連携で中国

抑止を図れ

いじめ過去最多
多角的な子ども支

援を

首相「減税」表明
一貫性も整合性も

欠く
万博混乱の責任

維新も政権も免れ
ぬ

衆参補選１勝１敗
厳しい戦いの理由

考えよ

岸田文雄首相は
果敢な政策実行
で信頼の回復を

露朝の連携拡大
紛争助長する危う

い蜜月

衆参２補選　政権
への警鐘と受け

止めよ

排出量取引市場
脱炭素へ健全な

発展を

長良川鵜飼　反
転攻勢へ新戦略

を
補選１勝１敗　首
相への厳しい民

意

露朝の軍事協力
世界を乱す暴挙

許せない

大阪万博は軌道
修正を柔軟に

個人情報900万件
流出　ずさんな管

理が目に余る

インフル流行　薬
とワクチンの供給

を迅速に

道のヒグマ管理
生息数増加に対

応急務

公民館刺傷事件
音のトラブル防ぎ

たい
中国の邦人逮捕
交流はばむ「反ス

パイ」

物流危機　官民あ
げた総合対策急

げ

技能実習の轍を
踏まない制度に

整えよ

資産運用強化
多くの国民に恩恵

が及ぶよう
ＮＴＴ法見直し　防
衛財源論と切り離

せ

中国機の異常飛
行　国際正義に挑

戦するのか

デジタルユーロの
歩み注視を

学徒出陣８０年
有為な人材失う痛

み忘れまい
首相の減税指示
選挙対策のばら

まきか

中露首脳会談
世界の安定に寄

与しない

自由と秩序乱す
中ロ連携は看過

できない

中露首脳会談
力の信奉では平

和導けぬ

臨時国会開会
政府・党の連携に

不安が残る
臨時国会開会

国民向いて議論
尽くせ

多死社会の到来
看取れる環境整

備を急げ

マイクロソフト復
活の教訓

シネコンと映画配
給　多様性が失
われぬように

邦人社員逮捕
法治に程遠い中
国式の「法治」

ガザ病院爆発　停
戦し真相究明尽く

せ

拉致被害者　奪
還へもっと国民世

論を

岸田文雄首相の
所得減税指示は

疑問だらけだ

世界経済とG20
広がる不安への

処方箋を

会計年度職員
行政は正規雇用

の道を広げよ

中ロ首脳会談　蜜
月誇る姿勢は疑

問だ

国会きょう召集
生活支える議論

深めよ

働く外国人　悪弊
を絶つ新制度に

バイデン外交　事
態打開への努力

続けよ

観光地の混雑に
抜本対策を

戦闘続くガザ情勢
米国の指導力が

問われる

相次ぐクマ被害
人との距離保つ
対策が必要だ

技能実習見直し
人権守り選ばれる

国に

性別変更要件
「手術違憲」の判

断重い
中ロ首脳会談　平
和への責任を果

たせ

ＮＴＴ西の漏洩
杜撰な管理体制

に呆れる

米大統領訪問で
中東の不安定化

を防げ

ガザ地区で病院
爆発　一時停戦し

て国際調査を

参院１票の格差
制度の根本から
考え直す時だ

参院１票の格差
改革の停滞は許

されぬ

1票の格差判決
いびつな選挙正さ

ねば
一票の不平等

救済に背を向けた
判決

最高裁の合憲判
断　改憲で参院選

制度見直せ

いじめ最多、自治
体も関与を

参院1票の格差
「合憲」　お墨付き
にしてはならぬ

中露首脳会談
世界の安定を乱

す蜜月関係

私大の再編　地
域での役割を明

確に

木原防衛相発言
政治利用は許さ

れない
ジャニーズ消滅

本質は変わらない
のか

伊豆大島被災１０
年　「共助」で防災

力高めたい

中国経済は楽観
できる状況にない

選挙応援で「自衛
隊」発言　防衛相
の見識が問われ

郵貯権利消滅
国民の財産守る
視点を第一に

木原防衛相発言
撤回では済まぬ

軽率さ

不登校30万人
一人一人の学び

支えて
木原防衛相　自
衛隊　政治利用

は慎め

自国民退避の対
応　韓国と比べ遅

くはないか

合憲に甘えず抜
本的な参議院改

革を

深まるガザの人
道危機　国際連
携で食い止めた

子供への性犯罪
被害を防ぐ制度
作りが急務だ

イスラエル　ガザ
の人道危機回避

を

ガザでの戦闘　人
道危機を拡大す

るな
大学生の留学

裾野広げる取り組
みを

五輪招致の醜態
ＪＯＣの無力が目

に余る

G20は深刻な機能
不全を克服できる

か

日本学術会議と
政府　任命拒否
解決し正常化を

デジタル行革　政
府クラウドの構想

は万全か

細田氏の会見
説明も調査も足り

ない

ロ朝武器取引　自
ら制裁に反すると

は

全国紙 ブロック紙

2023/10/17
細田議長の会見
これが「言論の

埼玉の条例改正
案撤回　やるべき

オイルショック５０
年　「再エネ主力」

全銀ネット障害
徹底検証して再

発を防げ

全銀ネット障害
再発防止に全力

挙げねば

自衛隊の「政治利
用」　木原防衛相

の資質を疑う
2023/10/18

2023/10/19
防衛相の発言

自衛隊を政治利
用するな

参院選「１票の格
差」合憲　今度こ
そ抜本的な是正

を

東北でも記録的
猛暑　新たな「災
害」、教訓生かそ

う

札幌五輪見送り
開催意義を考える

好機だ

ドラゴンフライズ
10年　一丸となっ
て後押ししよう

ガザの大規模戦
闘　深刻な人道危

機、拡大防げ
2023/10/20

2023/10/21
デジタル行革　国
と地方の協議で

決めよ

臨時国会開会
国民に納得のいく

論戦を

戦場に再び送ら
ぬため　学徒出陣

から80年

大阪万博建設遅
れ　コスト膨らみ
問われる意義

所得税の減税
効果乏しい場当た

り策

共同宣言25年
「日韓」をさらなる

高みへ

カープ今季終了
がむしゃら野球で

来季こそ

週のはじめに考え
る　訪日客と共に

生きる

介護離職　大きな
経済損失、対策

は急務

アマゾン配達員
労災認定は一歩

前進だ

岐路に立つ日中
関係　「不信の連
鎖」から脱却を

2023/10/22

2023/10/23
増加続く不登校
主体的に選べる

居場所を

連合の賃上げ方
針　働く人のため

闘う姿勢を

市販薬の過剰摂
取　危険性の啓
発と対策強化を

自民1勝1敗　解
散より国民に向き

合え

衆参補選1勝1敗
政権の信任には

程遠い

首相の所信表明
演説　増税と減

税、問われる整合
性

所信表明演説
安全保障をもっと
語れ　所得減税
の必然性がみえ

ぬ

ライドシェア　利用
者本位で検討を

2023/10/24

2023/10/25

クマ被害の深刻
化　「アーバンベ
ア」が増えた　市
街地進出防いで

事故減らせ

過去最悪のクマ
被害　日常に迫る
危険、対策急務

所得税減税　あま
りに場当たり的だ

所得税減税　政
策のちぐはぐ感否

めぬ

小久保ホークス
ファンと球団、相

思相愛に

性別変更要件「違
憲」　少数者の人
権守る法改正を

強制不妊の被害
救済　司法に任せ
ず政治が主導を

性別変更に手術
「違憲」　権利を守
る大きな一歩だ

2023/10/26

2023/10/27
手術要件「違憲」
決定　性自認の

尊重、法整備急げ

「広島原爆遺跡」
国史跡に　さらな
る活用策考えよう

戸籍の性別変更
実態に合わせて

法改正を

検事の供述誘導
違法性不問にした

判決だ

大阪万博の整備
費増　国民の理
解得られるのか

Ｊリーグ「秋春制」
不公平生まぬ具

体策示せ

袴田さん再審　迅
速審理で無罪判

決を
2023/10/28

2023/10/29
「一帯一路」10年
透明性の高い経

済協力に

広島空港きょう30
年　民営化の真
価が問われる

週のはじめに考え
る　その「壁」が消

える日

不登校最多　受け
皿の体制拡充が

必要だ

国連が休戦決議
ガザ人道危機回

避急げ

観光客の回復
環境や生活への

弊害防げ

国会論戦　首相
の対応「逃げ」が

過ぎる

食品ロス削減　小
さな試みから始め

よう
2023/10/30

拡大する獣害　人
と農作物を守り共

存を

柿沢法務副大臣
辞任　政治の信
頼またも汚した

週のはじめに考え
る　高官が次々に

消える国

世界津波の日
「後発地震情報」

周知図ろう

日大の薬物対応
統治改革姿勢問

われる

海自セクハラ　号
令だけで根絶でき

ぬ
2023/11/5

物流2024年問題
社会の無駄見直

す契機に

CTBT批准、ロシ
ア撤回　核軍縮の
後退食い止めよ

ガザ地上作戦拡
大　「泥沼」回避
へ即時休戦を

2023/10/31

2023/11/1

日中平和友好条
約４５年　善隣友
好の精神、深化さ

せよ

日銀の金融緩和
策　小手先の修

正は限界だ

万博経費の膨張
安易な負担増は

許されぬ

金融緩和再修正
近づく出口丁寧に

説明を

海自のセクハラ問
題　人権侵害の
認識薄すぎる

日銀の緩和策再
修正　物価と賃

金、十分な目配り
を

2023/11/2

2023/11/3
経済対策閣議決
定　根本的解決に

つながるのか

西日本文化賞
「定点」で続けた

努力実る

経済対策　ちぐは
ぐさが目に余る

首相の任命責任
適材適所がうつろ

に響く

日大のガバナンス
責任逃れの体質

浮き彫り

ライドシェア　導入
前提にルール整

備を

国会序盤の論戦
首相の保身が目

に余る

深まるガザの惨
状　憎悪と対立の

連鎖を断て
2023/11/4



緊迫するガザ　人
道危機の回避尽く

せ

Ｇ２０財務相会議
中東リスクにも黙

るのか

ディズニー100年
の教訓に学べ

細田氏の記者会
見　議長の権威を

失墜させた

内戦下の災害
国民に惨禍もたら

す統治不全

日ハム最下位　来
季こそ一層の奮

起を

保護司の改革
担い手確保に知

恵絞れ
医療の質重視し

た改革に　薬の自
己負担増

ガザの衝突拡大
と人道危機を回避

せよ

多発する山岳遭
難　危険見極めた

行動が肝要

イスラエル　ガザ
に人道危機引き

起こすな

全銀ネット障害
責任自覚し再発

防止を

札幌が招致断念
純粋な五輪に立

ち返れ
「一帯一路」１０年
中国の危険な侵

食許すな

SNS詐欺広告を
放置するな

刑事手続きデジタ
ル化　弁護士接
見の権利保障も

日本の研究力
深刻な長期低落

に歯止めを

「一帯一路」１０年
経済発展は協調

重視で

全銀ネット　慢心
が障害を起こした

旧文通費の使途
公開の約束　今

度こそ

「留守番禁止」撤
回　親締め付ける

より支援を

創薬力強化へ薬
の保険ルールを

見直せ

銀行送金の大規
模障害　信頼損
ねた原因の究明

予備費の検証　ず
さんな支出に歯止

めかけよ
不登校最多に　最
適な支援　一人一

人に

ＩＡＥＡ海洋調査
中国は暴論撤回

の機会だ

生成AIでIT機器に
革新を

日中韓の対話枠
組み　早急に首脳

会談の実現を

新聞週間　偽情
報の時代に重み

増す使命
細田議長会見

説明責任果たさ
ぬまま

全銀ネットの障害
信頼損なう深刻な

事態だ

中国は説明なき
邦人拘束を直ち

にやめよ

賃金格差とノーベ
ル賞　男女平等
の実現急ぎたい

外相アジア歴訪
信頼と互恵の関
係を深めたい

食品輸出が暗転
販路の維持へ知

恵絞れ
全銀ネット障害
顧客の顔見えて

いたか

ビッグモーター
再発防止へ厳格

な処分を

ノーベル経済学賞
が提起した男女

格差

藤井聡太8冠の誕
生　「頂上」への

挑戦なお続く

全銀システム　障
害の影響を重く受

け止めよ

細田議長と教団
親密さは不問に

付せぬ
藤井八冠の誕生
盤上の新たな物

語見たい

旧統一教会の解
散請求は被害者
救済の一里塚だ

トマホーク導入
対米追従の加速

危うい

祭事と動物虐待
慈しむ心に立ち返

ろう
教団解散請求

被害者救済へ財
産保全を

常識を変え若い
才能伸ばそう　藤

井八冠誕生

藤井聡太八冠
頂点の上を目指

す２１歳

解散命令請求へ
はじめの一歩にす

ぎぬ
札幌五輪招致

白紙に戻して検討
を

子供への性犯罪
日本版ＤＢＳ法案

を急げ

旧統一教会の解
散請求は被害者
救済の一里塚だ

日韓共同宣言か
ら25年　「未来志
向2．0」を目指す

藤井竜王八冠に
才能と努力で前
人未到の快挙

留守番禁止条例
子育て支援充実

が先だ
「水俣病」控訴

被害者の声に耳
傾けよ

スポーツの日　五
輪位置付けを聞き

たい

常識を変え若い
才能伸ばそう　藤
井八冠誕生に考

地方私大の定員
割れ　役割踏まえ

た議論が必要

札幌五輪見直し
開催の意義を再
考すべき時だ

藤井聡太八冠
育てたい　後続の

才能
埼玉の条例案

放置禁止で子は
守れぬ

スポーツの日　五
輪位置付けを聞き

たい

中国･中東発のリ
スクに結束して備

えよ

物流緊急対策
荷主と消費者の
協力欠かせぬ

中東情勢悪化
即時停戦し拡大

抑えよ

ノーベル平和賞
人権抑圧への警

鐘だ
ガザ「戦争」　報復
の連鎖　まず止め

よ

ハマスの攻撃　戦
火の拡大阻止に

全力を

札幌五輪の意義
改めて精査を

ワクチンの事故
教訓を接種の安

全に生かせ

農業基本法改正
食料危機時の統

制懸念

パレスチナ衝突
即時停戦へ国際

圧力を
2023/10/10

学術会議の新体
制　改革姿勢が

見えてこない

日韓安定へ新た
なビジョンを共同

で創れ

細田議長辞任へ
疑惑に背を向ける

無責任

ハマスの攻撃　紛
争の拡大と長期

化を防げ

ＳＮＳの役割　高
い公益性十分自

覚を

台湾総統選　中
国は選挙干渉や

めよ
ノーベル平和賞

イランは女性抑圧
やめよ

連合は賃金・雇用
で指導力を

米国のウクライナ
支援　議会混乱
の波及を危ぶむ

鈴木議員訪露
独善的な議員外

交は無謀だ

中国不動産不況
早期の抜本対策

が必要

フリーランス　働く
人守る制度整えよ

敵基地攻撃力
導入加速　課題

置き去り

オンラインカジノ
「グレー」ではなく

犯罪だ

ハマスのテロを暴
力の連鎖につな

げるな

米国版「はやぶ
さ」帰還　日本の
挑戦が開いた地

中国の対外工作
国際連携で偽情
報の浸透防げ

赤字ローカル線
街の将来みすえ

議論を

鈴木宗男氏の訪
露　侵略国擁護
は容認できぬ

イラン弾圧への抗
議示したノーベル

平和賞

辺野古で知事「承
認困難」　国は強
硬姿勢排し対話を

日本の音楽文化
良質な曲を世界

的なヒットに
ノーベル平和賞
命軽視の圧政に

抗した

質問ＮＧリスト　会
見開催の目的を

損なう

札幌五輪の招致
計画を白紙に戻

すべきだ

大阪カジノ整備
万博準備への悪
影響は必至だ

日韓宣言25年
関係をさらなる高

みへ
学術会議と政府
関係改善し社会

の力に

県の「辺野古」拒
否　国の代執行
提訴は当然だ

イラン女性に平和
賞　抑圧下の抵
抗に連帯示す

連合大会　「多
弱」の野党とどう

向き合う

3年後は愛知で
「質実」なアジア大

会に
辺野古代執行

強行手段に踏み
切るな

バランスのとれた
質の高いESG投

資を

広がるAIの利用
リスクへの備えは

十分か

日米防衛相会談
不測の事態に備
え同盟深めよ

首相の解散権
大義なき乱用許さ

れぬ

細田議長辞任へ
説明責任はなくな

らぬ
フリーランス　実
態に即し　働き手

守れ

将来展望できる少
子化対策に

30万人に迫る不
登校　つながり絶

たぬ手立てを

都市鉱山　家庭に
眠る金属資源の

活用を

バス運転手不足
路線網守る体制

急務だ

入管死再不起訴
民事で真相徹底

解明を
増える無縁墓　望
む弔い　選べる基

盤を

国語世論調査
生きた言葉をつな

ぎたい

ウクライナ支援を
途切らせてはなら

ない

再び150円台の円
安　家計への副
作用に警戒を

米国政治の混乱
国際社会への打

撃を認識せよ

米下院議長解任
内向き対立早期

収束を

給食費の徴収
学校から自治体

に移せ
ナゴルノ紛争　住
民の安全を優先

せよ

米つなぎ予算成
立　ウクライナ支

援の継続を

海外に挑む若者
を支えよう　大谷
翔平選手に続け

医師の働き方改
革　持続可能な仕

組みが必要

介護離職　仕事と
の両立ができる社

会に

寿都町議選　分
断の構図変わら

ない

円相場の乱高下
金融政策変更の

潮時だ
米政府予算　世
界の結束率いる

責任

ｍＲＮＡワクチン
ノーベル賞こそ相

応しい

3年目の岸田政権
は長期的課題に

も挑め

大谷選手が本塁
打王　日米球史に

刻まれる快挙

岸田内閣２年　結
果を出し信頼取り

戻せるか

インボイス開始
制度の展望説明

足りぬ

大谷が本塁打王
器の大きさ示した

1年

ジャニーズ　再出
発への道は遠い

米つなぎ予算成
立　ウクライナ支

援の継続を

世界の安定脅か
す米議会混迷

発足2年の岸田政
権　国民に向き
合っていない

ノーベル賞　コロ
ナ抑えたワクチン

の功績

アマゾンを提訴
公正な競争　一層

努力を

岸田内閣2年　暮
らし好転の実感な

く
細田議長辞意

説明なき退場　許
されぬ

ジャニーズ解体
改革への覚悟が

問われる

「ジャニーズ」が企
業に問う人権の重

み

ジャニーズ事務所
再編　改名では問

題解決しない

企業向け損保　価
格調整は常態化

していたか

ノーベル賞　コロ
ナ対策多大な貢

献

生理学・医学賞
命救う研究たたえ

たい

ノーベル賞　コロ
ナ禍から命救った

大谷が本塁打王
世の中に「不可

能」はない

好循環へ消費と
海外の注視を

ノーベル生理学・
医学賞　コロナ克
服への道開いた

大谷本塁打王
「日本人には無
理」を覆す偉業

細田議長辞任へ
説明責任果たさ

ぬのか

ジャニーズ会見
被害者本位の再

出発に
増える観光客　暮
らしと両立に知恵

を

カラバフ紛争　露
の無責任と非情を

映す

コロナが促した革
新的創薬にノーベ

ル賞

中国の「一帯一
路」10年　ひずみ
直視し構想修正を

再び進む円安　弊
害は物価高にとど

まらない

ジャニーズ問題
起用側の検証も

必要だ

医師の過労自殺
命を守る働き方改

革に
核のごみ調査　判
断に謙虚に耳傾

けて

沖縄県庁で有害
物　米軍批判との

差は露骨だ

重み増す米韓同
盟と連携密に

杉田氏の人権侵
犯認定　国会議

員の適格性を欠く

放置ボート対策
保管場所の登録

を義務づけよ

ふるさと納税　制
度の抜本的見直

しを

「軍艦島」遺産
歴史全体語る努

力こそ
出産費の見える
化　安心して産む

環境全力で

アマゾンの本丸に
切り込んだ米競争

当局

米国の中東外交
安定化へ指導力

の発揮を

軍民両用技術
産官学の協力体

制を整えたい
処理水とＩＡＥＡ

中国への共感は
広がらぬ

中東の外交正常
化を広げよ

東芝が上場廃止
へ　企業統治不
全の重い教訓

社外取締役　経
営改善促す機能

が不十分だ

弁護士→裁判官
多元性を信頼に

つなげ

いじめ防止法１０
年　責任逃れの

悪弊を絶とう

インボイスの定着
へ政府は万全を

期せ

対馬市長の核ご
み拒否　国の姿
勢に重い問いか

け

秘書兼職問題
地方議員の責務

を軽視するな

国葬の記録集
検証せぬまま正

当化か

奥能登芸術祭
震災復興の光に

したい

大阪のカジノ　懸
念が増すばかりだ

玉城氏の勧告拒
否　無意味な先延

ばしやめよ

多様な料金でイベ
ント持続を

苦境の博物館
「宝」守る意識を

高めたい

国語世論調査
世代を超え言葉を

共有しよう

水俣病判決　全
面救済を急ぐべき

だ

現行保険証廃止
「人に優しい」に程

遠い
「年収の壁」　厚
生年金拡大が王

道だ

水俣病特措法訴
訟　被害者をもう

泣かせるな

IEA報告が問う
カーボンゼロへの

決意

秋本議員を起訴
悪質さに驚く事件

の構図

インドの疑惑　価
値観共有の綻び

を懸念する

コロナ医療支援
縮小急がず対策

徹底を

水俣病原告勝訴
国は全面救済を

急げ

再エネ汚職　政策
への不信払拭を

児童虐待　見守り
強化し早期発見を

企業の情報開示
速める契機に

「地域の足」再構
築　街の将来見
据えた議論を

核廃棄物処分場
候補地は多い方

が望ましい

「辺野古」移設
寄り添う姿勢が見

えぬ

公明党は「がん」
憲法蔑ろにする暴

言だ
いじめ防止法　実
効性高める議論

を

対馬市長の「反
対」　地層処分地

探しに痛手だ

社会保障ゆがめ
る「年収の壁」助

成金

首相が経済対策
を指示　政権浮揚
の道具ではない

「年収の壁」対策
就労意欲を高め

る仕組みに

対馬市と核ごみ
処分場選定方法

見直せ

ナゴルノ紛争
「力の行使」蔓延

を憂う
水俣病判決　政
府は全面救済へ

動け

米国版「はやぶ
さ」　初代の偉業

をつなげたい

国は水俣病の広
範な救済を

水俣病で原告勝
訴判決　国は実

態に合った救済を

水俣病訴訟　被
害の救済を最優

先した判決

秘書の兼職規定
「抜け道」防ぐ法

改正を

日中復交51年
暗雲払う政治的

知恵を
ストライキの力

労働組合の存在
感示せ

インボイス導入
丁寧な説明で不

安解消を

AI企業は著作物
利用の適正対価

を払え

ネット配信記事の
対価　民主社会
支える仕組みに

経済対策指示
規模ありきの財政

出動は慎め

経済対策指示
政策絞り込みが

必要だ

「年収の壁」対策
公平性を欠いてい

る
経済対策指示

「水膨れ」繰り返
すな

アジア大会　中国
の専横は許され

ない

異例のインフル流
行に警戒を

琉球遺骨訴訟で
判決　故郷への
返還急ぐべきだ

自転車に青切符
マナー向上につな

がる制度に

長沼判決５０年
意義見つめ平和

確かに

安倍氏国葬1年
国論二分の反省

がない

日本とベトナム
九州との連携強

化に期待

核のごみ調査、対
馬「反対」　カネ頼
みの適地探しは

限界

水俣病訴訟判決
救済漏れの解消

が急務だ
2023/9/30

2023/9/27
「年収の壁」対策
改革先送り、不公

平広げる

経済対策指示
政治的な思惑は

排して

東芝の上場廃止
名門企業の迷走

を教訓に

国会の召集義務
内閣に期限課す

法整備を

日鉄呉が全設備
停止　跡地、どう
利活用するのか

子どもの貧困対
策　推進法成立１
０年、拡充さらに

2023/9/28

2028/9/29
公設秘書の兼職
国会全体で見直

すべきだ

水俣病判決　国
は速やかに救済

拡大を

水俣病原告勝訴
国は救済法の対

象広げよ

2023/10/1
万博の経費増

国民にツケを回す
のか

「年収の壁」対策
人材難解消できる

のか

花粉症の予防対
策　飛散の本格
化前に講じよう

経済対策の指示
政権浮揚に国庫

を使うな

瀬戸内法50年
海の異変に目を

凝らそう

週のはじめに考え
る　いつの世も弱

きを助け

離婚後の親子
「共同親権」慎重

に議論を

「年収の壁」対策
小手先では解決

できない

「格差」最悪水準
困窮世帯に的確

な支援を
2023/10/2

2023/10/3
ウクライナ支援

ロシア利する結束
の乱れ

ジャニーズ問題
企業体質を変えら

れるか

政治とカネ　ずさ
んな管理、意識改

めよ

2023/10/4

2023/10/5

2023/10/6

ツール・ド・九州
多様な魅力を世

界に発信

ジャニーズ解体
刷新の責任は取

引先にも

岸田政権2年　国
民に向き合う政治

を

岸田政権２年　熟
議の政治取り戻

せるか

「再構築協」初要
請　鉄路の意味、
とことん議論を

経済対策指示
補正での大盤振

る舞い慎め

大学の再編　地
方で学ぶ機会の

確保を

科学賞2年続けて
逃す　研究力低
下、底上げ急務

細田衆院議長辞
任へ　疑惑への
説明責任果たせ

石油危機から５０
年　エネ安保は国
家の基盤だ　首相
は原発再稼働を

主導せよ

2023/10/7
インボイス制度

免税業者の不利
益なくせ

細田衆院議長辞
任へ　今からでも
説明責任果たせ

不安定化するコメ
作り　価格転嫁と
温暖化、対策急げ

ノーベル平和賞
女性の人権守る

行動を

石油危機の経験
を今こそいかせ

2023/10/8

杉田水脈氏の差
別言動　自民党
は不問にするの

か

平和賞にイラン活
動家　専制と人権
抑圧への警鐘だ

週のはじめに考え
る　「南」からのぞ

いた世界

障害者への合理
的配慮　共生社

会へ理解広げよう

性別変更の手術
最高裁は多様性

尊重を

スポーツの日　運
動を無理なく楽し

もう

不登校またも最多
孤立させぬ体制

整えよう

大谷選手が本塁
打王　球史に残る
偉業なお高みへ

日韓宣言２５年
学び高め合う関係

築け
2023/10/9

休み

2023/10/11
ハマス・イスラエ
ル衝突　市民へ

の攻撃許されない

ハマス越境攻撃
早期収拾へ外交

努力急げ

ガザ大規模戦闘
暴力の連鎖、すぐ

に止めよ

食料危機時の私
権制限　「最後の
手段」、慎重な議

論を

NTT法見直し　国
民目線で議論を

尽くせ

30年札幌五輪断
念　開催の意義ま

ず問い直せ

札幌３０年五輪断
念　撤退視野に冷

静な判断を

札幌五輪３０年断
念　招致続ける大

義あるのか
2023/10/12

将棋の八冠制覇
どこまで続く「藤井

1強」

旧統一教会解散
命令請求へ　でき
る限りの情報公開

を

宮城県議選きょう
告示　県政課題、
前に動かす論戦

を

旧統一教会問題
反社会的な活動

は許されない

旧統一教会の解
散請求　被害の

救済はこれからだ

教団の解散命令
請求　救済と解明

はこれからだ
2023/10/13

2023/10/14
教団の解散請求
被害者救済への

通過点だ

あすから新聞週
間　地域のための

発信さらに

旧統一教会解散
請求　被害者救
済、実効性確保

せよ

教団の解散請求
実態解明尽くし救

済を

ノーベル賞と日本
基礎研究費の長

期支援を

侵略的外来種
足元の防除、もっ

と強化を

週のはじめに考え
る　どんな木を育

てますか

秋山シーズン到
来　体力や天候
見極め遭難防げ

新聞週間　反省と
使命を胸に刻む

2023/10/15

無縁墓の管理
時代に即し柔軟な

対応を

性別変更要件で
違憲判断　自分ら
しさ、尊重する社

会に

開発進む合成燃
料　脱炭素化へ
選択肢の一つに

ＧＸ移行国債　確
実な脱炭素が前

提だ
2023/10/16

2023/10/17 これが「言論の
府」の長か

案撤回　やるべき
は子育て支援だ

年　「再エネ主力」
を今度こそ



原爆投下責任
棚上げせず議論

深めよ

年収の壁　人手
不足解消につな

げよ

ASEANは合同演
習を結束に生か

せ

政府の「年収の
壁」対策　不公平
広げない仕組み

基準地価上昇
地方への波及が

鮮明となった

四島安全操業
政府の動き鈍くな

いか

AIと著作権　無秩
序な流用防がね

ば
公設秘書の兼職
与野党でルール

つくれ

がんセンター汚職
患者や社会への

裏切りだ

米与野党は政府
閉鎖の回避を

学校での長時間
労働　教員の定
数増が不可欠だ

付き添い入院　病
児を抱える親の負

担軽減を

ナゴルノ紛争　ロ
シア弱体化の表

れだ

経済対策指示
物価と賃金に的を

絞れ
一帯一路１０年

協調してこその繁
栄だ

国連安保理　台
湾有事でも機能

困難だ

習近平政権は中
国経済の苦境を

隠すな

大阪カジノ開業延
期　計画のほころ

び露呈した

東芝非上場へ
経営安定化の成
果が問われる

「女性ゼロ」人事
いびつさに気付か

ぬか

コロナ拡大続く
感染対策を怠ら

ぬよう

刑事ＩＴ化　権利保
障にどう生かす

参院「一票の格
差」　秋の臨時国

会で議論急げ

リビア洪水の「人
災」を止めよ

国連SDGサミット
危機感を行動に

移す時だ

中南米情勢　中
国の浸透に警戒

が必要だ

ツール・ド事故
大会運営抜本見

直しを

弾圧のロシア　独
裁者は真実を恐

れる
浦和レッズ処分
競技場を安心な

場所に

少子化対策　財
源確保へ早期に

道筋を

デジタルで国と地
方結び行政の質

上げよ

岸田首相の国連
外交　主導する覚

悟伝わらない

観光公害再燃
戻った訪日客にマ

ナー周知を

人権侵犯の認定
杉田氏は明確な

謝罪を
デジ庁に指導　個
人情報の重み自

覚を

東芝ＴＯＢ成立
改革加速して再

建を図れ

米車労使は未来
見た議論を

知床沖事故の報
告書　惨事を繰り

返さぬ教訓に

雇用調整助成金
コロナ特例の検証

を多角的に

東芝ＴＯＢ成立
問われる企業統

治の質
杉田水脈氏　もう
議員の資格はな

い

コロナ医療　平時
に向け適切な負

担を

資産運用業の競
争促し経済の好

循環を

分裂のリビアで大
洪水　被災者に届

く国際支援を

ＳＤＧｓ　貧困撲滅
へ日本の役割は

重い

無縁墓の管理
時代に合わせて

柔軟に

御嶽山噴火9年
登山者戻るも　心

晴れず
ウクライナ支援
侵略許さぬ長期

関与を

玉城氏の海外演
説　日本の知事
の資格を疑う

ナゴルノが映すロ
シアの限界

維新市議の秘書
兼職　これで「身
を切る改革」か

無縁墓の増加
時代に即した制度

を考えたい

ウクライナ支援
結束強化し秩序

回復を

中小企業の苦境
価格転嫁を支援

せねば
夫婦の分担　その
家事、見えてます

か

ウクライナと国連
世界は団結し支

援強めよ

「年収の壁」は第3
号制度の改革で

解消を

国連総会と核軍
縮　「使ってはなら

ぬ」を行動に

デジタル庁　個人
情報の漏洩を軽

んじるな

マイナ行政指導
制度を根幹から

見直せ

サイバー防御　憲
法論議を尽くさね

ば

消えた郵貯　最大
限の返金　実現を

自転車に青切符
飲んだら乗るなの

徹底を

日銀は分析と対
話を精緻に

デジタル庁に行政
指導　個人情報
扱う自覚足りぬ

建設現場の事故
相次ぐ背景に何

があるのか

北大の論文不正
信頼揺らぐ事態招

いた

森友文書判決
「不開示」で真相

隠すな
教員の働き方　危
機感、社会で共有

を

大谷の手術　完
全な復活を期待し

たい

米景気の軟着陸
への展望に死角

はないか

「コロナ後」の地価
回復　地域格差に

目配り怠らず

ウクライナ支援
世界の団結が新

たな侵略防ぐ

首相の国連演説
核廃絶へ指導力

発揮を

平壌宣言5年　南
北双方に自制求

める
最低賃金目標

真剣に考えている
のか

コロナとインフル
基本的な対策心

がけよう

株式市場を去る
東芝の教訓

インボイス来月か
ら　弱い立場への

配慮十分に

首相国連演説
安保理改革の具

体案を示せ

道の宿泊税　市
町村との調整が

先だ

がん征圧月間　早
めの手当てが命

救う
「森友」公文書

開示が原則、徹
底せよ

ＬＲＴ開業　地方
交通見直しの契

機に

国連は機能不全
を脱し国際平和に

貢献を

副大臣・政務官の
人事　「女性ゼロ」

の感覚を疑う

少子化対策　財
源確保に正面か

ら向き合え

道内の地価高騰
ラピダス効果見極

めよ

リビアの洪水　内
戦が被害拡大さ

せた
女性起用ゼロ

「活躍促進」は口
だけか

「ルフィ」強殺逮捕
情報入手ルート割

り出せ

予備費のずさんさ
は目に余る

H2Aの打ち上げ
成功を次代へつ

なげたい

保護司不足　制
度の先細りをいか

に防ぐか

ＬＰガス料金　不
透明な商慣行是

正を

副大臣・政務官
女性不在の無責

任人事
ＮＴＴ法見直し　国
際競争力高める

改革を

広がる地価上昇
の先行きに注視

が必要だ

衆院解散権のあ
り方　政権維持の

道具ではない

オスロ合意３０年
中東和平へ新た
な枠組み探れ

札幌冬季五輪
招致撤退を考える

時だ
新回廊構想　自
由で開かれた経

済軸に

女性登用の本気
度が問われる

視界不良の大阪
万博　計画の見
直し避けられぬ

消費生活相談
担い手不足では
被害防げない

貝殻島の灯台　ロ
シアは示威行為

慎め
子連れ不可　多

様性を支える議会
に

敬老の日　人生
の積み重ねを誇り

に

企業は資本コスト
への意識を研ぎ

澄ませ

NTT株売却と防衛
費　通信の未来

描く議論こそ

米越関係　中国
の脅威が格上げ

を導いた

函館線脱線１０年
安全と利便性両

立図れ

企業と人権　足も
との懸念　点検を

矯正行政の転換
志ある刑務官あっ

てこそ

ワクチン秋接種は
熟慮の上で

候補そろう台湾総
統選　「現状維

持」の内実が争点

敬老の日　高齢
者の意欲生かせ

る社会に

臨時国会要求
召集義務課す法

整備を
１０月に経済対策
「規模ありき」には

陥るな

バラマキ型の経
済対策はもうやめ

よ

臨時国会の召集
手続き　憲法理念
に沿う法整備を

コロナ支援縮小
一定の患者負担
はやむを得ぬ

土地利用規制法
国民監視の懸念

拭えぬ
ｅスポーツと五輪
競技の将来像語

るべきだ

中東の安定促す
インフラ網に

日本のウクライナ
支援　生活再建で

役割果たす時

農産物の価格　コ
スト上昇を反映で

きるよう

「知床」最終報告
人命軽んじた重い

教訓
南シナ海の緊張
中国は行動の自

制を

玉城氏が人権理
へ　国益を害する

言動やめよ

市販薬の乱用は
マイナンバーで防

げ

災害激甚化と文
化財　「地域の

宝」守る手立てを

政府のＡＩ指針
業界の自主規制
に委ねるのか

感染症の司令塔
過去の教訓生か

さねば

NHK業務拡大　公
共放送の意義を

問え
政権と教団　「決
別」の意思は本物

か

阪神優勝　関西
の元気につなげ

たい

台頭するアフリカ
を助けよう

侵略的外来種の
脅威　国際的な取

り組み不可欠

ゼロゼロ融資　コ
ロナ後の企業再

生を着実に

損保ジャパン　不
正黙認した責任

重い

続く鉄道の減便
乗客増に柔軟な

対応を
国会召集義務

議論封じは許され
ない

日大アメフト部
厳正な処分で姿

勢を示せ

ニデック「同意な
き買収」が開く成

長の道

プーチン・金正恩
会談　世界に背向

ける軍事連携

露朝首脳会談
軍事協力は世界

への挑戦だ

ロ朝首脳会談　秩
序揺るがす連携

懸念

ロ朝首脳会談　軍
事協力拡大許さ

れぬ
インボイス　不安
解消へ万全を期

せ

露朝首脳会談
平和乱す結託は

許されぬ

物価高下の欧州
低迷が心配だ

感染症統括庁が
始動　コロナの教

訓生かさねば

万博準備の遅れ
政府主導で局面
の打開を図れ

円山でゾウ繁殖
生物多様性学ぶ

契機に

自転車のルール
「青切符」やむを

得ないが
岸田新体制　再
選への思惑優先

とは

食料の安定供給
へ企業の農地取

得を促せ

損保ジャパン社長
辞任　不正への
加担解明が急務

G20にAU加盟　機
能不全に陥らせる

な
ロ朝首脳会談　共
に孤立深化を選

んだ

iPhoneが抱えるリ
スク

岸田政権の新布
陣　守りの人事で

道開けるか

岸田改造内閣
何が狙いの布陣

なのか
オスロ合意３０年
根本から立て直

す時だ

わいせつ校長逮
捕　社会が子守る

義務共有を

改造内閣で重要
政策の詰めと実

行を急げ

10兆円大学ファン
ド　知的資源を生

かす制度に

インボイス制度
政府は円滑な導
入への支援を

オスロ合意３０年
中東和平へ対話

再開を

損保ジャパン　不
正の黙認許され

ない
感染症新体制　コ
ロナの反省踏まえ

て

処理水と中国　孤
立を自覚し難癖や

めよ

ロシアと北朝鮮の
軍事接近を懸念

する

ガソリン補助延長
出口なきバラマキ

は愚策

臓器斡旋事件
国内移植の低迷

どう打開する

京アニ事件公判
動機の解明が待

たれる

国会不召集判決
民主国家といえる

のか
ウクライナ支援
民生分野で強み

生かせ

Ｇ２０サミット　対
露批判後退を憂

慮する

年金基金の運用
体制強化が欠か

せない

日中首相が意見
交換　率直な対話

の継続が重要

Ｇ２０首脳会議
露の暴挙認めた

わけではない

Ｇ２０サミット　対
話の場立て直し

急務

ウイグル抑圧　民
族固有の文化尊

重を
損保ジャパン　不
正許した責任は

重い

損保ジャパン　企
業統治の不全は

深刻だ

米国とベトナムの
連携を地域安定

に生かせ

G20の首脳会議
分断広げない努

力さらに

議員のくら替え
参院の意義が問

われている

同性間扶養判決
社会の変化踏ま

えたか

旧統一教会過料
解散請求を速や

かに
2023/9/11

教団への過料
大臣の説明が不

可欠だ

子供の居場所
確保へ地域の協

力強めよ

多極化世界の協
調の難しさ示した

G20

「一帯一路」１０年
中国は軌道修正

をできるか

ロシア地方選　占
領地投票、正当

性ない
虐殺の記録　史
実の抹消は許さ

れぬ

Ｈ２Ａロケット　次
世代機に信頼引

き継げ

児童虐待防止へ
地域の総力を

国民民主代表選
政策本位をどう支

持に繋げる

ラグビーＷ杯　多
様性発信する戦

いを

ジャニーズ　出直
しと言えるのか

中国の新地図
紙の上から侵略

するのか

水産業の苦境克
服へ国内外で市

場開拓を

世界的なEVシフト
エンジン神話脱す

る時だ

損保ジャパン　トッ
プの不正黙認は

許されぬ

処理水で論戦　理
解の獲得には程

遠い

北陸新幹線延伸
3温泉駅を生かす

手は
Ｇ２０サミット　対
話と協働の場　再

生を

Ｈ２Ａロケット　次
世代機に信頼引

き継げ

サウジは石油供
給の政治利用を

避けよ

旧統一教会に過
料　解散請求の
手続き厳正に

Ｈ２Ａ打ち上げ
失敗乗り越え月面

着陸目指せ

ガソリン補助金
的を絞る制度に

転換を

学術会議と政権
政治の不介入を

貫いて
秋本議員逮捕

再エネ汚職　真相
究明を

ジャニーズ会見
改革は社会の要

請である

中国は威圧外交
をいつまで続ける

気か

ジャニーズ性加害
会見　全被害者
の救済が不可欠

秋本議員逮捕
国会質問で賄賂

をもらうとは

秋本議員逮捕
金銭授受の実態

解明を

秋本議員逮捕
賄賂で国会質問

とは
Ｈ２Ａ打ち上げ
試練続く国産ロ

ケット

秋本議員の逮捕
政治不信の払拭

に注力を

損保ジャパンの罪
も重い

秋本議員を逮捕
再エネ利権の徹

底解明を

ＡＳＥＡＮ会合　中
国は信頼を損ね

続けるのか

中国禁輸対策
水産物国内消費

も重要

ジャニーズ謝罪
経営陣刷新が不

十分だ
性犯罪歴確認

法案化の議論丁
寧に

京アニ事件公判
真に贖罪意識を

持たせよ

中国に頼らない供
給網の構築を急

げ

NHK「ネット受信
料」　公共性を巡

る議論が先だ

概算要求最大
「平時」に戻す姿
勢が見えない

教員働き方提言
人への予算増や

さねば
国の予算編成

見えぬ「平時」へ
の道筋

国際卓越大学
科学研究再生の

牽引役に

許されぬ再生エネ
の利権化

京アニ事件公判
始まる　惨劇生ん
だ根源の解明を

処理水放出　福
島の魚を食べて

支援しよう

辺野古判決　「沖
縄の自治」はどこ

へ
大学ファンド　改
革を強いず支援

広く

玉木代表が再選
政策本位で力量

を見せよ

透明性ある使用
済み核燃料の中

間貯蔵を

そごう・西武のスト
労組の意義考え

る契機に

中国の全面禁輸
科学的・合理的な

打開目指せ

「胆振東部」５年
被災経験復興の

バネに

韓国統一省改編
南北交流断絶が

心配だ

休み

2023/9/25
給食事業停止トラ
ブル　価格転嫁で

きる仕組みに

君田温泉三セク
解散　住民の財

産、生かす知恵を

西九州新幹線
九州一体で将来

像議論を

コロナ支援縮小
受診控えの重症

化が心配

食料・農業・農村
法見直し　自給率
上げる道筋見え

ぬ

デジタル庁に行政
指導　個人情報
保護へ認識改め

よ

2023/9/26

オスロ合意30年
和平再構築へ仲

介努力を

性犯罪歴の確認
制度設計は丁寧

な議論で

国会不召集判決
内閣の義務、法
改正で明記を

2023/9/20

2023/9/21

福島市が新設拒
否宣言　メガソー
ラー、条例で規制

を

国連総会、首相
演説　核なき世

界、具体策足りぬ

上昇続く地価　行
き過ぎた高騰に警

戒を

いじめ重大事態
調査するのは学

校の責務

副大臣・政務官人
事　「女性ゼロ」は

時代錯誤だ

離婚後の共同親
権　子どもの利益

が最優先だ
2023/9/22

2023/9/23
首相の国連総会
演説　核なき世界
へ、具体策見えぬ

SDGs中間年　地
域から取り組み加

速を

異常な秋空　「地
球沸騰化」への警

戒を

副大臣・政務官
まさか女性起用ゼ

ロとは

劣化ウラン弾供与
非人道兵器、また

使うのか

週のはじめに考え
る　世界を燃えに

くくする

次期健康づくり運
動　有効策を創出

し実践しよう
2023/9/24

投票の不便解消
ネット活用進めて

みては

岩国基地の訓練
拡大　なし崩しの

常態化を懸念

週のはじめに考え
る　国境で眺める

中ロ関係

ロ朝首脳会談　国
際秩序を揺るが

す連携だ

私大定員割れ
地方の進学機会

確保を
2023/9/17

敬老の日　人とつ
ながり自分らしく

臨時国会召集義
務　少数意見軽

視、政府は改めよ

敬老の日に考え
る　「転がる石」の

ように

カルト宗教と大学
生　巧妙化する勧

誘手口知ろう
2023/9/18

2023/9/19
待機児童減　課
題はまだ山積み

だ

感染症統括庁が
発足　教訓生かし
対応能力高めよ

元に戻れなくなる
前に　安保法成立

8年

尾道・土堂小の統
廃合　子どもの安

全、最優先に

自転車に青切符
ルールと命を守る

契機に

2023/9/13
公文書管理条例
適正な自治体運

営に必要だ

損保ジャパン社長
辞任　法令順守
の意識はどこに

核のごみ処分場
対馬市長は熟慮

し判断を

岸田内閣改造
新体制の優先課

題は何か

岸田内閣改造
「内向き」に期待

感乏しく

内閣改造　党内
対策に腐心、刷新

感薄く

第２次岸田再改
造内閣　目的見え
ぬ内向き人事だ

岸田再改造内閣
先送りした課題の

答えを出せ

再改造内閣が発
足　首相は国際

社会牽引せよ　憲
法改正の約束を

果たす時だ

2023/9/14

2023/9/15
性犯罪歴の確認
制度　子どもの心
身守る仕組みに

露朝首脳会談
北の核戦力増強

を危惧する

水産物禁輸対策
国内産を食べ支

援しよう

2023/9/16
国立科博の資金
不足　安定運営
へ支援策探ろう

河井元法相のメモ
政治とカネの闇、

解明もっと

再出発する日産
市場の変革に立

ち向かえ

2023/9/8
ジャニーズ社長交
代　謝罪と救済、
覚悟が問われる

ジャニーズ会見
「解体的出直し」と

はいえぬ

地方と原発施設
交付金で押し付け

るのか

ジャニーズ謝罪
これで「解体的出

直し」か

秋本議員逮捕
「利権」の構図、

徹底解明を

秋本議員逮捕
再生エネの利権

化許されぬ
2023/9/9

2023/9/10

オスロ合意30年
の中東　共存の
精神に立ち返る

時

ラグビーＷ杯開幕
「私たちのチー
ム」にエール

週のはじめに考え
る　桐生悠々が問

う覚悟

給食事業停止トラ
ブル　業界の構
造、見直す時だ

大震災と虐殺　政
府は「史実」に向

き合え

秋本議員逮捕
再エネ汚職の徹

底解明を

G20サミット閉幕
「核なき世界」道

筋示せず

Ｇ２０首脳宣言
平和への関与後

退させるな
2023/9/12

2023/9/6
ＮＴＴ法見直し　防
衛財源論と明確

京アニ事件の裁
判　再発防止もた

「辺野古」県敗訴
国策と民意の矛

日田彦山線BRT
沿線とJRの連携

さらに

過去最大の防衛
費要求　議論なき
膨張許されない

東北大「卓越大」
認定へ　研究開

発力、復活に弾み
を

体験型観光と北
海道　地域を見つ

め直す契機だ
2023/9/7



首相アジア歴訪
「橋渡し」真価問

われる

水産業者への支
援　「脱中国依
存」に?げたい

占領を既成事実
にするな

タイの新政権　軍
の影響力排除し

てこそ

京アニ初公判　被
告には真相語る

責務がある

解散命令請求
情報開示し厳正

対処を

京アニ事件裁判
遺族の「なぜ」に

答えよ
沖縄県の敗訴確
定　知事は辺野
古移設協力を

ロボットを受け入
れる社会を築こう

玉木国民代表が
再選　与党と協調

の先が見えぬ

アフリカの政変
民生安定に向け
た支援を急げ

「辺野古」県敗訴
解決には対話欠

かせぬ

オーガニック村
脱農薬・肥料に利

あり
日本バスケ五輪
へ　総合力の悲
願達成を喜ぶ

宇宙活用で日本
の守り固めよ

辺野古裁判で県
敗訴　誠意ある対

話が国の責務

バスケ五輪切符
「信じる力」で扉を

こじ開けた

「軍事研究」支援
学問の自由侵す

危うさ

ジャニーズ調査
性被害者の救済

を急げ
ＮＨＫの業務　未
来託せる経営な

のか

日本学術会議
「処理水」ではだ

んまりか

水膨れ予算要求
に規律を強くきか

せよ

自衛隊のハラスメ
ント　許さぬ組織
へ体質改善を

防衛費概算要求
調達改革進めコ

ストを抑えよ

大阪・関西万博
「祭典」頼みの発

想古い

タリバン政権　国
際社会の関与、

地道に
京アニ事件裁判
広く共有できる審

理を

ＢＲＩＣＳ拡大　世
界の分断を助長

するな

法廷では決着しな
い基地問題

過去最大の予算
要求　いつまで借

金頼みなのか

タイ新政権　軍の
政治介入を排除

できるか

蘭越の蒸気噴出
汚染対処の体制

強化を

予算要求の膨張
「抜け穴」をふさが

ねば
玉木代表再選

野党の本分を見
失うな

概算要求最大
「平時」に戻す姿

勢を貫け

時代遅れのNTT
法は抜本的な見

直しを

ガソリン補助　一
時的措置をいつま

で続ける

防衛費概算要求
検証なき膨張は

危うい
離婚後の家族

子どもの利益を第
一に

大阪・関西万博
政府の責任で準

備加速を

ふるさと納税のひ
ずみ正せ

ロシアの歴史観
独善的な解釈は

看過できない

ＮＨＫとネット　本
業化議論尽くした

か
そごう・西武　スト
が問う企業の責

任

そごう・西武売却
百貨店の未来像

示せるか

感染症危機管理
は縦割り排除し機

動力を

大震災と朝鮮人
虐殺　史実の黙
殺は許されない

西武百貨店スト
労使の話し合いを

尽くしたか

ラピダス着工　環
境重視の製造拠

点に

熱海土石流　再
建支援　きめ細か

に
防衛概算要求

身の丈を超えた
膨張だ

処理水と対中外
交　ＷＴＯ提訴を

ためらうな

野党はまず政策
で存在感示せ

上関に中間貯蔵
施設　国策の矛
盾直視すべきだ

危機管理統括庁
感染症への備え
を総点検せよ

予算概算要求
平時に戻す努力

見えぬ

防衛費最大に　金
額ありきの膨張憂

う
そごう・西武ストが
投じたM&Aの課

題

関東大震災百年
教訓は現代の都

市にも通じる

待機児童減も喜
ぶのは早計だ

学術会議改革
社会に貢献する
組織に改めよ

ガソリン補助　そ
の場しのぎいつま

で

「闇バイト」　悲惨
な末路に目を向け

よ

ジャニーズ性加害
認定　人権侵害
の謝罪と救済を

ＮＨＫの業務　ネッ
ト事業拡大は議論

不足だ

ジャニーズ調査
夢につけ込んだ

卑劣さ

カンボジア　私物
化極まる世襲政

権
ジャニーズ　加害
認め迅速に救済

を

ジャニーズの責任
性被害の回復が

最優先だ

認知症新薬の承
認　成果生かせる

体制整備を

ジャニーズ問題
「芸能界だから」
は通用しない

学術会議問題
組織論に矮小化

するな

感染症統括庁
次の危機に備え

るため
ガソリン補助金の
出口なき延長は

やめよ

処理水巡る中国
の反発　沈静化
へ責任ある対応

ＢＲＩＣＳ拡大　理
念なき結集には

限界がある

日中関係の悪化
冷静に対話の道

模索を

処理水反日拡大
中国は冷静な対

応を

性被害へ真摯な
謝罪と救済を

カンボジア新政権
「強権の世襲」を

懸念する

医師の過労自殺
若手を追い詰める

長時間勤務

資金難の博物館
公共財へ行政支

援厚く

大震災と虐殺　教
訓を現代に生かし

て
在留の正規化

特例で終わらせる
な

北口の金メダル
あきらめたら試合

終了だ

中国は理不尽な
迷惑行為をやめさ

せよ

処理水放出　中
国は嫌がらせを

放置するな

ＮＴＴ法見直し　拙
速避け丁寧な議

論を

北の人権侵害
国際社会は放置

するな
中国と処理水　冷
静な対話こそ必要

だ

処理水で反日活
動　中国政府に
「責任」がある

教員不足の対策
競う自治体に

ＬＰガス料金　利
用者保護に欠か

せぬ透明化

タイ新首相選出
民意裏切る親軍

連立だ

中小の人手不足
知恵絞り乗り越え

たい
原発支援強化

経済性あったはず
では

地下シェルター
沖縄本島でも整

備進めよ

日本車に技術革
新を迫る中国勢

の台頭

米大統領選　トラ
ンプ氏に振り回さ

れるな

認知症の新薬
治療体制の整備

が急務

訪日団体客解禁
日中融和へ後押

し期待
中国の経済　不
動産依存から脱

却を

認知症ケア　生活
の質高めるモデ

ルを

犯罪被害者への
支援を手厚く

日産・ルノー　円
滑な連携でＥＶ戦

略加速を

事件の「捏造」
言語道断の人権

侵害だ

甲子園と丸刈り
脱「一律」の新風

が吹く
タイの新首相選出
日米は安定へ働

きかけを

食料安保に資す
る農地取得の国

籍確認を

辺野古移設　法
廷闘争なお長引

かせるのか

国会議員の経費
公金原資　使途

は厳格に
ガソリン補助継続
明確な「出口戦

略」を示せ

課題多いカンボジ
ア世襲政権

性犯罪歴の照会
子どもを守る効果

的な制度に

「オソ１８」駆除　ヒ
グマ管理体制強

化を
中国の禁輸　筋
が通らぬ威圧や

めよ

中国の水産物禁
輸　科学無視の
暴挙をやめよ

FRBは景気軟着
陸へ細心の政策

運営を

中国が水産物全
面禁輸　即時撤
回へ外交の強化

水産物の禁輸
中国は不当な措
置を撤回せよ

福島処理水放出
水産業の打撃が

心配だ

内航船人手不足
老いる海運に対

処を
虐殺から１００年
都知事は目を背

けるな

プリゴジン氏死亡
露恐怖体制の本

性なのか

男性育休を「共育
て」の一歩に

拡大するBRICS
世界の分断を招

かぬよう

プリゴジン氏　不
可解な死が示す

露の異常さ

ＢＲＩＣＳ拡大　分
断招かず国際協

調を

殺傷武器の輸出
平和国家の理念

に返れ
「衛星」の失敗

試される日米韓の
連携

北の衛星再失敗
「軍資金」の蛇口

を閉めよ

利用者視点でライ
ドシェア解禁の検

討を

米共和党候補の
討論会　試される
民主主義の精神

処理水放出　廃
炉作業を進める

転換点に

北朝鮮「衛星」
地域脅かす挑発

やめよ

米共和党討論会
脱トランプ果たさ

ねば
殺傷兵器輸出

原則の空洞化許
されぬ

塾のわいせつ行
為　性犯罪歴確
認の制度急げ

BRICS拡大を懸念
する

北朝鮮の軍事衛
星発射　日米韓で
封じ込め強化を

北「衛星」失敗
独裁体制のゆが

みが露呈した

危険な猛暑　命守
る取り組み官民で

北の偵察衛星
追加の発射を断

念せよ
自衛隊員不足

防衛力強化　もろ
い足元

露の侵略１年半
西側は結束と支

援強めよ

中国の日本産水
産物の禁輸は理

不尽だ

不祥事続く損保業
界　顧客軽視の
慣行許されぬ

人事院勧告　公
務員離れ防ぐ対

策が急務だ

変わる甲子園　一
層の猛暑対策が

必要

親軍派との連立
民意届かぬタイ新

政権
タイの新政権　民
意に背く危うい船

出

日大と薬物　統治
改革の決意は本

物か

インド月着陸成功
に学びたい

変わる高校野球
多様な個性の躍

動見せた

ＮＴＴ法改正　時
代に合わぬ規制

は見直しを

殺傷武器の輸出
憲法理念に背く転

換だ

国葬名簿黒塗り
情報は「公開」が

原則だ
処理水の海洋放
出　政府が責任も

ち完遂せよ

エーザイ新薬を認
知症克服の足が

かりに

処理水放出　万
全の態勢で風評

被害を防げ

仮放免の子ども
在留許可の門戸

広げよ
認知症治療薬

投与の指標わか
りやすく

民意を軽んじたタ
イ首相選出

認知症の新薬
活用に向け環境
整備が必要だ

処理水放出　「全
責任」を持てるの

か
認知症の新薬

治療態勢　着実に
整えて

上関町の調査同
意　原発の持続に

貯蔵施設を

処理水放出へ安
全対策と対話に

万全期せ

’23平和考　シベ
リア抑留　犠牲者
の思い継ぐ努力を

アフガニスタン
女性抑圧が国の

再建を妨げる

コメ現物市場　価
格形成透明化に

期待

日米韓首脳会談
軍事に偏重してな

いか
防衛省・自衛隊
ハラスメントの一

掃を

タリバン復権２年
恐怖政治は未来

を閉ざす

大麻まん延を食い
止めよう

国民民主党の代
表選　野党のあり

方が問われる

戦没者慰霊碑
行政が関与して
風化防ぎたい

カンボジア政権
独裁の世襲に懸

念多い

中間貯蔵施設　そ
の場しのぎに過ぎ

ぬ
ＧＤＰ年６％増　外
需頼みに危うさは

らむ

大手損保の談合
体質は許されない

中国と南太平洋
影響力拡大への
警戒が必要だ

性犯罪歴の確認
子どもの安全最

優先で
日米韓と拉致問
題　結束して対北

圧力強めよ

米イランは緊張緩
和進めよ

飲酒運転　根絶
への取り組みを緩

めるな

認知症の新薬
穏やかな日常の

一助に
日米韓の結束

地域安定に資す
連携へ

観光産業は生産
性を上げる好機に

混雑する富士登
山　安全守る手立

て欠かせぬ

日米韓首脳会談
力頼みの連携は

危うい
議員のくら替え

参院の意義損ね
ぬよう

公海保全は共有
財の視点で

日米韓首脳の定
期協議　地域安

定につなげてこそ

夏休みが明けて
子どもに寄り添い

たい
ｉＰＳ臨床１０年

日本発を息長く支
えて

看護師の役割
裁量拡大し患者

守りたい

新段階の日米韓
協力を深め地域

の安定へ

食料安全保障
法整備で危機へ
の備え万全に

北電の好決算
値上げ効果の還

元必要

中核市移行せず
新たな都市像探

る契機

男性の育休　質、
量ともに充実を

昭和の大震災
埋もれた教訓掘り

起こせ

遺族年金の男女
差は解消を

「心の病」と労災
パワハラを生む体

質の一掃を

水素基本戦略
脱炭素社会へ対

応急げ

野党の在り方　政
権との違いを明確

に
国産ワクチン　次
に備える体制作り

を

新幹線大混乱
「乗客第一」の危

機管理を

習近平政権は「恒
大問題」を放置す

るな

介護の外国人材
貴重な担い手をど

う増やすか

性犯罪歴の確認
子ども守る議論丁

寧に

円安の再加速
副作用は見過ご

せない
ハワイ山火事　古
都の悲劇なぜ起

きた

第３の文献調査
地　対馬市の受け

入れを望む

NHKは放送法を
順守せよ

地熱発電の事故
安全対策徹底が
普及の前提だ

神宮外苑再開発
多様な声聞き再

検討を

マイナ総点検　運
用止めて見直さね

ば
増える特殊詐欺
壊滅へ警察は総

力挙げよ

企業は効果的な
人的投資で競争

力高めよ

能動的サイバー
防御　国民の理
解が前提条件だ

ふるさと納税　返
礼品や節税目的

でいいのか

ＧＤＰプラス　内需
の弱さ気がかりだ

ガソリン高騰　無
為無策は許され

ない2023/8/17
戦後７８年　ＡＩと

戦争　平和守る責
農泊目標７００万
人　資源磨き東北

台風7号　備え一
段強め 命守 う

「台風」本格化
複合災害に最大

GDP高成長　内需
低調では持続でき

ぬ

高いLPガス料金
消費者へしわ寄

せ許すな

自転車に「青切
符」　ルール順守
の意識高めたい

’23平和考　AI兵
器と戦争　「第2の
核」にせぬ英知を

2023/8/18

2023/8/19
ジェンダー平等の
社会　問われる政

治の強い意思

中間貯蔵の調査
容認　拙速判断、
疑問と不安残す

中間貯蔵調査、
上関町容認　「原
発ごみ」で町はど

うなる

空港の保安検査
利便と安全高める

体制に

防衛白書　政策
転換の説明足りな

い

広島土砂災害9年
教訓を行動につな

げねば

週のはじめに考え
る　信じられる大

人がそばに

大学運動部の大
麻　特有の要因
検証し対策を

日米韓首脳会談
世界に示した揺る

ぎない結束

日米韓首脳会談
安保協力の意義
は大きい　中朝露
の脅威に連携対

処を

2023/8/20

2023/8/21
緊急避妊薬　必

要時に得られてこ
そ

増える単身高齢
者　社会で孤立防

ぐ仕組みを

自民党の派閥政
治　国民の目線で

政策論争を

自治体の環境債
脱炭素社会へ積

極活用を

ジャニーズ問題
性加害見逃さない

契機に

情報公開に圧力
疑惑解明は首長

の責務だ

日米韓首脳会談
地域を安定へ導く

連携に

日米韓首脳声明
「半島の非核化」

諦めるな

日米韓首脳会談
東アジアの安定に

つなげよ
2023/8/22

2023/8/23
処理水の放出

政府と東電に重い
責任

処理水あす海洋
放出へ　誠意欠い
た政治の無責任

福島処理水海洋
放出　まだ理解得

られていない

処理水あす放出
開始　禍根残す

「なし崩し」の決定

処理水放出決定
理解得られたとは

言えぬ

原発処理水放出
漁業者との約束

に反する

認知症の新薬
実用への課題、

十分周知を

加藤友三郎　没
100年　軍縮外

交、今こそ語り継
ごう

仙台育英、準優
勝　高校野球の
新しい流れに

2023/8/24

2023/8/25
全国知事会長に
村井氏　国を変え
る気概取り戻して

アルツハイマー新
薬　効果と課題、

見極めたい

飲酒運転撲滅へ
勇気を持ち警察

に通報を

タイ新政権　「反
軍政」の民意置き

去り

概算要求見通し
「平時に戻す」守

れるのか

トランプ氏起訴
米国の民主主義

が揺らぐ
2023/8/26

2023/8/27
栃木のＬＲＴ　車

依存の街を変える
か

技術革新と雇用
の未来　「働く価
値」を尊ぶ社会に

不信高まる損保
業界　顧客軽視、
自浄能力あるの

か

週のはじめに考え
る　ドイツの町を

襲った悲劇

ガソリン補助延長
方針　「焼け石に
水」にならないか

つらい休み明け
子どもの心に寄り

添って

ヤングケアラー
地域で負担減ら

す支援を

小中学校の英語
教育　対話力、授
業でどう高める

公共交通の通勤
利用　官民一体で
運動を広げよう

’23平和考　五輪
と戦争　祝祭の意
義見つめ直す時

2023/8/28

2023/8/29

’23平和考　増え
る難民と日本　手
を差し伸べられる

国に

中国が水産物禁
輸　科学軽視、不
当措置撤回せよ

「殺傷武器」輸出
平和国家の理念

に立ち返れ

九州の再生エネ
地産地消へ蓄電

池整備を

殺傷武器の輸出
密室で方針転換

を急ぐな

NTT法見直し　国
民目線で丁寧な

議論を

中国発信の迷惑
電話　感情のエス

カレート防げ

感染症危機管理
庁　計画見直しへ
検証怠るな　日本
版ＣＤＣ創設も急

ぎたい

学術会議改革
真に国を支える組

織に
2023/8/30

2023/8/31
大震災100年　首
都防災の死角減

らせ

認知症の新薬
有効活用へ環境

整備急ごう

関東大震災100年
今に通じる教訓、

生かそう

処理水への反発
日中は冷静に対

話解決を

関東大震災100年
未曽有の悲劇に

何を学ぶ

豪雨災害伝承館
の開館　語り継

ぎ、共に学ぶ場に

一歩ずつでも強い
街に　関東大震災

から１００年

関東大震災１００
年　長期的な視点

で伝承活動を

関東大震災１００
年　教訓を現代に

生かしたい

関東大震災100年
災禍の記憶を重

い教訓に

関東大震災１００
年　今できること
は今やろう　感震
ブレーカー「全戸

配布」を

関東大震災１００
年　安全な社会に

なったのか
2023/9/1

2023/9/6
　

衛財源論と明確
に区別を

判　再発防止もた
らす審理を

国策と民意の矛
盾解決を

2023/9/2
中国の不動産不
況　日本への影
響注視すべきだ

ＮＨＫのネット配信
公共メディアの自

覚、さらに

ガソリン補助　支
援のばらまきは見

直せ

医師の働き方　長
時間勤務なくし命

守れ

迫るインボイス制
度　混乱招かない

対策が要る

週のはじめに考え
る　豊かさ取り戻

すために

ガソリン補助延長
深刻な副作用軽

視できぬ

折り返し地点の
SDGs　危機感深
め、一歩でも前へ

2023/9/3

2023/9/4
防衛省のハラスメ
ント　組織風土を

改革し根絶を

処理水と日中関
係　冷静に対話で

きる土台築け

ハラスメント対策
地方政治からの

一掃急げ

野党の在り方　政
権のブレーキ役を

貫け

辺野古最高裁判
決　対話こそ唯一

の解決策だ

インボイス、来月
導入　立場弱い事

業者に配慮を

辺野古・沖縄県敗
訴　自治を軽視す

る国策追認だ
2023/9/5



文化財の防災
情報と連携が欠

かせない

科学的助言を政
策にいかそう

GDP6％成長　生
活実感との落差

大きい

子どもの自殺　つ
らさを受け止め寄

り添って

３０年に丘珠延長
新千歳とすみ分

け必要

ＮＰＴ委対立　核
軍縮の原点に返

れ

日本と韓国　後戻
りさせない努力を

男性の育児休業
質伴う取得の向

上目指せ

企業は強みを磨
いて増益続ける戦

略を

外国人の子に在
留許可　制度化で
夢持てる社会に

ＡＩ規制　偽情報を
見極める対策講じ

よ

食料自給率　国
産増図る輸出戦

略を

ロシアと穀物　ア
フリカの声を聴け

「終戦の日」　心に
響かぬ首相の誓

い

人事院勧告　人
材確保へ不断の

改革を

CO2貯留の基盤
整備を急げ

国産コロナワクチ
ン　次の感染症流

行に備えを

ＧＤＰプラス　内需
欠く高成長は楽観

できぬ

無意識の差別
少数者に深い傷

及ぼす

岸田首相の式辞
戦わぬ覚悟　示し

てこそ

内需の弱さ直視し
賃金･投資増の歯

車回せ

日本が探るAI戦
略の活路

2023/8/14
共産党１００年史
無謬性のドグマは

放棄を

混乱続くツイッ
ター　公共性維持

する仕組みを

海運の脱炭素
取り組み強化を日

本の主導で

空襲被害者救済
一刻も早い法の

制定を
ふるさと納税　地
方の活性化促す

制度に

自転車に「青切
符」検討　安全意
識を高める契機に

国産ワクチン　出
遅れの教訓を今

後に生かせ

デジタル課税　改
革実現の好機逃

すな

博物館の苦境
国は当事者意識

を持て

ニジェール情勢
大統領へ権力を

返還せよ

使用済み核燃料
中間貯蔵施設の
確保が急務だ

道内の最低賃金
持続的な上昇が

大切だ

ＡＳＥＡＮ　対ミャ
ンマーで結束を

露の「愛国教育」
侵略正当化の洗

脳許せぬ

カンボジア　正当
性欠く与党の選挙

「圧勝」

運動部と薬物　大
学の姿勢が問わ

れる
猛暑と部活動　子
の安全を守るため

に

北欧での聖典焼
却　イスラム圏へ

の非礼慎め

原発の安全対策
費支援　脱炭素
化の理念ゆがめ

風力発電疑惑
再エネ事業を賄
賂で歪めたか

電通の過大請求
再委託の問題点

検証を

中国北戴河会議
独裁阻止の機能

変質か
ロシアの弾圧　極
まる民主主義の

破壊

ＬＧＢＴ基本計画
女性の安全安心

を確実に

アメフト部の薬物
事件　自浄能力
欠く日大の体質

独の中国戦略
経済的依存をどう

是正する

異常気象続く夏
備えと脱炭素が

急務だ

男性の育休取得
柔軟な働き方で、

さらに
首相と被爆地　核
禁条約参画へ決

断を

日大薬物事件
隠蔽が影響の拡

大を招く

マイナ問題の中
間報告　実態踏ま
え計画見直す時

防衛機密侵入
日本の信頼を揺
るがす事態だ

麻生氏台湾講演
対立あおる危険な

暴言

欧州で続く混乱
共生へ違い乗り

越えて
日大の不祥事

本当に再生できる
のか

麻生氏の台湾発
言　中国抑止の
意思を示した

子どもの英語教
育　「好き」広げる

環境作りを

企業向け損保　寡
占下のなれ合い

は許されぬ

道議会の政活費
ネット公開なぜし

ない

大阪・関西万博
突貫工事　時代に

合わぬ
台風への備え　想
定外を踏まえ柔軟

に

マイナ中間報告
来秋の廃止に固

執するな

日ASEANは次の
50年も共栄を目

指せ

マイナ総点検　紐
付けミスの収束が

見えない

防衛政策と白書
懸念の払拭には

程遠い
「国民」代表選

野党のあり方論じ
合え

５類移行３カ月
注意促す指標作

成を急げ

中東2国家共存を
諦めるな

日大の薬物事件
警察への通報は
なぜ遅れたか

イスラエル　分断・
孤立招く司法改革

ジャニーズ性加害
この機に変わらな

くては

中国の「一帯一
路」に大義はある

のか

米国債の格下げ
信頼揺らぐ大国へ

の警鐘

ＩＣＣ判事手配　筋
違いも甚だしい露

の「報復」

半導体産業拠点
スマート農業と連

携を

相次ぐ書店閉店
文化インフラ支え

よう
原発使用済み燃

料　思惑が目立つ
中間貯蔵だ

日本アニメは追い
風生かせ

暴行事件と刑務
所改革　人権侵
害繰り返さぬよう

野党の選挙戦術
自ら地力をつける

のが先決だ

無差別刺傷判決
孤立防ぐ対策を

社会で

核抑止論「破綻」
被爆地の訴えに

応えよ

記録的猛暑　いま
と未来の命を守れ

トランプ氏起訴
米国は民主主義

守り抜け

官僚離れは人事
院だけでは改善で

きない

ジャニーズ性加害
問題　国際社会
からも厳しい目

中国外相解任
理由語ることが大

国の責務だ

大学の雇い止め
国の発展揺らぐ事

態だ
被爆体験伝承

世代超えて継ぐた
めに

名門運動部と薬
物　各大学体育
会は総点検を

再生エネ汚職疑
惑の徹底解明を

スポーツ界の男
女格差　平等な競
技環境整えたい

ＮＨＫ規則違反
原因究明せずに
再発は防げぬ

室蘭ベンゼン　企
業と市の責任は

重い
原爆の日　抑止
力を高め平和の

保険証問題で医
療DXを停滞させ

原爆忌　核の使
用許さぬ機運高

カンボジア総選挙
日本は独裁を看

過するな

治安の悪化を食
い止めよ

水中遺跡　歴史
的価値をいかに

伝えるか

マイナ保険証　メ
ンツにこだわる愚

マイナ保険証　信
頼回復に資する

措置か

核廃絶へ惨禍伝
える取り組み広げ

よう

秋本議員の事務
所捜索　再エネ巡
る疑惑の解明を

マイナ保険証　国
民の不安払拭へ

対策を急げ

秋本議員の疑惑
真相解明へ説明

尽くせ

秋本氏強制捜査
風力疑惑の徹底

解明を
秋本前政務官

収賄疑惑　徹底
解明を

風力発電疑惑
政治家は説明責

任果たせ

学力格差縮める
授業の工夫を

保険証廃止で首
相会見　小手先で
は不安拭えない

トランプ氏起訴
民主主義の根幹

が揺らいだ

首相マイナ会見
混乱広げるびほう

策だ

現行保険証廃止
「撤回」の声なぜ

届かぬ
上関に原発施設
核燃事業の破綻

直視を

地球沸騰の時代
対応策強化に本

腰入れよ

巨大ITは社会に
貢献する革新を

起こせ

ふるさと納税の膨
張　制度を抜本的

に見直す時

医薬品の不足
業界を挙げて生
産力を高めよ

中間貯蔵施設
地元の幅広い理

解必要

トランプ氏起訴
民主主義の危機

は続く
本を読む権利　切
なる声にこたえた

い

大阪・関西万博
国を挙げ取り組む

ときだ

なし崩しのミャン
マー軍政容認は

避けよ

ニジェールの政変
国際協調で地域

の安定を

国家公務員宿舎
改修進め人材確

保の一助に

いじめと自殺　道
教委の対応無責

任だ

ビッグモーター
損保の調査も徹

底的に
国産ワクチン承認
開発力高める布

石とせよ

保育は子育てに
欠かせぬ社会イ

ンフラだ

トランプ前大統領
起訴　民主主義
破壊する異様さ

対日輸出入規制
自由貿易に反す
る中国の措置

道の宿泊税　制
度設計の議論丁

寧に

中ロ高官の訪朝
弾道弾開発許す

無責任
ロシアの五輪参

加　平和の祭典を
うたうなら

米デトロイト再生
に学ぼう

違反予算で再発
防止策　NHKの体

質こそ問題だ

自衛隊人材確保
防衛力強化へ着

実に進めたい

トランプ氏起訴
民主制への暴挙

解明を

パートナー制度
婚姻平等への一

里塚に
全国学力調査

子や学校の格差
解消を

学テの英語不振
国語力の土台を

忘れるな

インボイス円滑導
入へ周知と説明

尽くせ

予算急増下の防
衛白書　国民へ

の説得力足りない

露とアフリカ　食
料危機への懸念

に耳傾けよ

馬場氏の発言
民主主義の原則

に背く

迷走ＡＳＥＡＮ　対
ミャンマーで一丸

に
政党間の関係

民主主義の基盤
壊すな

露の邦人判事手
配　卑劣な脅しを

即撤回せよ

選挙の信頼損ね
た責任は重い

フィルターバブル
まずはリスクの自

覚から

電車内の安全
無差別襲撃から

乗客どう守る

ＮＨＫ予算問題
全容解明なき幕

引きだ

トラックの速度
引き上げは本末

転倒だ
大阪・関西万博
なし崩し対応　許

されぬ

最低賃金１０００
円　着実な引き上

げを続けよ

米当局は金融シ
ステムの包括的

な規制を

性犯罪歴の照会
子ども守る仕組み

議論を

概算要求基準
予算抑える機能
が形骸化した

最低賃金見直し
全国的な底上げ

が重要

最低賃金見直し
引き上げ定着させ

ねば
ロシアとアフリカ

苦境につけこむ横
暴だ

高浜１号の再稼
働　ＧＸ実現へ最

古参活用を

酷暑の日常化へ
対応を急げ

異次元緩和の議
事録　予期された

長期化の弊害

全国学力テスト
英語で話す力をど

う伸ばすか

ＰＦＡＳ汚染　米軍
の調査急ぐべきだ

日銀の政策修正
物価抑制には力

不足だ
高浜原発稼働

不安と疑問、抱え
たまま

がんゲノム医療
もっと治療につな

げたい

半導体規制は自
由貿易との両立

が前提だ

ＡＩ兵器の規制
ルール作り妨げる

大国間競争

知床事故聴取会
国の責任も掘り下

げを
概算要求基準

歳出「正常化」で
きるか

理系の新設支援
看板倒れにならぬ

改革を

ニジェール政変を
放置するな

ＰＦＡＳ汚染　発生
源の調査と浄化

対策急げ

乳価値上げ　酪農
衰退食い止めた

い
防衛白書　政策
転換の説明足り

ぬ

介護保険の指針
家族の負担減じる

改定に

女性の力を伸ば
す就労環境づくり

を急げ

最低賃金初の
1000円超に　暮ら
しの安定には不

防衛白書　日米
韓連携で抑止効

果高めよ

朝中ロの連携　緊
張高める対立危う

い

最低賃金　生活
守る底上げさらに

国の守りと白書
総合防衛の進捗

も説明を

技術革新問われ
る日産ルノー

中国の水産物輸
入規制　処理水
対応は科学重視

帯状疱疹の増加
油断ならない病気

と心得たい

夏休み中の事故
子ども守る対策万

全に
日銀政策修正

変化への備えを
十全に

大規模緩和の修
正　副作用抑制
へ丁寧に動け

視界不良の財政
健全化へ改革の

手抜くな

植田日銀初の政
策修正　緩和の
弊害是正を着実

日銀政策修正
市場の混乱防ぐ
丁寧な説明を

日銀緩和修正
物価高への対応

十分か

土用の丑の日
「天然依存」かみ

しめて
朝鮮休戦７０年
問われる大国の

責任

朝鮮戦争休戦７０
年　対北抑止に万

全の対応を

防衛力強化の実
効性問う白書

来年度予算の要
求基準　形骸化
が放漫財政を助

最低賃金　引き上
げ継続の環境整

えたい

防衛白書　なぜ
「軍拡」　説明足り

ぬ

殺傷力ある武器
輸出解禁を急ぐ

危うさ
イスラエル　民主
制脅かす司法改

革

パリ五輪まで１年
スポーツの力を取

り戻せ

着実に最低賃金
上げる道筋を

ビッグモーター不
正拡大　国は実

態と責任の解明を

休戦協定７０年
北の核が妨げる
朝鮮半島和平

人口減少加速
持続する地域づく

りを

中国外相の解任
「異形の国」の密

室政治
前会長の処分　Ｎ
ＨＫの説明は不可

解

大阪の誤認逮捕
もう「ＰＣ事件」忘

れたか

日銀は政策修正
で柔軟なかじ取り

進めよ

健康保険証の廃
止　なぜ来秋にこ

だわるのか

地方都市の冠水
「内水氾濫」への
対策が急務だ

概算要求基準
歳出膨張の歯止

め必要

マイナカード　保
険証廃止は撤回

せよ

2023/7/29
秋田大雨２週間
都市型洪水への

警戒強めよ

日銀の緩和策修
正　市場見据え着

実に前進を

供述誘導の疑惑
最高検は真相究

明を急げ

日銀が政策修正
市場との対話抜

かりなく

高浜原発1号機再
稼働　国民の不
安、置き去りのま

ま

週のはじめに考え
る　後で閉められ

るのか

原発安全対策費
の支援　消費者
への転嫁、筋が

通らぬ

2023/7/30

仕組み債と銀行
信頼損ねる営業

を改めよ

政府税調答申
国民の痛み、忘
れていないか

来秋の保険証廃
止　見直し避けら

れぬ状況だ
2023//7/28

2023/8/2
概算要求基準

歳出ルール形骸
化を懸念

最低賃金千円台
に　持続的引き上

げが必要だ

カンボジア　独裁
体制化は容認で

きぬ

急増する熱中症
命守る取り組みを

着実に

上関町で中間貯
蔵構想　疑問は
膨らむばかりだ

国葬の「検証」
内閣独断のまま

でいいのか

トランプ氏起訴
民主統治の危機

直視を
2023/8/3

2023/7/31

’23平和考　朝鮮
戦争休戦70年

軍事衝突の愚か
さ教訓に

宮城の養殖ギン
ザケ　もうかる漁
業へ需要拡大を

憩いの土地は誰
のもの　明治神宮

外苑再開発

NPT準備委　核軍
縮の立て直し議

論を

地方の人口戦略
「田園回帰」の流

れ確かに

地方の人口戦略
「田園回帰」の流

れ確かに

被服支廠、全面
保存へ　価値生
かす道考えよう

日銀の政策修正
金利操作の弊害

改善へ一歩
2023/8/1

概算要求基準
予算膨張の歯止

め形骸化

核抑止論と8・6
被爆地の思い受

け止めよ

週のはじめに考え
る　団藤ノートは

何を記す

原発事故の追加
賠償　東電は迅
速化に力尽くせ

2023//8/7

2023/8/4
防衛白書　安全

保障のジレンマ招
くな

防衛白書　安保
政策転換の説明

足りぬ

部活の地域移行
時間をかけて課

題解決を

「ごみ屋敷」対策
孤立に目配りし法

整備を

マイナ保険証、首
相会見　不安と不
信とても拭えぬ

北朝鮮の拉致問
題　首脳会談、早
期実現の道探れ

2023/8/5

2023/8/6
被爆７８年の課題
脅しに屈せず核

廃絶めざせ

23平和考　78回
目「原爆の日」

核なき世界へ思
い新たに

広島、長崎被爆７
８年　核廃絶が破

滅回避の道だ

広島原爆の日
核抑止、乗り越え

る勇気こそ

原爆忌に考える
ヒロシマから始め

よう

ヒロシマ78年　原
点の継承、今こそ

誓いたい

核廃絶と日本
「橋渡し役」を行動

で示せ

2028/8/8
ジャニーズ　取引
ある企業にも責任

首相の地方行脚
「聞く力」成果示し

てこそ

秋本衆院議員の
疑惑　説明責任な

ぜ果たさない

トランプ氏起訴
民主主義へのテ

ロ許すな

2028/8/9
細川政権と政治

改革　功罪総括し
再生の議論を

政治改革３０年
理想との乖離　点

検の時だ

最低賃金引き上
げ　継続と格差是

正の道筋を

大学スポーツと大
麻　薬物のリス

ク、早急に啓発を

マイナ保険証　国
民の安心遠のくば

かり

マイナ保険証　国
民の安心遠のくば

かり

風力発電贈収賄
疑惑　政権はまた
背を向けるのか

社会機能を守るた
め大改革の時だ

2023/8/10

2023/8/11
人材流動化で労
働力生かしきろう

刑法犯増加　闇
バイトの入り口ふ

さごう

細川政権から30
年　原点に返り腐

敗の根を断て

山の日に考える
大自然の脅威を

忘れずに

日中友好条約45
年　「互恵の精
神」を取り戻せ

草戸千軒の研究
所50年　歴史発
信の力、さらに強

く

回帰不能点　超え
ぬため　戦争と平

和を考える

東北初の特定都
市河川　足元の
危険顧みる契機

に

’23平和考　日中
友好条約45年

対立抑制へ新た
な戦略を

「選ばれる国」へ
外国人基本法を

2023/8/12

2023/8/13
ふるさと納税　ゆ
がみ拡大　放置す

るな

戦争阻む歴史を
見る眼を培いたい

ヤングケアラー対
策　早期に把握し

手厚い支援を

戦没学生の遺作
を聴く　戦争と平

和を考える

止まらぬ科学力
低下　技術立国

の旗、降ろすのか

旧文通費問題
夏休み返上で改

革を急げ

休み

2023/8/15

戦後７８年　日本
と世界　自由を

「つかみかえす」と
き

首相は核抑止の
重要性語れ　悲

劇を繰り返さぬた
めに

’23平和考　「終
戦の日」と世界
連帯の力が試さ

れている

終戦の日　ウクラ
イナが示す平和

の尊さ

終戦から７８年
軍拡の道歩んで

はならぬ

終戦記念日　「戦
後」であり続ける

ために

終戦の日に考え
る　もっと、耳を澄

ませて

終戦の日　足元
の記憶どう語り継

ぐ

終戦の日　戦争を
しない、させない

国に

子どもの性被害
心身守ることを最

優先に

GDP年6%増　楽観
できる状況ではな

い

生産額自給率の
急落　飼料穀物

の国産化を急ごう
2023/8/16

2023/8/17
　

戦争　平和守る責
任は人間にある

人　資源磨き東北
に呼び込もう

　
段強めて命守ろう

複合災害に最大
の警戒を



夏休みの挑戦　リ
アル体験を楽しも

う

ビッグモーター問
題　辞任で幕引き

は許されぬ

米利上げ終幕へ
分析と発信を一層

入念に

ウクライナ侵攻
世界遺産の被害
「人類の宝」破壊

許されぬ

米クラスター弾
使わずにすむ体

制作りを急げ

並行在来線　経
営分離、枠組み

見直せ

中国外相解任
威圧外交を改め

るとき

秦剛外相解任
習氏への打撃は

不可避だ

中国は外相解任
理由の説明を

世界で広がる熱
波　「新しい日常」

への適応を

子供の貧困対策
学習や体験の機

会を守りたい

首相の「聞く力」
民意くむ姿勢が見

えぬ
首相地方行脚

原点回帰　口だけ
でなく

東京圏　人口減
下の成長モデル

を

人口の急減しのぐ
地域社会の確立

急げ

日本の水素戦略
脱炭素社会へ利

用拡大を

ビッグモーター
車ユーザー裏切
る不正の横行

ビッグモーター
悪質行為の全容

解明を

ＰＦＡＳ漏出　汚染
広げた公表の遅

れ
ビッグモーター

信じがたい悪質な
不正

自衛隊差別「社
説」　人権重んじ
尊重の念持て

深まるビッグモー
ターの闇

中国の景気低迷
世界経済への影

響を懸念

高齢者の住まい
円滑な賃貸契約

につなげたい

検事の供述誘導
捜査の実態把握

が急務

ビッグモーター
安全を悪用した悪

質さ

カンボジア　民主
主義の衰えを憂う

電車内の安全
地道な努力を積

み重ねよ

中国の対日水産
物規制は筋が通

らない

特捜検事の「供述
誘導」　捜査の適
正さが問われる

内閣支持率最低
政治の信頼をどう

回復するか

相次ぐ児童虐待
予兆逃さぬ体制

強化を

タイの首相選び
「軍拒否」の民意

尊重を
公選法事件　捜
査の実態　調べ

公表を

中国の「輸入停
止」　対日威圧に

毅然と対処を

五輪の将来像考
える契機に

再エネの規制条
例　「地域と共生」

国は支援を

近現代の名建築
文化的価値を見
極めて後世に

中国経済減速
柔軟な政策対応

必要だ

検事の供述誘導
「裏取引」徹底検

証せよ
コロナ禍の教訓
不正への備えを

怠るな

日本学術会議
独善的言動は理

解されぬ

企業は市場との
対話術磨き価値

向上を

首相の中東訪問
変革見据えた外

交戦略を

国際課税ルール
公平な制度への
転換を着実に

泊原発審査１０年
他者頼みで安全

守れぬ

人種優遇は違憲
米社会の分断憂

慮する

ＴＰＰと中国　国内
改革のテコとせよ

子供の権利侵害
国　露は恥ずべき

所業やめよ

カンボジアの独裁
は目に余る

G20と世界経済
長引く分断が悪化

を助長

英ＴＰＰ加盟　自
由貿易守る連携

を強めたい

タイの首相選び
民意尊重し混乱

回避を

ツイッター混乱
公共性を再認識

せねば
体感治安　「闇バ
イト」犯罪の根絶

を

認知症と共に生き
る社会づくりを急

げ

警察官が「捏造」
証言　捜査の徹
底検証が不可欠

中国経済低調
「ゼロコロナ」後の

回復が鈍い

マイナ立ち入り
問題の禍根断つ

検査を
米韓の核協議

岸田首相は動か
ないのか

ビッグモーター不
正は論外だ

芥川賞に市川沙
央さん　健常者の
「当たり前」撃った

港湾の耐震化
物流維持へ強化

が不可欠だ

東京五輪２年　国
による総括が不

可欠
外苑再開発　計
画に固執せず対

話を

女子Ｗ杯開幕　安
心して楽しめる環

境を

マイナ問題でデジ
タル改革を遅らせ

るな

TPP初の加盟国
拡大　保護主義
排す連携さらに

検事の供述誘導
「厳正公平」の理

念はどこへ

中国水産物規制
筋が通らぬ過剰

反応だ

日韓貿易正常化
関係再び悪化さ

せるな
辺野古のサンゴ

なぜ移植を急ぐの
か

供述誘導疑惑
法務検察は全力

で調べよ

国際協調でLNG
の安全網を

ビッグモーターの
不正　悪質な行為

の横行に驚く

ＡＳＥＡＮ　存在意
義を失っていいの

か

新しい国立公園
日高山脈の価値

発信を

地域農業の未来
オリーブ畑で捕ま

えて
札幌五輪招致

一から考え直す
好機に

英国のＴＰＰ加盟
「自由」順守の結

束拡大を

東証は市場再編
の成果高める改

革継続を

神宮外苑の再開
発　都知事が主

導し見直しを

デジタル庁検査
ミスが生じた背景

を調べよ

首相の中東訪問
変化見据え独自

外交を

市川さん芥川賞
「健常者の視点」

を痛撃
処理水と中国　政
治利用でなく対話

を

自動車修理の不
正　厳罰視野に実

態解明せよ

流通業が好業績
を続けるには

AI巡る安保理論
議　悪用防ぐルー

ル作り必要

万博準備の遅れ
計画の柔軟な見
直しが必要だ

コロナ感染拡大
夏場の対応策を

怠るな

再雇用の給料
著しい不合理許さ

れぬ
他者の生き方

「意見」が刃にな
るとき

首相の中東歴訪
経済と安保の関

係深化を

デジタル円の検討
は官民連携で前

進を

フリーランス法と
芸能　生活支える

仕組みが必要

首相中東訪問
脱炭素で存在感

を発揮したい

電動ボード緩和
安全への懸念が

大きい

公安事件「捏造」
不当捜査、全容

解明せよ
半導体再編　「官
の関与」の意味示

せ

小田の快挙　「希
望」の継承を称え

たい

米軍高官人事の
空白が心配だ

カンボジア総選挙
野党排除の強権

を憂える

警官「捏造」証言
何があったか検
証し説明せよ

仕組み債で処分
銀行への信頼損

なった

ガソリン高騰　「街
の灯」消さぬ支援

を
食料協定停止　ロ
シアは国際約束

守れ

藤井棋聖４連覇
「考える」価値を体

現した

中東産油国の脱
炭素を官民で支

援せよ

部落地名公開巡
る判決　「差別さ
れぬ権利」認めた

穀物合意停止
露は安全な輸送
の責務果たせ

穀物合意の停止
ロシアの脅しは不

当だ

内閣支持率続落
国民の不安見え

ぬのか

袴田さん再審　迅
速な救済を第一

に

露の穀物合意離
脱　食料危機を深

める暴挙だ

PFAS汚染の実態
把握急げ

ウクライナ侵攻
露が穀物合意停
止　世界を人質に

取る卑劣さ

不同意性交罪
「魂の殺人」を許さ

ない社会に

アイスホッケー
氷都釧路の宝守

りたい

穀物合意を離脱
食料を「武器」に

するな

中国の経済　透
明さを高め抜本策

を

住宅の困窮支援
縦割り排し安定の

居住を

TPPのさらなる拡
大をあきらめるな

コロナの「第9波」
混乱防ぐのが行

政の責任

政治改革　放置で
きぬ選挙制度の

ひずみ

「年収の壁」対策
急場しのぎは分

断生む

中台と総統選　双
方とも緊張高める

な
税収増の使途

防衛費優先でい
いのか

京アニ事件４年
犠牲の大きさ刻む

べきだ

車の個人データ
管理の徹底を

トラブル相次ぐ富
士通　ネットの安

全守る自覚を

台湾総統選　対
中関係の安定を

どう導くか

サイバー防御　通
信の秘密守れる

のか

服装と裁判傍聴
過剰な規制は慎

まねば
人生最期のあり
方　「自分らしさ」

を貫きたい

中国は必要な景
気刺激策をためら

うな

NHK違反予算で
「処分」　これで幕
引きは許されぬ

ロケット爆発　宇
宙開発の遅れが

懸念される

野党連携の混迷
与党と対峙する旗

印を

海の日　歴史に学
び守りを固めよ

耳を疑う事件の
「捏造」証言

日中の経済交流
相互不信和らげ

るてこに

日ＥＵ安保協力
新興国の包摂に

も配慮したい

認知症基本法
偏見なくし支援着

実に
出自知る権利　子
どもの立場最優

先で

マイナンバー混乱
河野氏の責任も

調査せよ

迫るコロナ「第9
波」医療体制再点

検を

旧統一教会の問
題　被害者の救
済には程遠い

防衛装備移転
平和貢献と産業
育成の両立を

安倍氏の国葬
首相判断の適否

検証を

日本と中東　変革
捉え自律の外交

を

露副首相不法上
陸　北方領土の
蹂躙許されぬ

AI規制は国際協
調が大事だ

ウクライナ侵攻
米のクラスター弾
人道被害の拡大

を危ぶむ

熱中症予防　十
分な冷房利用を

心がけたい

官民ファンド　半
導体への関与公

正に

法律と政省令　立
法府の形骸化を

懸念

奥尻島津波の教
訓　「揺れたら避

難」が鉄則だ

デジタル課税発効
へ米も日欧も力尽

くせ

日欧の安保協力
アジア安定促す枠

組みに

ＥＵ食品規制　撤
廃は日本の輸出

に追い風だ

ＮＡＴＯ拡大　軍事
衝突回避の努力

を

最低賃金の改定
引き上げの流れ

確実に
人口世界一　重

み増すインドの責
任

ウクライナ支援
侵略許さぬ姿勢を

示した

ロシアは穀物合
意の延長を

教員過労死に賠
償命令　部活負
担の軽減が急務

北ＩＣＢＭ発射　圧
力強化に本腰を

入れ直せ

定例道議会閉会
議論深める改革

が必要

世界首長誓約
「脱炭素」は地方

から

ＮＡＴＯと連携　地
域の安定につな

げよ

処理水放出　中
国の暴論は目に

あまる

EUの規制撤廃で
食品輸出に弾み

つけよ

ウクライナ侵攻
NATO首脳会議
長期的関与の姿

勢示した

ＮＡＴＯ会議　ウク
ライナを守る決意

示した

空港の人手不足
訪日客の増加を
妨げかねない

ＮＡＴＯ拡大　軍事
対立激化避けね

ば

北朝鮮ミサイル
対話糸口つかむ

努力を

北のＩＣＢＭ　餓死
放置して何の発

射か

日本守る担い手
確保へ総力を

都市対抗野球が
開幕　スピード感

で高まる魅力

空港の人手不足
訪日客の増加を
妨げかねない

蘭越ヒ素放出　道
は検査と対策を急

げ

旧統一教会　解
散請求、粛々と進

めよ
クラスター弾　供
与よりも根絶目ざ

せ

認知症薬の承認
長年の研究努力

が実った

現実的なNATOの
ウクライナ防衛強

化

北朝鮮のICBM発
射　日米韓で包括

的な戦略を

サイバー攻撃　物
流拠点が危機に

見舞われた

トイレ制限訴訟
性自認尊重する

社会へ

ＰＦＡＳ漏出　米軍
に説明を求める

学術誌の高騰
知の基盤　揺るが

ぬ策を

日本とＮＡＴＯ　連
携に東京事務所

必要だ

北の脅威に圧力
と対話戦略を

がんのオンライン
治験　患者の希
望つなぐ一歩に

袴田さん再審　一
層の裁判長期化

を憂慮する

ＩＡＥＡ報告書　処
理水への不安は

残る

クラスター供与
支援の正当性を

損なう
性自認と職場　少
数者守る環境　整

えよ

NATO北方拡大
トルコの容認を歓

迎する

日本車は謙虚な
学びでEV化に対

応を

九州北部の大雨
被害　激甚化前
提にした備えを

トイレ制限訴訟
判決の拡大解釈

避けるべきだ

元徴用工問題
日本も解決策支

えねば
「捏造」証言　違
法捜査の疑い解

明を

トイレ制限「違法」
個別事情踏まえ

た判断だ

性的少数者の就
労環境整えよ

経産省のトイレ制
限　性自認の尊
重求めた判決

介護者の支援
家族の負担をどう

やわらげる

性自認とトイレ
個人の尊厳守っ

てこそ
奨学金改革　一
歩前進も課題は

山積

袴田事件再審
「検察の理念」に

忠実たれ

米国のクラスター
弾の供与を憂慮

する

袴田さんの再審
公判　理解しがた

い検察の対応

コロナ「第９波」
予防策をもう一度

点検したい

袴田さんの再審
何のための有罪

立証か

香港国安法３年
「明天更好」どこ

へ行った
企業と株主　健全
な緊張関係めざ

せ

エコ・テロリズム
訴えに耳貸しては

ならぬ

再審の長期化は
許されぬ

デジタル庁を検査
へ　マイナ混乱の

責任明確に

資産運用会社
「老後の安心」を

託せるように

日本とＮＡＴＯ　軍
事連携強化は危

うい

袴田さんの再審
審理を長引かせ

るな
2023/7/10

教団と自民党　社
会の不信に向き

合え

安倍氏銃撃１年
警護「現場の力」

を高めよ

米中は対話の継
続で報復合戦の

回避を

開かれない党首
討論　真剣勝負を

避ける無責任

パート年収の壁
小手先の対策で

終わらせるな
処理水の放出

不安軽視せず対
話を

玉城氏の訪中
尖閣無視で沖縄

の知事か

豪雨頻発前提に
減災考えよう

武器輸出巡る与
党協議　歯止めな
き拡大を危ぶむ

カンボジア選挙
看過できぬ民主
主義の形骸化

電動ボード事故
周知は徹底され

ているか

国民の金融リテラ
シー向上が欠か

せない

安倍氏銃撃１年
教訓を生かして安

全な社会に

追悼　三輪哲さん
本と子ども愛した

生涯
元首相暗殺１年
安倍氏の「遺言」

に応えよ

認知症薬いかし
治療を前に

日本語教育　新
制度で質を向上さ

せたい

安倍氏銃撃１年
暴力ではなく票の

力で

政府税調の答申
課題への踏み込

み足りぬ

露の穀物合意離
脱　世界の食料
危機招く暴挙だ

ロシア穀物合意
離脱　途上国の
食料危機を懸念

2023/7/20

2023/7/21
通園バスの安全
装置　ペースを上

げ早期完備を

特定技能の拡大
小手先の改革で

解決できぬ

金鷲旗・玉竜旗
ひたむきな姿に

エールを

日本とNATO　政
権の前のめりに

危うさ

列車内の安全
危険減らす議論

深めたい

米のクラスター弾
供与　非人道兵
器の使用回避を

2023/7/15

2023/7/16
買い物弱者対策
ニーズ見極め官

民連携で

週のはじめに考え
る　令和のプロ

ジェクトＸ

税収過去最高
財政の健全化を

忘れるな

政治家の国葬
ルールを作らぬな

ら不要

ふるさと納税　制
度そのものを見直

す時

被爆建物の国史
跡申請　末永い保
存・活用の弾みに

海の日に考える
知ることが希望に

なる

宇宙安保構想
平和的利用の視

点欠くな

最低賃金　物価
高踏まえ底上げを

2023/7/17

2023/7/18
「年収の壁」解消
不公平を残さない

改革に

猛暑に備える　弱
者への目配り忘

れずに

東北の出生減対
策　女性の自立と

雇用に焦点を

袴田さんの再審
有罪立証に正義

はあるか

梅雨前線の活発
化　過信排除が
命守る第一歩だ

袴田さん再審有
罪主張　審理引き
延ばしは許されぬ

北海道南西沖地
震３０年　奥尻島
が問いかける教

訓

2023/7/12

2023/7/14
日本語学校の告
示抹消　留学生に
安心できる環境を

米のクラスター弾
供与　「非人道兵
器」歯止め失う

世界水泳開幕
福岡の魅力を伝

える好機

2023/7/13
学校でのＡＩ活用

「考える力」引き出
す道具に

トイレ制限訴訟
性自認、尊重でき

る社会に

トイレ制限判決
性自認を尊重す

る職場に

2023/7/19
実感なき株価の
上昇　内需主導
型の成長投資を

国産ロケット相次
ぐ失敗　信頼回復
目指し出直しを

日韓の経済関係
改善の好循環を

広げたい

2023/7/8
安倍氏銃撃から１
年　「分断」の政
治のその先へ

安倍氏銃撃から1
年　民主主義守る

決意新たに

安倍元首相銃撃
１年　民主主義守

る決意新たに

安倍元首相銃撃
１年　問われる日

本の民主主義

生成AIの文科省
指針　悪影響、ど
こまで検証したか

安倍氏銃撃1年
テロの未然防止

の徹底を

中国反スパイ法
恣意的運用を強く

危ぶむ

マイナやまぬトラ
ブル　個人情報扱

う自覚足らぬ

週のはじめに考え
る　「春闘」を終わ

らせない

パートナーシップ
制度　先行自治
体に倣い導入急

げ

札幌冬季五輪招
致　住民投票に値

する課題だ

休み

2023/7/9

2023/7/11

北海道南西沖地
震３０年　夜間の
発生想定した備え

を

武器輸出拡大　ウ
クライナ支援とは

別だ

IAEA報告書　海
洋放出の強行を

急ぐな

2023/7/24
認知症の不明者
倍増　社会全体で

見守り救おう

大阪・関西万博
知恵を結集し準備

加速を

生成AIと教育
「考える力」伸ば

す工夫を

ロシアの黒海封
鎖　食料危機招く

卑劣な手段

河井事件の供述
誘導疑惑　検察

の信頼、損ないか
ねない

検事の供述誘導
疑惑　裏取引、徹
底調査で根絶を

中国と処理水　水
産物の検査強化

は不当

再雇用後の賃金
減訴訟　制度設

計、政府が主導を

保険金不正で社
長辞任　際立つ悪
質さ、責任は重い

2023/7/26

2023/7/25

2023/7/22
熱中症の予防

積極的な対策で
身を守ろう

カープ後半戦
「諦めない野球」

見届けよう

コロナ「第9波」
夏の流行に改め

て警戒を

デジタル庁検査
個人情報の重み

自覚せよ

介護保険の基本
指針案　家族の

負担軽減しっかり
と

週のはじめに考え
る　「知中派」も敵

に回す拘束

最低賃金の改定
物価高に負けぬ

引き上げを

マイナンバー　個
情委の役割は大

きい
2023/7/23

2023/7/27
仙台市議選と選
管　どこまで認識

を改めたのか

対話を重ね終戦
に導け　朝鮮戦争

休戦７０年

ビッグモーターの
不正　経営陣「知
らぬ」で済むのか

ビッグモーター
不正を生んだ異

常な経営



河野デジタル相
不信の原因を直

視せよ

静岡県知事　給
与を返上して辞職

せよ

安倍氏銃撃事件
の教訓を着実に

生かせ

迷走するマイナ保
険証　不安払拭
は首相の責任だ

学校のＡＩ利用
自分で考える力を

失わぬよう

蘭越の蒸気噴出
三井は情報開示

尽くせ

生成ＡＩと教育　思
考力奪わぬ工夫

こそ
殺傷兵器輸出　な
し崩し緩和許され

ぬ

原発に爆発物　露
の蛮行許さぬと警

告を

Twitterは混乱収
拾急げ

神戸の6歳児遺棄
なぜ命を守れな

かったか

半導体材料産業
国の関与で競争
力は高まるか

上海機構の拡大
欧米と対立せず

協調を

マイナカード　返
納の重み受け止

めよ
議員所得公開

透明化へルール
見直せ

ユネスコに米復帰
ＡＩの新ルール主

導せよ

「スピンオフ」の活
用で経営改革の

加速を

IAEA処理水報告
書　説明尽くす責

任は政府に

マイナカード　不
安払拭を円滑に

進めるには

マイナ混乱　河野
氏の資質問われ

る

人口減少の未来
社会の在り方変え

ねば
マンションと法　自
治に役立つ改正

を

公安の「捏造」証
言　国益害する異

様な事態だ

ザポロジエ原発の
惨事を防げ

日韓経済関係の
修復　再びこじら

せない知恵を

豪雨災害　７月は
厳重な警戒が不

可欠だ

学校にＡＩ指針　学
びを阻害せぬよう

に

原発処理水　放
出「強行」は禍根

残す
コロナ第９波　実

感できる警戒情報
を

７月の豪雨　「命
を守る行動」再確

認を

処理水放出へ
IAEAの支援をい

かせ

政府税調の答申
負担先送りは看

板倒れだ

ロシアの侵略　子
供の生命と未来を

奪うな

政府税調の答申
忖度せず将来像

提起を

リニア水問題　一
歩前進も課題山

積だ
米最高裁判決

対立と不信　深化
を憂う

ＩＡＥＡ報告書　首
相は処理水の決

断急げ

仏暴動に映る移
民統合の苦悩

AI生成の偽画像
社会の混乱防ぐ

仕組みを

ゲノム医療　安心
できるルールあっ

てこそ

盛り土規制法　果
断な行政対応が

重要

部落地名判決
ネットでも差別許

さぬ
大阪・関西万博
計画に甘さ　な

かったか

政府税調の答申
議論を喚起し改革

を促せ

税収増を着実な
財政の正常化に

つなげ

DV防止法の改正
被害者守る仕組

みさらに

通貨交換再開
経済でも進む日
韓関係の改善

黒曜石国宝指定
太古の歴史解明

に期待

日銀短観と物価
暮らし置き去りな

のか
政府税調答申

弱まる「警鐘」の
役割

国会の憲法審査
会　改正原案作り

に入る時だ

学校での著作権
教育の充実を

JSRに政府系マ
ネー　民間の力引

き出せるのか

「身を切る改革」
民主主義のコスト

を忘れるな

企業と株主　社会
的責任も問われ

る

物流２４年問題
運転手も輸送も守

ろう
君が代暗記調査
内心の自由を脅

かすな

通貨スワップ再開
尹氏はさらに対日

改善を

賃金・投資増を加
速し内需の好循

環を

物価高騰下の最
低賃金　安心して
暮らせる水準に

ドイツ安保戦略
露の脅威が生ん
だ歴史的転換

緊急事態条項
改憲ありきで合意

欠く

政府のＡＩ戦略
活用前のめりの

危うさ
土石流の教訓

危険地の指定が
急務だ

日本版「ＤＢＳ」
子供守る仕組み

は急務だ

自由なき香港に
口をつぐむな

仕組み債で地銀
処分　顧客の信
頼裏切る行為だ

国立公園の観光
自然の魅力を世
界に伝えたい

フリーランス法
安全網の整備急

ぎたい

熱海土石流２年
復興へ対話尽くさ

ねば
拉致国連シンポ
国際包囲網で首

脳会談を

日本車はテスラの
革新に学び巻き

返せ

海保と自衛隊の
連携　役割堅持し

衝突の回避を

原発の処理水
偽情報には科学
的に反論せよ

札幌ドーム赤字
収支改善に一層

努力を
沖縄知事訪中へ
尖閣侵入に強く抗

議せよ

排出量取引の健
全な発展を

公海の生態系保
全協定　共有財
産を守る出発点

認知症基本法
「共生社会」の実

現を急ぎたい

アプリ市場規制
利用者に有益な

内容に
ロシアの混乱　核
大国のもろさ示し

た

山下体制のＪＯＣ
名ばかりの長なら

要らぬ

電力の需給逼迫
と料金格差は放

置できぬ

統制強化続く香港
国際都市の輝き

失われた

政府税調の答申
将来への負担先

送りに警鐘

殺傷武器輸出
恣意的な解釈は

危うい

コロナ感染拡大
「第９波」を警戒せ

ねば

火山本部　噴火に
備え体制強化を

改正反スパイ法
中国の不当摘発

に警戒を

医療費の物価反
映は慎重に

活性化する株主
総会　企業価値を

高める契機に

香港国安法３年
中国式統治で自
由が奪われた

新幹線検査不正
原因究明の姿勢

見えぬ

迫る名古屋場所
「出直し」朝乃山

の一年
部落地名裁判

ネットの被害の根
絶を

迫る処理水放出
「風評」を一掃す

るときだ

政府税調まで消
費税論議から逃

げるのか

男女平等度が世
界125位　改善な
ければ未来開け

官僚の働き方　負
担軽減へ定員増

も考えたい

香港国安法３年
自由奪う中国化

やめよ

フン・セン首相　野
党排除は許され

ない
被災者の支援

「訪問型」強化の
ために

「ルフィ」の逮捕
広域強盗の連鎖

断ち切れ

日韓は経済も相
互利益広げよ

福島原発の土台
損傷　東電は危
機感持ち対応を

株主総会　企業
経営者は緊張感

を高めよ

那須雪崩判決
安全な登山への

教訓に

改正入管法　難
民審査に独立機

関を

宇宙安保構想
平和主義の理念

踏まえ

コロナ「第９波」
流行時は行政関

与強めよ

株主総会は企業
価値高める対話

の起点だ

ウクライナ侵攻
アフリカの仲介
和平を求める切

実な声だ

女性の政治参加
積極的な候補擁
立を進めたい

いじめ防止法　実
効性高める努力

必要

日銀の国債保有
財政規律の緩み

深刻だ

香港国安法３年
見過ごせぬ自由

の封殺

米印首脳が会談
対中抑止へ結束

強化図れ

電動キックボード
を安全に

eスポーツと五輪
商業主義に偏ら

ぬ議論を

潜水艇の事故
無責任なツアーが

惨事招いた

スマホ格安販売
ゆがんだ競争は

脱却を

殺傷武器の輸出
「禁止」原則を守り

抜け
党首討論ゼロ　政
治家の器が問わ

れる

学校と生成ＡＩ　頼
り過ぎて思考力削

ぐな

中国の反スパイ
法に毅然とした対

応を

特定技能制度の
拡大　権利守る取

り組みさらに

米印首脳会談
対中危機感が結

束を強めた

マイナ「総点検」
まず保険証廃止

再考を

男女平等最低に
政治・経済で是正

必要だ

科学五輪　世界に
挑む若者支援を

軍艦島の映像　Ｎ
ＨＫは歪曲正す放

送を

ODAは民の力交
え質高めよ

コロナ事業の不正
請求　企業の責
任厳正に追及を

猿之助容疑者
華やかさの陰に
孤立あったか

千島連盟新体制
返還運動の継承

着実に

名古屋城の復元
「市民の城」でな

ければ
教育基本計画

新目標へ説明と
対話を

マイナ保険証　優
先すべきは信頼

回復だ

政府系ファンドは
半導体を再生でき

るか

露ワグネルの反
乱劇　侵攻のほこ

ろび露見した

両陛下親善訪問
外国と絆を深める

旅の第一歩

八雲バス事故　危
険区間の対策検

証を

原子力規制委　ブ
レーキ役　担って

こそ
旧文通費の使途
いつまで公開拒

むのか

特定技能２号拡
大　なし崩しに永

住認めるな

鳥インフル禍への
備え強めよ

「アップル税」に規
制案　アプリ市場

の競争確保を

学校図書館　子ど
もが集う楽しい場

所に

国会改革　やる気
がまるで見えぬ

ワグネルの反乱
侵略戦争してる場

合か
陸自発砲と実名
少年法再改正を

検討せよ

国民に富もたらす
資産運用業へ改

革急げ

深化する米印関
係　大国の責任
果たす土台に

ロシアで反乱
プーチン氏の弱さ

が露呈した

ワグネルの反乱
侵略が招いた異

常事態

熱中症対策　「お
休み処」を広げた

い

露の侵略の欺瞞
暴かれた

アラブ民主化の逆
行を止めよ

国会議員の世襲
と政党　多様な人
材阻まぬ工夫を

航空機産業　成
長の戦略を再構

築できるか

再エネ規制　基準
示す道条例必要

だ

日銀総裁の発言
物価軽視は看過

できぬ
道警の敗訴　表
現の機会奪った

責任

司法を政争の具
にするな

スマホアプリ流通
で競争と安全の

両立を

食料安全保障と
農政　生産力高め

る改革が急務

ウクライナ情勢
復興見据えて反
攻を支えたい

日野ふそう統合
脱炭素化の対応

加速を
ワグネル蜂起　独
裁・侵略が生んだ

混乱

被害者支援の拡
充　実態に寄り添

う見直しを

女性が力発揮す
る日本企業に

広がるネット犯罪
被害防止へ情報

の共有を

リニア工事停滞
科学的知見もとに

前進目指せ

定例道議会開会
将来見据え議論

活発に

熱中症　警戒強め
て早めの対策を

ワグネルの反乱
が迫るウクライナ

撤退

生成AIと学校　考
える力損なわぬ

工夫を

沖縄慰霊の日
戦禍を繰り返さぬ

誓い新たに

障害者不妊処置
育児支える制度

構築を

世界遺産１０年
富士の名に恥じ

ぬよう
沖縄「慰霊の日」
県民守り抜く決意

新たに

米国とインドの連
携強化で地域安

定を

ゲノム医療法の成
立　差別を生まぬ

運用が肝要

子供の感染症
免疫力低下で急
拡大が心配だ

骨太方針　政権
の責任感はどこに

ヤジ排除判決　市
民から言論を奪う

な
沖縄慰霊の日

記憶たぐる営みは
今も

産総研の対中漏
洩　情報保全の
体制を盤石に

ウクライナ復興は
できることから着

実に

きょう沖縄慰霊の
日　戦場にさせぬ

願い共有を

千葉銀処分勧告
信頼損なう「仕組

み債」の販売

男女格差　政治も
経済も是正急げ

仕組み債で処分
信頼を裏切る悪

質商法だ

トルコは市場の信
頼回復を

マイナ混乱で総点
検　保険証廃止
時期の再考を

ＣＯ２地下貯留
温暖化防ぐ有効

策にできるか
機密情報扱う資
格制度の整備を

急げ

論文公開費用の
高騰　「知」の共

有、妨げかねない

通常国会閉会
論戦が深まったと

は言い難い

沖縄慰霊の日
苦難の連鎖断つ

ときだ

ベラルーシに核
米ロは軍備管理

再建を

沖縄戦の教訓を
忘れぬ備えに

認知症基本法が
成立　尊厳保ち暮

らせる社会に

学校の防災対策
豪雨への備えも

抜かりなく

函館駅に新幹線
投じた一石　注視

したい

通常国会閉会
安保論議深めぬ

不誠実
不同意性交罪

「身近な犯罪」の
根絶を

米国務長官の訪
中　ボールは習氏

の側にある

将来への責任欠
いた今国会の政

策論議

通常国会閉会と
首相　「大転換」
議論せぬ不誠実

技術漏洩事件　ス
パイ行為への危

機感高めよ

マイナカード　白
紙に戻して再考せ

よ
ナゴルノ紛争　和
平への機運を逃

すな

旧文通費の改革
見送りは国民へ

の背信だ

令和流の皇室外
交の第一歩に

強制不妊の国会
調査　政治の責
任で救済拡充を

巨大ＩＴ新規制　ア
プリ流通市場の競

争を促進

習氏・米長官会談
対話の軌道を本

物に
ＰＦＡＳ汚染　実態
把握し責任果た

せ

プーチン露大統領
「核」を弄ぶのは

許されぬ

米中対話の継続
は世界の安定に

不可欠だ

ポストコロナの財
政　たが外れたま

まの無責任

米中外相会談
習氏の自制が関
係改善の鍵だ

強制不妊報告書
国は責任認め救

済急げ

ＬＧＢＴ法　何のた
めの新法なのか

米中外相会談
改善への確かな

一歩に

不同意性交罪
国民の意識に沿う

改正だ

あまりに重い強制
不妊の歴史

米国務長官の訪
中　建設的対話で

競争管理を

特定技能制度
貴重な外国人材

つなぎとめよ

米国務長官訪中
対話継続し緊張

緩和を

教員試験前倒し
待遇改善こそ最

優先で
日米韓と安保理

結束し北朝鮮を追
い込め

外資の呼び込み
拡大で経済の活

性化を

トランプ氏起訴
米国の威信が問

われる醜態だ

道の補正予算案
暮らし守る政策十

分か

強制不妊訴訟
命尽きぬうちの解

決を
ＬＧＢＴ法成立　女
性を守る新法の

策定を

偏見を生まないゲ
ノム医療に

太陽光パネル　設
置場所の安全対

策は十分か

強制不妊訴訟
救済を妨げた高

裁判決

議会モニター　政
策提言型へ脱皮

を
バス事故判決　命
預かる重み　再認

識を

女性役員３０％目
標　外部に頼らず

社内登用を

外国人が安心し
て働ける環境整

備を急げ

防衛財源法の成
立　規模先行がゆ

がみ招いた

防衛力強化２法
安定財源の議論

から逃げるな

事故の企業責任
新たな法制度も検

討を

公共交通の連携
移動の不自由な

い九州に

熱海の土石流2年
安全守れる盛り土

管理を

犯罪被害者支援
の強化　物心両
面で制度の改善

2023/7/3

2023/7/4

使用済み燃料の
仏搬出　青森の

不安と向き合う場
を

刑務所暴行で提
言書　人権軽視
の体質改めよ

変わる株主総会
企業価値を高め

る機会に

認知症基本法
「共生社会」を築く

土台に

西日本豪雨5年
逃げ遅れ防ぐ社

会つくろう

旧文通費改革見
送り　いつまで頬
かむりするのか

2023/7/5

2023/7/6
ＩＡＥＡ処理水報告
書　廃炉の可視
化で信頼回復を

原発処理水の海
洋放出　なし崩し
の強行許されぬ

武器輸出の解釈
許されぬなし崩し

の変更

マイナ保険証　来
秋一体化は白紙

に戻せ

元首相銃撃1年
暴力許さぬ誓い

新たに

コロナ「第９波」
でき得る限りの予

防対策を
2023/7/7

やじ排除は違法
表現の自由侵さ

ぬ警備を

新たなODA大綱
理念と国益、両立

させよ

活火山法改正
新体制で事前防

災強化図れ
2023/6/29

2023/6/30
相次ぐ運送業の
事故　管理責任
の重さ自覚せよ

感染症の新機構
コロナ禍の教訓生

かせ

危険な梅雨末期
急激な空の変化

に警戒を

かかりつけ医　地
域での位置付け

明確に

電動キックボード
走行の安全、十
分とはいえぬ

「年収の壁」対策
助成金　拙速な変
更、不公平感増す

2023/7/1

2023/7/2
スマホ新規制　競
争と安全の両立を

鳥インフル　被害
抑制へ備えの強

化図れ

週のはじめに考え
る　オスロ合意に

託した夢

山口に線状降水
帯　命守るため予

測を生かそう

スマホのアプリ
寡占市場の弊害

をなくせ

政府の成長戦略
迷走する新しい資

本主義

初の認知症基本
法　偏見なくし共
に歩む社会を

週のはじめに考え
る　「自分の手で」

の傲慢

改正福島特措法
施行　帰還の意
向最大限に尊重

を

2023/6/25

2023/6/26
マイナンバー　点
検だけでは済まな

い

介護分野で空き
家活用　持続可

能なモデル構築を

断て特殊詐欺　卑
劣な犯行、許さぬ

社会に

議長と議会改革
先導役担う自覚

はあるか

ロシアの内紛　侵
攻と独裁のひず

み露呈

男女格差で過去
最低　変える意

思、本当にあるの
か

仕組み債で改善
命令　顧客本位
の営業姿勢貫け

2023/6/27

2023/6/28
防衛産業支援

「死の商人」批判
の視点必要

ユニタール広島20
年　平和貢献、さ

らに広く強く

日本の男女格差
解消へ本気の取

り組みを

2023/6/22
政策「大転換」と
国会　政権チェッ
ク果たせぬまま

通常国会閉幕
国民守る安保論
議足りぬ　首相も
各党も政策に責

任持て

通常国会閉幕
熟議なき「大転
換」を危ぶむ

通常国会閉幕
国民と向き合う議

論足りぬ

通常国会閉会
形骸化した審議を

省みよ

2023/6/23
道警ヤジ控訴審
判決　表現の自
由を危うくする

スマート水産業
新技術活用へ環

境整備図れ

戦火に散った野
球人　沖縄慰霊
の日に考える

マイナカード総点
検　保険証の統
合、考え直せ

沖縄慰霊の日
「再び戦場に」の

懸念募る

2023/6/24
天皇外国訪問

政府の姿勢が試
される

ウクライナの復興
支援　震災で得た

知見生かそう

沖縄慰霊の日
非戦の誓い、今だ

からこそ

強制不妊報告書
国は違憲と認め

救済急げ

2023/6/18
こども未来戦略方
針　財源後回し

週のはじめに考え
る　相手の言葉学

防衛財源法　責
任ある政治には

骨太方針　財源
論議の先送り改

教員の働き方　業
務と処遇の一体

改革に

性犯罪規定見直
し　「不同意」許さ

ぬ認識共有を

中国反スパイ法
改正　懸念される

恣意的な摘発
2023/6/19

開発協力大綱
援助の理念を忘

れずに

いじめ防止法10
年　命守る仕組み

の再構築を

2023/6/20
強制不妊調査報
告書　教訓を救済

と差別根絶に

強制不妊の報告
書　国の責任で徹

底救済せよ

性犯罪の法改正
「同意なき行為」

許されぬ

米中の対話　関
係改善に向けて

継続を

コロナ過大請求
事業の検証、欠

かせない

マイナ保険証強
行　問題続出、立
ち止まり見直せ

通常国会閉幕
統治の土台が底

割れした
2023/6/21



仕組み債販売
銀行への信頼裏

切った

骨太の方針　負
担増から目をそら

すな

物価と賃金｢変化
の芽｣注視を

プラ汚染対策条
約　日本は交渉
前進に貢献を

ＬＧＢＴ法成立　社
会の混乱をどう防

ぐのか

ＬＧＢＴ法成立　首
相の人権感覚を

疑う

2023/6/17
解散見送り　あ
おった首相の罪

深さ

首相の解散見送
り　脆弱な支持に

危機感持て

中国経済の回復
力の弱さが心配

だ

首相の解散見送
り　権力をもてあ

そぶ危うさ

骨太の方針　財
政も「正常化」す

べき時期だ

防衛財源確保法
成立　憲法に背く
軍拡への暴走

防衛財源法成立
国民の疑問に答

えていない

防衛財源法成立
借金頼み軍拡の

危うさ

衆院解散見送り
立法府の形骸化

進んだ

首相の解散権
党利党略でもてあ

そぶな
骨太の方針　ゆが
み広げる歳出先

行

認知症基本法
本人の意思生か

す社会に

バス事故の悲劇
繰り返すな

LGBT理解法の成
立　権利保障の
制度を早急に

北ミサイル発射
日米韓連携で抑
止力強化急げ

骨太方針決定
財政再建が空洞

化した

日本版ＣＤＣ　「独
立性」こそ重要だ

陸自の発砲事件
原因究明し訓練

再開せよ

LGBT法は運用が
重要だ

陸自候補生の発
砲事件　動機と背
景の徹底解明を

米利上げ見送り
引き締め効果の
見極め慎重に

公立高の統廃合
通学圏全体で議

論必要

相次ぐ実験事故
理科の面白さを安

全に
ジャニーズ　十分
な調査　可能なの

か

初の親善ご訪問
歴史継いで令和

の友好を

負担論を避けた
骨太方針は説得

力欠く

皇室活動の広報
体制　実像を伝え

る工夫さらに

開発協力大綱
民生向上の貢献
が日本の役割

動画配信で脅迫
ＳＮＳのゆがみ是

正を

自衛官候補発砲
訓練・採用、総点

検せよ
自衛官候補生

発砲の動機　解
明を急げ

労働市場改革
賃金底上げにつ

なげたい

米利上げ｢休止｣
も物価高対応を

万全に

少子化対策の首
相会見　「待った
なし」の覚悟見え

陸自銃発射事件
隊内の規律はどう

なっている

陸自で銃発砲　あ
るまじき統制不全

だ

スマホ乗っ取り
自衛を常に心掛

けたい
子ども政策　合意
形成　先送りする

な

法整備で経済安
保強めよ　適格性

評価制

陸自発砲事件の
解明に全力を

政府の熱中症対
策　実効性高める

取り組みを

日韓世論調査
関係改善の流れ

定着させたい

トランプ氏起訴
真相解明し混乱

解消を

ＰＦＡＳ汚染　住民
の不安に応えよ

防衛産業支援
透明性と効果的

運用を

少子化対策で会
見　首相の説明で

は不十分だ

顧客本位を忘れ
た千葉銀の仕組

み債販売

犯罪被害者支援
の強化　生活守る
仕組みの拡充を

ＡＩと著作権　創作
活動を守る規制

が必要だ

自衛隊に名簿　個
人情報軽視甚だ

しい

旧文通費の改革
国会は約束いつ

果たす

ＬＧＢＴ法案　だれ
を守る法なのか

トランプ氏の起訴
機密持ち帰りは許

されぬ

米機密持ち出しは
言語道断だ

ODAの新大綱決
定　市民へ届く支

援忘れずに

個人宅配運転手
過重な労働による

事故を防げ

企業の女性登用
推進は社会的な

責務だ

子育て支援策　安
定財源こそ安心

感に
トランプ氏起訴

混迷政治脱する
論戦を

ＮＡＴＯ事務所　マ
クロン氏は反対や

めよ

財源も明示し少子
化対策を前に進

めよ

LGBT法案の修正
当事者の思い裏

切る後退

ＬＧＢＴ法案　首相
と自民の見識が

問われる

外国人の労働
国は長期ビジョン

示せ

ウクライナ再建
民生支援に徹して

こそ
大阪の議員数

削減ありきでよい
のか

旧優生保護法訴
訟　救済広げる手

立て尽くせ

日欧安保協力の
流れ止めるな

骨太方針と暮らし
底上げの道筋が

見えない

はしか患者増　コ
ロナ以外も注意を

忘れずに

旧統一教会　問
題は解決していな

い

車いす全仏優勝
偉大な背中を追っ

て
2023/6/12

食料安保の抜本
的強化を　農業基

本法見直し

ロシア撤退と和平
につなげる反攻に

きしむ自公関係
政策置き去りの内

紛劇だ

南米の統合構想
左右の政治対立

超えられるか

進行する少子化
低出生率の根本

に目を
フルタイムに適用
広げよ 　厚生年

金の改革

ローカル交通」の
再生急げ

バブル期以来の
株高　実感もたら

す企業努力を

高齢期を元気に
健康で生き生きと

暮らすには

日本人拉致問題
政府は帰国へ道

筋示せ
改正入管法成立
信頼回復への険

しい道のり

マイナカード混乱
「普及優先」を見

直す時だ

企業の成長支え
る買収制度を整え

よう

改正入管法成立
長期収容の弊害

を放置するな

改正入管法成立
人権侵害に拍車

の恐れ

改正入管法成立
国会運営が乱暴

すぎる
加藤の全仏制覇
勝負を捨てず勇

気届けた

スマホの「次」を探
るアップル

合成燃料　車の
脱炭素図る新た

な選択肢

泊再稼働審査
地震動以外も課

題多い

豪雨への備え
「素振り」と考えよ

う

同性婚判決　「違
憲」の是正を急げ

ＬＧＢＴ法案　採決
を見送り廃案にせ

よ

マイナンバーカー
ドの信頼回復を急

げ

ＢＲＩＣＳ拡大　途
上国は中露に躍

らされるな

同性婚訴訟判決
政治の怠慢への

警告だ

バス社長ら実刑
命預かる者への

警鐘だ
マイナ保険証

「一本化」強行許
されぬ

ＮＨＫの予算問題
ガバナンス不全は

深刻だ

共生社会に向かう
入管制度に

農政の基本方針
食の安全保障は

厳しさを増す

運転手残業規制
物流網維持へ対

策急務

米中対立続く　意
思疎通が心もとな

い
巨大ダム決壊　国
際法無視は許さ

れぬ

原発取水ダム爆
破　露は「戦争犯

罪」重ねるな

財政の規律と効
果を高める道筋を

示せ

ウクライナでダム
破壊　露の侵攻
が招いた惨事だ

ダム決壊　大惨事
生んだ責任は露

にある

ウクライナ反攻
ロシアは撤退する

時だ

新しい資本主義
分配政策どこへ

行った
入管法の迷走

採決は国民への
背信だ

池田小事件２２年
幼い命への誓い

を果たせ

同性カップルの法
的保護早く

文化芸術と生成
AI　創り手の権利

守る議論を

選挙演説の安全
警察と政治家の
連携が重要だ

女性議員の活動
ハラスメントの根

絶を

ダム破壊　甚大な
被害招く暴挙だ

名古屋城復元
差別発言が映す

不合理

台湾海峡での挑
発　中国軍は国
際ルール守れ

ダム爆破は人道
危機であり環境破

壊だ

研究者の雇い止
め　使い捨てでは

未来開けぬ

保険証の廃止
見直しは今からで

も遅くない

「大崎」再審棄却
総合的検討尽くし

たか

カンヌで脚本賞
映画「怪物」から

の警告
プラごみ条約　主
体的立場で削減

策を

ホンダのＦ１復帰
高い技術で世界と

勝負を

自衛隊と海上保
安庁で効果的連

携を

米中国防相会談
見送り　偶発的衝
突回避へ対話を

裁判記録の廃棄
歴史的資料の保

存を重視せよ

外資半導体進出
国内基盤強化の

契機に

マイナカード　性
急に運用拡大す

るな
束ね法案　審議
の形骸化防ぐ策

を

ガーシー容疑者
逃げ得許さぬ前

例とせよ

株式報酬改革は
新興企業育成の

第一歩だ

米国債のデフォル
ト回避　信頼損ね
た内向きの政治

商用車大手再編
規模の拡大で脱
炭素へ前進を

米中安保対立
緊張緩和へ協議

重ねよ

大崎事件　「再審
認めず」は汚点だ

裁判所の役割
守備範囲を狭め

るな

照射問題先送り
また韓国を甘や

かすのか

選挙中の安全対
策に本腰を

日米韓の北朝鮮
対応　連携強化を

安定の土台に

前参院議員逮捕
安直な候補者選
びへの警鐘だ

交付税減額訴訟
門前払いは納得

できぬ

入管法改正案
立法根拠に残る

曖昧さ
銀行公的資金

常態化する道筋
描け

首相襲撃報告書
安倍氏失った反

省がない

中国は衝突回避
へ米と国防対話

に応じよ

医療的ケア児の
支援　「センター」

生かす体制に

アジア安保会議
重層的な協議を
抑止に生かせ

入管法の審議
揺らいだ政府案

の前提

天安門事件　歴
史の「封印」いつ

まで
アジア安保会議
対話こそ米中の

責務だ

トルコ大統領再選
露の侵略抑制へ

転換図れ

原油市場の不確
実性に備えを

ジャニーズが対応
策　まずは被害実

態の解明を

外来生物　生態
系への脅威を認

識しよう

海保と自衛隊　明
確な役割分担必

要だ

ＡＩの偽画像　真
偽見極める力

養って
天安門事件３４年
殺戮の事実認め

謝罪せよ

地域安保は日韓
当局間の信頼が

不可欠だ

IPEFの供給網協
定　相互利益につ

ながるのか

自公候補者調整
難航の背景に選
挙制度の限界

道内の洋上風力
再エネ基地への

一歩だ
日野・ふそう統合
世界市場で存在

感発揮を

柔軟な働き方で
「共育て」を

飲む中絶薬の承
認　安心して使え

る仕組みを

拉致問題　対話
の再開へ手立て

を尽くせ

トルコ大統領　ロ
シア軍撤退へ説

得を
藤井新名人　棋
士たちの沈黙に

学ぶ

米議会は経済を
人質にとる悪弊と

決別を

首相襲撃で警察
報告書　演説の
安全守るルール

少子化対策　安
定財源の議論か

ら逃げるな

マイナ保険証　不
安放置して「強

制」か

少子化対策財源
世代間対立は避

けねば

子ども政策　支え
合いから逃げるな

会計改革は国際
的な視点で

藤井最年少名人
の誕生　将棋界
変えた努力の天

藤井竜王七冠に
金字塔まで一気
に駆け上るか

少子化対策財源
本気度疑われる

先送り

登山道協力金
山小屋頼みはもう

限界
在日脅迫有罪　ヘ
イト犯罪を許さな

い

藤井新名人の誕
生　未到の８冠制

覇へ邁進を

少子化を克服す
る道筋も財源も見

えない

ＡＩ戦略会議　リス
クを深刻に受け止

めよ

原発延長法成立
厳しい目で制度設

計を

藤井聡太新名人
快挙を目撃する

喜び
原発推進法　難
題に背向ける無

責任

同性婚訴訟の判
決　男女否定は
理解しがたい

GX電源法を安定
供給の糧に

ＮＨＫ規則違反
余りにもずさんな

予算決定だ

藤井聡太新名人
「限界」超えへ続く

挑戦

ＮＨＫ違反予算
国民への背信は

重大だ
「衛星」発射失敗
地域の緊張高め

る暴挙

水害に備える
「気象と防災の

日」制定を

農業基本法の改
正で緊急時への

備えを

北朝鮮の「偵察衛
星」　見過ごせな

い新たな脅威

北ミサイル失敗
再発射阻止へ国
際圧力強めよ

北朝鮮ミサイル
緊張高める威嚇

やめよ

北の軍事衛星
再発射やめ対話

の席に
入管法改正案

根拠への疑義に
答えよ

北の「衛星」失敗
平和を乱す再発

射やめよ

強制不妊の被害
救済を今こそ

長野4人殺害事件
銃被害根絶の取

り組みを

トルコ大統領　再
選で真価問われ

る仲介外交

ＮＨＫ配信基準
統治の根幹が問

われる

同性婚判決　法
整備は待ったなし

だ
研究者の雇用

魅力ある環境が
必要だ

首相秘書官を更
迭　子供じみた行

動情けない

日野自・ふそうは
次世代技術で先

手を

NHKが配信基準
違反　国民の信
頼損なう行為だ

首相長男更迭
重責を担う自覚を

欠いていた

首相長男更迭
政権の公私混同

著しい

トルコ大統領　独
自外交を注視した

い
トルコ大統領　分
断克服し地域安

定を

ＩＰＥＦ初の合意
対中依存脱却に

つなげよ

北朝鮮は偵察衛
星で緊張高めるな

「同性婚認めず」
再び違憲　国は法
制化に動くべきだ

ＩＰＥＦ会合　供給
網強化を連携の

第一歩に

同性婚訴訟判決
法制化に踏み出

す時だ

首相秘書官更迭
「公私混同」を猛

省せよ
北朝鮮「衛星」

挑発の中止　強く
求める

カンヌ同時受賞
日本を盛り上げる

快挙だ

自国優先一辺倒
の米大統領選で

は困る

首相長男が秘書
官辞職　公私混
同のけじめは当

北の発射予告
「人工衛星」に潜
む軍事的脅威

農業基本法改正
食料安保の具体

策必要

裁判記録の廃棄
「国民の財産」守

らねば
福島第一原発

台座損傷の対策
徹底を

北朝鮮と拉致　ま
ず軍事的挑発を

やめよ

AIの安全性向上
に投資を

トルコ大統領が再
選　地域安定へ
の責任は重い

役所さん男優賞
高い演技力が世

界を魅了した

処理水海洋放出
国際理解なお不

十分だ

長野で４人殺害
防ぐすべはなかっ

たか
議員のセクハラ
維新の対応が問

われる

入管法改正案
長期収容の是正

を確実に

トルコは民主主義
体制の立て直し

急げ

米大統領選と共
和党　問われる
「トランプ政治」

自衛隊と海保　有
事に備え連携を

深化させよ

企業業績堅調
好循環へ賃上げ

継続を

進む自衛隊離れ
装備より人の充実

こそ
離婚後の親権

父母共に責任負う
制度を

「裁判記録は公共
財」の徹底を

地方議員へのセ
クハラ　女性進出
阻む悪弊根絶を

ごみ屋敷対策　迷
惑行為正す法整

備が必要だ

教員の働き方　業
務の着実な削減

急務

憲法と緊急事態
改憲の必要性あ

るのか

2023/6/18 針　財源後回し、
信頼は遠のく

る　相手の言葉学
ぶ大切さ

　
任ある政治には

程遠い

　
論議の先送り改

めよ

休み

2023/6/13
きしむ自公連立
選挙互助のひず

み浮き彫り

LGBT法案　これ
で差別防げるの

か

改正入管難民法
共生に向かってい

るのか

感染症に新組織
3年の教訓を次に

生かせ

首相襲撃の警備
検証　選挙活動
の安全、徹底議

論を

女性版骨太の方
針　役割分業意

識、克服の一歩に
2023/6/14

2023/6/15
ひきこもり支援の
手引　多様なニー
ズに沿う対策を

こども未来戦略方
針　裏付けなき青

写真では困る

NHK不正予算　目
に余る組織統治

の不全

LGBT法修正　当
事者は置き去りな

のか

陸自候補生銃撃
背景に踏み込み

解明を

陸自小銃発射事
件　徹底した原因

究明が必要だ
2023/6/16

アジア安保会議
閉幕　軍事衝突
回避へ対話重ね

よ

原発60年超運転
国民の不安、残っ

たままだ

新たな水素戦略
技術も市場も育成

を急げ

マイナカード　用
途拡大いったん凍

結を

FFあす開幕　平
和のパワー発信

しよう

「骨太方針」案
歳出改革、本気

度示してこそ

混乱続くマイナ
カード　拙速排し
立ち止まる時だ

「同性婚」5判決
大きな流れを立法

措置へ

骨太方針案　また
も財源論先送りな

のか

芸能界のハラスメ
ント　業界の意識
変え才能育成を

改正入管法の成
立　これでは人権

を守れない

2023/6/11
大雨への備え　情
報への感度高め

よう

宮城県沖地震４５
年　記憶を伝え未

来の備えに

週のはじめに考え
る　「狂気の再来」

１０１歳の警鐘

ウクライナのダム
決壊　人道危機
の打開へ支援急

げ

巨大ダムの決壊
人道的停戦で被

災者救え

岸田政権の少子
化対策　「異次

元」には物足りな
い

「１．２６」の危機
少子化対策の効
果高めよ　首相は
歳出改革に指導

力を

同性婚否定再び
「違憲」　法制度
の不備見直し急

げ

登山道協力金
山小屋頼みはもう

限界

少子化対策素案
「負担増」を正面

から語れ

ゲノム医療法案
健全な発展の一

歩に

Ｊリーグ開幕３０年
原点忘れず成熟

と成長を

週のはじめに考え
る　クロヨンの時

代は遠く

藤井聡太新名人
群抜く進化、棋界

に輝く

最年少の七冠
切り開かれた「藤

井時代」

不適切な保育　再
発防止へ明確な

基準を

地方議員へのセ
クハラ　根絶でき
る仕組み整えよ

オワハラの巧妙
化　学生の選択
妨げてはならぬ

原発への回帰
国民の理解欠く方

針転換

入管法改正案採
決へ　人権を守る

制度と言えぬ

新たな人口推計
「縮む社会」前提

に改革急げ

大崎事件「棄却」
再審は誰のため

の制度か

マイナカードの混
乱　不備認め立ち

止まる時だ

食料安保と農業
基本法　生産現
場の活力こそ命

綱だ

地域おこし人材
協力隊員への支

援充実を

教員の残業代
実のある改革が

急がれる

スポーツ界の暴
力根絶　指導者
が学べる仕組み

必要

技能実習の廃止
「選ばれる日本」

の姿示せ

子ども予算の財
源　小手先の議
論では済まぬ

災害公営住宅の
合鍵　自治体保

有、孤立防ぐ契機
に

首相が長男更迭
地位の私物化を

猛省せよ

首相の長男秘書
官　公私混同、更

迭は当然だ

首相長男の秘書
官更迭　見間違え
た「適材適所」だ

トルコ大統領再選
強権を改め地域

に安定を

北朝鮮の「軍事衛
星」　再度の打ち
上げ、食い止めよ

北の「衛星」予告
発射　圧力強化し
暴走食い止めよ

北朝鮮「衛星」失
敗　再発射の暴
挙を許さない

同性婚否定「違
憲」判決　一刻も
早く国は法整備を

強制不妊仙台高
裁判決　国賠法

の在り方も問われ
る

2023/6/4

2023/6/5

2023/6/6

2023/6/7

2023/6/8

2023/6/9

2023/6/10

2023/5/29

2023/5/30

2023/5/31

2023/6/1

2023/6/2

2023/6/3



公邸「忘年会」
「世襲」が生む公

私混同

保護司制度見直
し　人材確保へ門

戸を広げよ

IPEFは中国抑止
と自由貿易の両

立を

終盤国会と与野
党　国の針路巡る

議論足りぬ

中国の台湾排除
国際機関の理念

をゆがめるな

防衛装備輸出
殺傷武器解禁許

されぬ
子どものケア　専
門職増やし充実

急げ

処理水の視察終
了　韓国は「怪
談」との決別を

ホンダはF1を成長
の糧に

大手電力が料金
値上げ　消費者の
不信拭う努力を

トヨタグループ　品
質巡る不正はな

ぜ続くのか

ヒグマ出没多発
すみ分けと適正

管理を
長野４人死亡　銃
犯罪　ゼロへの努

力を

ロシア首相の訪
中　中国は侵略
加担をやめよ

起業を後押しする
金融慣行を確立し

よう

記録廃棄で最高
裁謝罪　抜本的な
意識改革が必要

長野４人殺害　凄
惨な犯行の裏に

何があった

裁判所の記録
国民の財産保存

確実に

地方百貨店苦境
にぎわいの核を守

る
裁判記録廃棄

公の財産　引き継
ぐ責任

長野立てこもり
銃規制のあり方

問い直せ

土砂崩れ防ぐ盛り
土の管理に

中国反スパイ法
改正　人的交流
の萎縮を危ぶむ

学術会議改革
協議に漫然と時
間を費やすな

ダイハツの不正
グループ挙げて

撲滅を

盛り土規制法
「人命最優先」の

意識で
裁判記録の廃棄
最高裁は「漫然」

の一掃を

民間の力を生かし
て労働移動の促

進を

原子力基本法の
改正　議論なき原

発傾斜危うい

半導体戦略　海
外企業の協力で

産業再興を

中国の外交姿勢
ロシア支援やめる

時だ

シリアの復帰　難
民帰還の足掛か

りに
米債務上限問題
責任自覚し危機

回避せよ

AIの著作権ルー
ルを明確に

維新・梅村議員の
発言　党の責任も

問われている

学術誌の高騰
研究力の低下を
招きかねない

ラピダスの計画
環境と先端産業

共生を

原発処理水　放
出ありきは許され

ぬ
スーダン停戦　和
平へつなげる好

機に

教員の処遇改善
やる気ある人材

集う場に

女性役員の登用
を多様性向上の

一歩に

75歳以上の医療
保険料　持続可
能な仕組み構築

教員の働き方　過
重な業務の実態

を洗い直せ

マイナ誤登録　混
乱招いた強引な

普及

不適切な保育　子
どもの心身守らね

ば
マイナカード　拙
速な活用拡大反

省を

少子化対策の財
源　帳尻合わせに

終わらすな

処理水視察で不
安・不信解け

G7サミットと中国
対立よりも対話探

る時だ

タイ政治　民意は
軍の退場を迫って

いる

女川原発判決
住民不安に背を

向けた

ロシア政治弾圧
厳冬の後には必

ず春が
原発被災地　希
望者の帰還を支

えよ

対馬での文献調
査　１０自治体の
応募が理想だ

マイナンバーカー
ドの活用を止める

な

防衛財源法案
衆院通過　疑問

は解消されていな

電気料金値上げ
利用者の理解得

る努力尽くせ

五輪汚職検討委
札幌招致ありきは

疑問

株価の上昇傾向
賃上げの好機を

逃すな
台湾総統選　民

主的論戦　見守り
たい

タイの「連立合意」
民主政権で地域

の安定を

水素導入へ着実
に備えを

進化するAIとG7
責任伴う利用の

ルールを

シリアの「復権」
価値観より実利で

動く中東

終盤国会　解散
論じる時ではない

教員の働き過ぎ
抜本的改善に踏

み込め
ゼレンスキー演説
勝利へ不屈の覚

悟示した

育児支援の財源
は消費税を封印

するな

G7と新興・途上国
対話を協調に生

かす時だ

国会残り１か月
実のある議論が

少なすぎる

ＪＲ赤字８線区
バスと連動で存続

図れ

中国文化人弾圧
警察国家の性格

露わに
ＬＧＢＴ法案　廃案
の道しかない内容

だ

シリア圧政の免罪
符ではない

広島での日韓首
脳会談　信頼深め
平和への一歩に

ひきこもり支援
本人や家族を孤

立させぬよう

不適切な保育　子
ども守る環境整備

を

首相とサミット　核
廃絶の覚悟が見

えぬ
外資の力をテコに
半導体の基盤再

強化を
日米韓協力も盤
石な新時代に

デジタル円　国民
に開かれた議論

を

日本版ＣＤＣ　指
揮系統と役割を明

確に

G7のウクライナ声
明　露軍撤退迫る

国際協調を

中国の外交攻勢
中央アジアに触手

を伸ばした

Ｇ７核軍縮文書
抑止論の容認は

危うい
Ｇ７と核廃絶　被
爆地の訴えに応

えよ

外国籍の子の就
学　教育の「空
白」をつくるな

トヨタ系で相次ぐ
不正　信頼回復
へ統治再点検を

不適切保育　虐
待生む背景に何

があるのか

なりすまし投票
選挙の公正性揺

るがす
サミットの開幕

国民守る核抑止
も論じよ

ヒロシマとG7首脳
被爆者の思い胸

に行動を

国交省人事介入
組織ぐるみ徹底

調査を

ミニシアター　「多
様性」を守りたい

はしかの発生　情
報共有急ぎ拡大

防止を

不適切保育の調
査　子を守る体制

構築が急務

入管法改正案
抜本的な修正が

必要だ

広島サミット　「核
なき世界」の起点

に
維新・梅村議員
根拠のない発言

撤回を

電気料金値上げ
安定供給の責務

忘れるな

日米首脳会談　ア
ジアの安定へ責

任を果たせ

Ｇ７議長の首相
指導力が問われ

ている

高齢者の医療費
不安解消へ説明

尽くせ
好業績と株価　賃
上げ持続につな

げよ

ウイグル人弾圧
Ｇ７は対中圧力で

結束を

ＧＤＰプラス　好材
料を生かし力強い

成長に

ジャニーズ問題
人権侵害に誠実

対応を

ジャニーズ謝罪
性加害許さぬ社

会こそ
不適切保育　認
識共有し再発防

止を

ＧＤＰ１．６％増
機を捉えて好循環

目指せ

再編と連携で地
域の医療・介護を

守れ

プラス成長と株高
暮らしに波及する

政策を

マイナカード　国
民の不安への配

慮が足りぬ

ＬＧＢＴ法　差別意
識現れた与党案

「宣言」から１０年
「スポハラ」根絶

せねば

飲む中絶薬　負担
の軽減につなげよ

米比首脳が会談
中国にらんだ連携

拡大を

芸能界の性被害
防ぐ対策を

マイナ保険証でも
ミス　これでは信

頼を得られぬ

ＬＰガス料金　放
置できない不透明

な商慣行

部活動の事故
徹底的な原因の

究明を

ＧＰＳ付き保釈
「人質司法」こそ

解消を

ＬＧＢＴ法案　与野
党で議論を尽くせ

マイナカード混乱
国民の不安広げ

る失態だ

株高が持続し長
期投資が広がる

市場に

LGBT法案の修正
偏見露呈した自

民の議論

改正健保法成立
全世代型の負担

に理解求めよ

北電来月値上げ
道民の理解得ら

れまい

ＬＧＢＴ修正案　人
権感覚の欠如露

わに
Ｇ７首脳広島へ
核廃絶へ行動の

起点に

ジャニーズの謝罪
少年性被害の実

態解明を

内需主導の経済
へ基盤固めを

G7のコロナ対応
途上国支援の検

証が必要

若者の闇バイト
「使い捨て」だと知

るべきだ

タイ総選挙　民意
反映の政権樹立

を

電気料金値上げ
苦しい生活見えぬ

のか
沖縄復帰５１年
犠牲強いる構図

直視を

Ｇ７財務相会議
連携強め金融不

安を拭え

りそな公的資金20
年で増す銀行の

責任

ジャニーズの性加
害問題　社長は

何も答えていない

企業決算好調
中小にも恩恵を行

き渡らせよ

道議会新議長
答弁調整の廃止

が急務

タイ総選挙　民意
は「親軍にＮＯ」だ

ジャニーズ謝罪
これで幕引き許さ

れぬ

ポストコロナ時代
有事平時で各国

は協力を

信頼の回復伴う
電力値上げに

世界経済とG7　危
機回避へ責任果

たす時

維新党大会　政
策の大衆迎合色

が強すぎる

Ｇ７と経済問題
新興国と連携し解

決を

マイナカード　制
度の根幹揺らぐ混

乱
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タイは民意を映す
安定政権に

無人機の脅威
緊急発進の負担

軽減図りたい

地方の女性議員
多様な民意映す

先頭に
企業は成長の持
続へ戦略投資を

止めるな

コロナの教訓　病
床不足をいかに

回避するか

Ｊリーグ３０年　地
域密着の理念貫

いて
高齢者負担増

制度全体の議論
深めよ

保釈被告にＧＰＳ
実績を重ね対象

の拡大を

G7は金融と経済
の混乱に周到に

構えよ

大手電力の相次
ぐ不正　監視と罰
則の強化が急務

ＬＧＢＴ法案　拙速
な議論は理解を

遠ざける

大工さん減少
「匠の技」を守りた

い
外国籍の子ども
不就学ゼロへ検

討急げ

呉中国大使の恫
喝　「戦狼発言」
は容認できぬ

起業家精神を生
かす農業を

奨学金制度の見
直し　学生本位の

視点に欠ける

護衛艦事故　希
薄な安全意識に

愕然とする

米銀破綻とＧ７
負の連鎖を断た

ねば
ふるさと納税　根
本から制度の再

考を

銀座仮面強盗
犯罪に幸福な結

末はない

米議会は不毛な
政争やめ債務上

限合意を

米国債のデフォル
ト懸念　早期払拭
が超大国の責務

新興国の脱炭素
アジアで日本の技

術を生かせ

国安法域外適用
人ごとでない香港

弾圧
タリバンと女性

権利抑圧で未来
築けぬ

ＬＧＢＴ法案　女性
守れぬ危うい代物

だ

ASEANはミャン
マー危機で結束を

固め直せ

出自を知る権利
保障する法整備

を早急に

離婚後の親権
子供への責任を
果たす制度に

軍拡予算確保法
倍増ありき無理が

ある
海保と自衛隊　厳
格な役割分担維

持を

処理水視察団
韓国の杞憂払拭

に?げよ

経常黒字の半減
が迫る「稼ぐ力」

の育成

米金融不安と利
上げ　世界の動揺

招かぬ政策を

プーチン演説　虚
言連ねても苦境

は隠せない

アイヌ民族遺骨
国際協力で返還

推進を

飲む中絶薬承認
女性の権利尊重

したい
東電の負担金

責任果たす努力
続けよ

露の「戦勝記念
日」　歴史を直視

し即時撤退を

フリーランス保護
の一歩に

マイナカードで誤
交付　不安への
配慮が足りない

米銀行規制　金
融不安の広がりを

どう防ぐ

米金融不安　波
及防止へ対策急

務だ

ウクライナ侵攻
国際協調で和平

を促せ
米銀行破綻　規

制・監督の緩み正
せ

ミャンマー空爆　Ｇ
７は連携し制裁強

化を

同志国の防衛装
備支援で抑止力

底上げを

首相のアフリカ外
交　信頼される持

続的支援を

入管法改正案
外国人の長期収
容解消を急げ

プーチン氏演説
正当化せずに撤

退せよ

生成ＡＩとＧ７　国
際ルールづくり急

げ
プーチン演説　現
実直視し撤退決

断を

沖縄の「地域外
交」　国益損なう

危うさはらむ

プーチン氏の危険
な愛国主義

精神科病院で患
者虐待　根絶へ
徹底解明が必要

銀座で仮面強盗
治安を揺るがす
不敵な犯行だ

新幹線検査不正
工期よりも安全優

先を

狭山事件６０年
再審の開始に動

き出せ
日本とアフリカ

課題に寄り添う関
係に

緊急事態が終了
ＷＨＯの責任を問

い直せ

日米欧は中東へ
戦略的な関与を

続けよ

日韓首脳のシャト
ル外交　関係の
安定化図る土台

日韓首脳会談
対話の定着で関

係前進させよ

旧文通費改革
先送りの怠慢許さ

れぬ

日韓首脳会談
対話重ね関係を

強固に

ＡＩとＧ７　リスク踏
まえた合意を

地震と大雨　「複
合」視野に備え徹

底を

海のプラごみ解決
へ協調を

教員の長時間労
働　抜本的な業務

削減が急務

子どもの難病　海
外の薬を手に入り

やすく

コロナ５類移行
「平時」も警戒緩

めずに

能登の群発地震
長期的な対策も

必要だ
京アニ事件公判
真相究明に全力

を尽くせ

巨大ITは停滞期こ
そ社会的責任果

たせ

コロナ「５類」に
感染防ぐ意識を
持ち続けたい

日韓首脳会談
対話定着へ努力

続けよ
日韓首脳会談

安保協力強化は
妥当だが

強制不妊の救済
をもっと広く

邦画の制作現場
劣悪な環境は業

界の危機招く

ラピダス進出　地
元一体で課題対

応を

スポーツと暴力
怒らず、楽しめる

指導を

長野4人殺害　防
ぐ手だて、なかっ

たのか

週のはじめに考え
る　コメと日本国

憲法

福島・国見　救急
車問題　「官民連
携」の真相究明を

米欧の金融不安
デジタル社会の落

とし穴

広島サミット／被
爆地の明日　核
廃絶の原点は変

わらぬ

形骸化する生理
休暇　使いやすい
制度に変えよう

みんなで科学　楽
しんで　自らと社

会の力に

マイナ問題続発
個人情報の管理

立て直せ

衆院解散の観測
浮き足立たず議

論尽くせ

サンマの漁獲枠
資源管理の実効

性高めよ

企業業績の回復
賃上げ持続で景

色変えよ

ジャニーズ社長謝
罪　性加害の実
態まず解明を

女川原発差し止
め訴訟　避難への
不安、放置するの

か

子ども政策　これ
で財源と言えるか

マイナカード混乱
強引さが信頼揺る

がした

「不適切保育」の
調査　質を保つ対

策が急務だ

映画界の働き方
「やりがいの搾

取」改めよ

最高裁の謝罪
少年記録の価値

再認識を

最高裁の謝罪
記録廃棄の責
任、自覚せよ

青森県知事選
新たな針路決め

る転換点だ

生成AIの課題　利
用と規制のルー

ル急げ

広島サミットきょう
開幕　「核なき世
界」へ道を開け

「奥新川」終焉の
危機　放置ではあ

まりに惜しい

広島G7と核なき
世界　指導者の
覚悟が問われる

「広島ビジョン」で
核軍縮の機運を

再び

広島サミット　歴
史の教訓　今に生

かせ

G7は国際秩序維
持へ重責果たせ

サミット開幕　国
際世論の形成を

主導せよ

Ｇ７広島サミット開
幕　核廃絶と平

和、確かな道筋を

広島サミット／資
料館見学　歴史
的一歩、さらに前

進を

被爆地のG7　核
廃絶の転機にして

こそ

民生委員の不足
負担減らし活動支

えよう

広島サミット／核
軍縮ビジョン　抑
止論肯定は許さ

れない

週のはじめに考え
る　「日の丸」は再

び翻るか

国際クルーズ船
の誘致　魅力広げ

需要取り込もう

「広島」をウクライ
ナ和平への転機

に

広島サミット閉幕
包摂の秩序構築

につなげよ

広島サミット閉幕
秩序の維持へ結
束示した　ウクラ
イナ支援の強化

図れ

国際秩序とG7　平
和創出にこそ指導

力を

サミット閉幕　国
際秩序守る強い

決意示した

Ｇ７広島サミット閉
幕　平和実現へ
行動試される

Ｇ７広島サミット閉
幕　平和への行
動力が問われる

国際秩序立て直
し図れ　広島サ
ミットを終えて

広島サミット閉幕
具体的な行動求

められる

広島サミット閉幕
成果と限界の見

極めから

Jリーグ30年　地
域密着の実践をさ

らに

広島サミット／
ジェンダー　格差
解消へ日本も行

動を

週のはじめに考え
る　沖縄戦の記憶

が蘇る

入管法案、参院
審議入り　国際基
準踏まえた見直し

を

分断深まる世界
「経済冷戦」避け

る努力を

３年超のコロナ禍
政府は検証に乗
り出せ　医療体制
改革につなげたい

アイヌの遺骨　帰
る場所　奪った罪

深さ

休み

Ｇ７科技相共同声
明　研究環境結

束して守ろう

半導体新戦略
国費つぎ込む説

明足りぬ

ジャニーズ性加害
再発防止に実態

の解明を

タイ総選挙　「親
軍ノー」の民意第

一に

マイナンバーカー
ド　個人情報の保

護が先だ

日印関係　パート
ナーシップ強化を

G7広島開幕へ
結束強め新興国

と連携を

電気料金値上げ
消費者の理解得

られたか

ＬＧＢＴ法自民修
正案　差別根絶
へ真剣さ見えぬ

日韓首脳会談
対話続くシャトル

外交に

日韓首脳会談
関係改善、確かな

ものに

日本海中部地震
４０年　早い津波
の到達に備えを

「同志国」軍支援
平和主義の貢
献、保てるか

広島サミット／議
長国の役割　市

民社会にもっと顔
向けよ

教員の長時間労
働　議論加速させ

抜本的改善を

日韓シャトル外交
歩み止めず関係

強化図れ

銀座の仮面強盗
衝撃の犯行、背
景の解明急げ

プーチン氏演説
道理なき主張即

時撤退を

保釈中のGPS　人
権へのさらなる配

慮を

広島サミット／AI
の規制　リスク踏
まえルール構築を

Ｇ７科技相会合開
幕　発展と調和、
実りある議論を

LGBT法案　当事
者の現実に向き

合え

防衛財源確保法
案　問題山積、ご
り押し許されぬ

ロシア大統領演
説　矛盾とすり替

え容認できず

被告にＧＰＳ　人
権配慮の徹底が

必要

広島サミット開幕
へ　分断から協調

への転機に

日韓シャトル外交
関係改善　枠組

み定着を

LGBTQと日本社
会　尊厳守る法整

備を早急に

負担重い行政計
画　自治体に判断

委ね削減を

「命を守る」医療
の油断　コロナ禍

の３年間

コロナ5類移行
教訓、今後にどう

生かす

コロナ5類に　不
安のない医療に

万全を
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ウクライナ穀物
露は合意を踏み

にじるな

シャトル外交重ね
て日韓関係を強

固に

中国の統制強化
誰もがスパイに仕

立てられる

性犯罪の見直し
被害者第一の議

論必要
札幌招致の苦境
ＪＯＣは継続より

猛省を

「1円スマホ」は弊
害が大きい

ネット中傷対策
運営企業の努力
促す枠組みに

商工中金改革
政府は将来像の

明示を
ダイハツ不正　問
われるトヨタの統

治

板門店宣言５年
非核化の反面教

師とせよ

コロナなき日常を
慎重に取り戻そう

能登震度６強　強
い余震への警戒

怠らぬよう

原発延長法案
首相は疑問点に

答えよ

認知症　社会の
意識変えてゆく

アフリカとＧ７　首
相は橋渡し役やり

抜け

教員不足を解消
するには

米利上げ継続　銀
行破綻の悪影響

を精査せよ

マイナ法改正案
保険証廃止妥当

なのか
中国反スパイ法
社会や経済が窒

息する

薬の販売に残る
アナログ規制の見

直しを

「偽情報」対策
国益損ねる拡散

を放置するな
首相の解散権

恣意的運用いつ
まで

アフリカ関与持続
的に深めよ

こどもの日　スマ
ホをしまって外に

出よう
外来ザリガニと亀
責任持ち飼う自覚

必要だ

FRBは利上げ最
終局面に細心の

対応を

インドの未来　人
口世界一は何を

もたらすか
コロナ５類へ移行
主体的な感染対

策徹底を

子どもの声を聞け
る社会に

アニメの「聖地」
マナー守って地域

の活性化へ
有効な規制・監督
で金融不安を早く
自然生かしたイン

バウンドを
米大統領選挙

危機克服へ熱い
論戦を

露の反体制派弾
圧　不当な拘束を

即刻やめよ

緊急時への備え
含む憲法論議の

加速を

生成AIとG7　人間
本位のルール整

備を

米地銀破綻　危
惧される金融不安

の再燃

ＬＧＢＴ法案　首相
の及び腰が透け

る

入管法改正案
反対論のうねりを

見よ
「阪神」襲撃３６年
言論の自由を守り

抜く

Ｇ７のＡＩ声明　実
効性あるルール

確立を

セブン50年の成
果と課題

入管法改正案の
審議　問題に向き

合っていない

アフリカ歴訪　首
相は国際世論形

成に努めよ

ふるさと納税　事
件の背景検証が

必要

殺傷武器の輸出
平和国家の信頼

損ねる
香港留学生逮捕
政府は復学実現

の談判を

実効あるAI国際
ルールの構築へ

知恵を

女性当選者の増
加　地方発の変
化を広げたい

ＡＩの規制　Ｇ７は
適正なルール構

築せよ

道内賃上げ進む
人への投資　定

着が大切
Ｇ７とエネルギー
脱炭素化の道筋

は多様だ

要衝のバングラデ
シュ支援は重要だ

習・ゼレンスキー
協議　中国は責
任果たす関与を

独居者の弔い　時
代に即した制度が

必要だ

米韓首脳会談
核抑止一辺倒は

危うい
教員の働き方　改
善へ聖域なき議

論を

訪日客の回復
量から質への転

換を図れ

反スパイ法は中
国離れを広げるだ

けだ

武器輸出の与党
協議　紛争助長し

ない歯止めを

防衛装備移転
輸出を広げ生産
基盤強化せよ

増加する花粉症
健康な生活守る

対策を
武器輸出緩和

殺傷兵器は容認
できぬ

バイデン氏出馬
へ　外交競い合う

大統領選を

対韓輸出の正常
化を歓迎する

日銀の長期緩和
検証　金融政策
の限界明らかに

ドイツ原発停止
電力巡る難題を
解決できるか

月面着陸失敗
次の挑戦につな

げたい
米韓首脳会談

「核」頼みに成算
はない

バイデン氏出馬
へ　外交競い合う

大統領選を

トヨタグループは
不正撲滅を徹底

せよ

ドイツの脱原発完
了　政治の意思
が切り開いた

将来推計人口
「３割減」にどう向

き合うのか

日銀緩和策維持
物価高の悪影響

注視を

日銀の金融政策
暮らしへの配慮足

りぬ
日銀政策会合

物価動向に目を
凝らせ

知床観光船事故
１年で何が変わっ

たのか

学術会議の改革
は原点回帰を

民間機の月着陸
失敗　たゆまぬ挑

戦に期待する

植田日銀初会合
物価の動向を丁
寧に見極めよ

大型連休入り　楽
しく、警戒を怠ら

ず

中華機事故２９年
救護体制、一層

の充実を
入管法改正案

課題に背を向けた
国会

月面着陸失敗
「果敢な挑戦」を

支えたい

日銀は内外情勢
見極め柔軟な政

策運営を

バイデン氏の再
選出馬　閉塞感を
打破できるのか

米韓首脳会談
「核の傘」の信頼

性を確認した

加速する人口減
包括的対策急ぐ

べきだ

中国反スパイ法
恣意的拘束増え

る懸念
防衛費の財源

欠陥だらけの確
保法案

米韓首脳会談
拡大抑止の強化

が急務だ

失敗糧に次の月
面着陸に挑め

米韓同盟と北朝
鮮　核抑止力と外

交の両輪で

水素エネルギー
世界に広がる技
術の開発競争

入管法改正案
拙速な採決認め

られぬ

米韓首脳会談
「核には核で」の

危うさ
米韓の核抑止強
化を地域安定に

つなげよ

露の「外交政策」
失政を物語る虚
勢と自己矛盾

チャットＧＰＴ　賢く
使いこなす議論を

プールで事故死
一瞬も目離さぬ監

視を

国際連携の重さ
映す邦人退避

月面着陸失敗
民間の新たな挑

戦これからも

米機密文書流出
結束を揺るがす

失態だ

将来推計人口
「縮む日本」へ備

え急げ
スーダン退避　情
勢安定に尽力継

続を

統一地方選が終
了　なり手不足を

放置するな

物流の2024年問
題　運転手守る態

勢の整備を

スーダン退避　自
衛隊が活動の幅

を広げた

千島連盟を拒絶
身勝手なロシアの

対応

スーダンの衝突
国際社会が停戦

を促せ
中国「海外警察」
人権軽視のあら

われだ

スーダン邦人退避
任務の完遂に感

謝したい

スーダンから邦人
退避　国際連携
の重要さ示した

大阪カジノ認定
万博の理念にも

そぐわない

北電値上げ　悲痛
な声　傾聴すべき

だ

女性の当選増加
変革の流れを地

域から
温暖化とＧ７　内

向き排し対策先導
を

中国の駐仏大使
主権否定の暴言

許されぬ

中国はレアアース
を使った威圧をや

めよ

衆参補選で自民
辛勝　軽視できぬ

政権への不満

教育とＡＩ　思考力
の育成を妨げか

ねない

補選自民４勝　苦
戦は政権への警

鐘だ

最低賃金見直し
地域差縮めて底

上げを
献金被害防止

新法の真価が試
される

技能実習制の廃
止　人権守る労働

環境整えよ

実効性の高いス
テマ規制を

ミャンマー国軍の
空爆　市民への
攻撃許されない

統一地方選終了
地域の衰退招く
「なり手不足」

インボイス導入
混乱回避に万全

の策を

補選と岸田政権
辛勝を慢心への

戒めに
イスラエル　「司法
の独立」守らぬの

か

統一地方選のあ
り方を見直す時期

だ

入管法改正案の
審議　根本から見

直しが必要だ

衆参５補選　自民
は辛勝の意味軽

視するな

函館に新市長　公
約実行、手腕問

われる

統一選終わる
「住民自治」を守

れるか
補選で自民勝利
首相は政策遂行

に全力を

生物多様性保全
も経営課題に

ジャニーズと「性
被害」　まず事実
関係を明らかに

情報の不正閲覧
電力各社の順法

意識を疑う

ステマ規制　周知
と適正運用が必

要

広島サミット　核
軍縮の機運高め

たい
知床事故１年　安
全運航へ改善続

けよ

自民は補選勝利
におごらず政策を

前へ

Ｇ７エネ相会合
脱炭素の推進は

多様な道筋で
徴用工問題　解
決へ日韓は誠意

示せ

知床沈没事故の
教訓生かせ

観光船事故１年
責任を追及し対策

を徹底せよ

子ども政策　幅広
い財源の議論を

中国「海外闇警
察」　実態暴き廃
絶に追い込め

米銀が抱えるリス
クへの警戒を怠る

な

学術会議法案見
送り　原点に立ち

返って議論を

学術会議の改革
民間法人化も視

野に入ろう

学術会議法断念
政府は強硬姿勢

改めよ

再審法の整備
議員の良心で欠

陥正せ
教科書不祥事

不適切な関係　根
絶せよ

コロナ「第９波」
気を引き締めて対

応せよ

科学力再興への
「卓越大学」に

大阪万博まで2年
開催費の抑制が

不可欠だ

首相襲撃事件　テ
ロ行為に正当性

はあり得ぬ

スーダン内紛　停
戦へ強い国際関

与を

低い若者投票率
「自分の票」大事

にして
技能実習制度

決別の意思を明
確に

スーダンの衝突
邦人救出に全力

を尽くせ

企業は底堅い消
費を生かして攻め

よ

地方議員のなり手
不足　自治の根
幹守る手立てを

スーダン内戦　教
訓生かし邦人保

護に全力を

核ごみ対話の場
振興策の議論は

筋違い

独の脱原発完了
危険性を踏まえた

賢慮
スーダン衝突　停
戦へ国際努力尽く

せ

岸田首相襲撃　テ
ロの容認が事件

を呼ぶ

仏年金、国民理
解へ説明尽くせ

スーダンの内紛激
化　停戦へ国際
圧力が必要だ

花粉症対策　「国
民病」克服へ処方

箋を示せ

国交省人事介入
天下りのゆがみ

深刻だ

脱炭素電源法案
フクシマ忘却宣言

だ
米国車の優遇

通商ルール形骸
化防げ

０～２歳児支援
子育ての孤独放

置するな

日本車はEVシフト
を覚悟すべきだ

G7外相会合　地
域安定に資する

結束に

特殊詐欺の摘発
海外の拠点化どう

食い止める

米機密情報流出
結束に水を差す

失態
Ｇ７外相会合　「結
束」の先を見据え

よ

学術会議法改正
案　提出「反対」
は時代錯誤だ

邦人のスーダン退
避に万全を

敦賀原発審査ま
た中断　事業者と
しての適性疑う

国産有機ＥＬ　「日
の丸」再編の失敗

検証せよ

無投票当選増加
町村の自治が危

機だ
学術会議法　改
正を強行せず対

話を

日本の科学技術
世界と競う厚い裾

野作れ

G7は広島サミット
でも対中ロで結束

を

温暖化対策とG7
範を示せぬ責任

は重大だ

Ｇ７外相会合　確
認した結束を実行

に移せ

議会の定数割れ
自治の土台崩壊

の恐れ

企業の採用活動
「オワハラ」は許さ

れぬ
チャットＧＰＴ　利
用ルールの議論

急げ

Ｇ７外相会合　台
湾海峡の平和へ

結束を

陸自ヘリ事故の
原因究明急げ

放送法の解釈問
題　政治介入防ぐ

方策議論を

災害時の避難所
運営効率化は被
災者の目線で

Ｇ７外相会合　核
軍縮の決意伝わ

らぬ

外国人技能実習
人権を尊重した制

度に

Ｊアラート　「守り」
の体制検証を

臨調の超党派会
議　「令和改革」
の先頭に立て

習近平政権は政
策不況を繰り返す

な

防衛費増額の財
源法案　「まやか
し」は通用しない

首相襲撃事件
街頭演説の安全

どう確保する

防衛財源法案
画餅と見まがう確

保策

障害者の就労
行政がもっと後押

しを
原発推進法案

根本の議論を尽く
せ

陸自ヘリの事故
平和の守り手を追

悼する

米機密漏洩に早
急な改善策を

技能実習制度の
廃止案　人権守る
仕組みこそ必要

スリランカ支援
日本の主導で債
務再編を急げ

Ｇ７環境相会合
脱炭素の道筋が

見えぬ

首相に爆発物　選
挙への暴力許さ

ない
2023/4/17

子どもの体力　運
動楽しみ向上させ

よう

子ども政策　苦境
救えぬ社会でい

いのか

こどもの日に考え
る　「まんなか」に

君がいる

こどもの日　あら
ゆる格差を埋めた

い

こどもの日　健や
かに育つ社会実

現を

こども基本法元年
小さな声に耳を傾

けたい

こどもの日　楽し
い気持ちを大切に
相談する「勇気」

を持とう

ヘルメット着用
自転車の安全考

える転機

最賃区分見直し
底上げで地域格

差縮小を

能登半島の地震
身近な防災、改め

て徹底を

週のはじめに考え
る　高貴なる私た

ちの責務

特定技能２号拡
大　家族支援の
充実が不可欠だ

「ポストコロナ」へ
の移行　安心でき
る社会の構築を

コロナ「５類感染
症」に　あぶり出さ
れた課題直視して

2023/4/20
大阪カジノ認定
収益構造や依存

症に懸念

学術会議法改正
案　提出見送り、

対話重ねよ

Ｇ７環境相会合
日本の消極姿勢

が際立った

赤ちゃんポスト
母子救済の体制

強化を

2023/4/30
マイナカード　用
途拡大は利用者

本位で

広島サミット／警
備と市民生活　規
制の情報きめ細

かく

週のはじめに考え
る　マイナスだか

らプラス

首長選の無投票
増加　地方自治

の魅力、発信強め
よ

新人口推計　「未
来」見据えた政策

を

休み

2023/4/21
「技能実習」廃止
提案　新制度、禍
根残さぬ設計を

学術会議問題
政府は関係修復

へ対話を

被爆樹木伐採
物言わぬ証人、
守り続けたい

原子力基本法
推進一辺倒の改

正は問題

知床観光船事故
１年　命と安全、
託される自覚を

対話型の人工知
能　国際的なルー

ル作り急げ
2023/4/22

2023/4/23
入管法の改正案
難民の認定を国

際標準に

広島サミット／気
候変動　危機感
共有し打開策探

れ

週のはじめに考え
る　遅れてきた大

国インド

大阪ＩＲ計画認定
観光の「質」向上

を最優先に

知床観光船事故
１年　悲劇繰り返

さぬ安全網を

広がるチャット
GPT　利便性に偏

らない議論を

少子化対策の財
源　社会保険料に
逃げ込むな　公平
負担へ税含む骨

太議論を

熊本地震7年
「創造的復興」さら

に前へ

2023/5/1
水俣病確認67年
終わらぬ悲劇に

向き合え

物流の２０２４年
問題　業界だけで

は解決できぬ

陸自ヘリ事故　何
が起きたか解明、

開示を

岸田首相襲撃
要人警護、さらな

る見直しを

4年ぶりの「飯塚」
パラ競技の魅力

広げたい

広島サミット／外
相会合　核廃絶

の議論、物足りな
い

途上国軍への支
援　対立の助長
招いてはならぬ

2023/4/18

2023/4/19

危機のスーダン
国際社会は停戦

へと導け

2023/4/24
衆参５補選　政権
運営　厳しく反省

を

深刻な選挙離れ
悪循環断つため

の一歩を

統一選終わる
「なり手不足」に向

き合おう

先端半導体、輸
出規制　日本企
業への影響、最

小限に

2023/4/25
補選辛勝の自民
課題解決で批判

に応えよ

衆参５補選　政権
信任と言えるのか

衆参補選、自民４
勝　中間評価、決

して高くない

2023/4/26
人口減を前提に
社会を作り直そう

貿易赤字最大２１
兆円　「稼ぐ力」再

構築を急ごう

スーダン邦人退避
事後検証尽くし、

公表を

2023/5/2

権限を何に使うべ
きか　岸田首相の

政権運営

酪農家の危機
存続へ経営支援

が急務だ

地熱発電の拡大
地域と共に潜在

力生かそう

スポーツの暴力
根絶　かけ声だけ
で終わらせるな

日銀のレビュー
金融政策頼みに

終止符を

憲法を考える　解
釈の限界を見極

めよう

2023/5/7

平和憲法と防衛
財源　「負担隠し」

先行を危ぶむ

「偶然」と「必然」
の赤い糸　憲法記

念日に考える

憲法記念日　9条
の原点を思い返

そう

2023/5/6
対立深まる米中

関係　敵視せず共
存探る努力を

被選挙権年齢
引き下げ議論停

滞させるな

ウイルスとの共存
と進化　人類と新

型コロナ

中国の反スパイ
法　恣意的な摘
発、許されない

2023/5/5

首相アフリカへ
重み増す新興国

との連携

将来推計人口
現実直視し社会

再設計を

福島にＦ－ＲＥＩ発
足　地域に根差す

研究拠点に
2023/4/29

2023/4/27
投票環境の悪化
「不本意な棄権」

をなくせ

武器輸出の緩和
平和主義、ないが

しろか

ＬＧＢＴ法案　差別
解消へ今国会で

成立を

止まらぬ人口減
少　現実直視した

針路議論を

５０年後に８７００
万人　人口減に多
様な政策競え　高
齢者も支え手にな

る社会に

危機的な自治体
選挙　民意を映す
制度改革　大胆に

2023/4/28
国際卓越大学
研究の裾野広

がってこそ

「黒い雨」きょう2
次提訴　救済の

流れ、後退させる
な

学術会議法改正
見送り　強硬姿勢
改め議論尽くせ

2023/5/4
日本国憲法と死
刑　今こそ意見を

交わすときだ

「地球の健康」を
考える　自然との
共生取り戻す時

新型コロナ「５類」
へ　命守る体制変

わらず重要

高速道路有料延
長へ　整備の在り
方、国民的議論を

専守防衛は死ん
だのか　憲法施行

から７６年

女子野球熱　一
過性にせず地域

の活力に

総人口3割減　発
想を転換して備え

よう

2023/5/3

平和憲法と安保３
文書　民主主義
の形骸化許され

ぬ

憲法施行７６年
国会は改正原案
策定急げ　「９条」
「緊急事態」が最

憲法と安全保障
平和希求のあり

方探る時

憲法記念日　時
代の変化踏まえ

議論を急げ

きょう憲法記念日
平和主義を再興

する時だ



過去最大の人口
減　社会構造の
変革議論せよ

エネ・環境目標は
多様な手段で実

現を

米軍機密情報の
流出　戦時の連
帯損なう失態だ

岸田首相襲撃
言論への暴力は

断じて許せぬ

岸田首相襲撃
政治脅かす暴力

許せぬ
首相に爆発物　民
主主義を損なう暴

挙だ

日韓は安保で信
頼を取り戻せ

首相遊説先で爆
発　言論封じる暴

力許されぬ

憲法審査会　議
論に水を差した不

適切発言

統一地方選後半
あすを探る議論活

発に

大阪カジノ認定
懸念置き去り許さ

れぬ

大阪ＩＲ認定　懸
念解消へ対策の

徹底を

言論を脅かす暴
力は断じて許され

ぬ

金融不安とG20
危機回避へ連携

する時だ

米機密文書流出
ずさんな管理に世

界が揺れた

鳥インフル対策
全羽処分以外の

模索も

’２３統一地方選
議員の存在意義
ある？　＜なり手
不足の謎＞（５）

ジャニーズ　「性
被害」検証が必要

だ

米機密文書の流
出　同盟国の不
信食い止めよ

カジノの懸念払拭
するIRに

大阪のIR計画認
定　カジノ推進に

尽きぬ疑問

陸自ヘリ捜索　交
信の直後に何が

起きたのか

大阪ＩＲ認定　政
治色濃い拙速な

判断

ミャンマー国軍
自国民を空爆す

るな
強制不妊訴訟

政治で早期の救
済を

北の弾道ミサイル
「身を守る姿勢」も

周知を

世界経済の分断
を防ぎ協調立て直

せ

北朝鮮のミサイル
発射　日米韓連
携をさらに強く

国会とＡＩ　答弁の
重みを忘れていな

いか

Ｊアラート訂正　国
の情報発信大丈

夫か

女性の当選最多
地方自治に多様

な声を
関電の処分　出

直しに十分な内容
か

がん生存率　治療
と仕事の両立を図

れ

地方の賃上げ進
める一歩に

 国立大付属小の
いじめ　誠実さ欠
いた対応の遅れ

北ミサイル発射
情報伝達体制に

不安が残る

酪農経営の苦境
中長期の政策展

望示せ

北ミサイル発射
警報の精度を高

めねば
辺野古移設　対

話通じ代替案を探
れ

海外拠点詐欺
君子は危うきに近

寄るな

北朝鮮の暴走阻
止へ国際連携と
備えを強めよ

陸自ヘリの事故
捜索と原因究明を

全力で

開発協力大綱
現地のニーズ把

握が先決だ

技能実習廃止
外国人の人権を

第一に

学術会議改正案
ごり押し姿勢を戒

める
「天下り」介入　自
浄能力見えぬ国

交省

マクロン仏大統領
台湾見捨てる愚

言撤回を

競技大会運営の
改善を着実に

映画制作に映適
マーク　脱やりが
い搾取の一歩に

万博まで２年　魅
力や意義をいか

に伝えるか

ＮＡＴＯ拡大　ロシ
アとの衝突回避を

知事の会見拒否
報道への不当な

圧力だ
元次官の人事介
入　天下り規制の

強化を急げ

金融動揺の世界
経済への波及を

注視せよ

植田日銀が始動
国民本位で柔軟

な政策を

衆参５補選　政権
の実績が問われ

る総力戦

植田日銀始動
正常化へ着実な

歩みを

衆参で５補選
「岸田政治」こそ

争点に
植田日銀が始動
市場との丁寧な

対話図れ

学びに最適なデジ
タル化を

台湾周辺で中国
軍演習　威嚇の
常態化を懸念す

コロナ禍と飲酒
健康を損なわない

楽しみ方は

投票率過去最低
自治の危機　座

視できぬ

植田新日銀総裁
物価の高騰を抑

えねば
統一選前半戦

低投票率は自治
の危機

技能実習制度の
看板掛け替えで

は困る

統一地方選の前
半戦　不信反映し

た維新の伸長

外国人技能実習
いびつな制度の
見直しを急げ

統一選前半戦
政党の足元見直

す機に

原電に最後通告
ずさんさに募る不

信
中国軍の演習

台湾への威圧を
やめよ

不正に走る研究
環境を変えよ

広がるごみ屋敷
孤立対策の視点

欠かせぬ

地方議会選挙
既成政党への不

満が表れた

秋元市長３選　五
輪招致　前には進

めぬ

転身今井氏当選
言葉に責任持つ

政治を
大深度地下　異
変が前提の慎重

さを

教科書デジタル化
活用する指導力

問われる

低い投票率では
地域の未来は開

けない

統一地方選の知
事選　乏しかった
自民の存在感

統一選前半戦
自民堅調も緩み
が散見された

タリバンと女性
教育再開粘り強く

促せ
防衛産業支援

国関与の在り方
議論を

ロシア勢の処遇　Ｉ
ＯＣの独善は許し

難い

会社を官僚の私
物にするな

顔識別カメラの運
用　監視社会に陥

らぬ方策を

南シナ海の安定
フィリピンとの協

力広げたい

沖縄戦と教科書
史実正しく学ぶた

めに
防衛産業支援

国関与の在り方
議論を

教科書デジタル化
活用する指導力

問われる

功罪ふまえたAI規
範へ冷静な議論

を

国産の量子計算
機始動　研究加

速し裾野広げたい

防衛力強化法案
脅威を直視した冷

静な議論を

きょう投票日　北
海道の未来託す１

票
卵子凍結助成

「少子化対策」に
は疑問

ロシア勢の処遇　Ｉ
ＯＣの独善は許し

難い

基幹交通網の耐
震対策を急げ

EUがエンジン車
容認　脱炭素の
手綱緩めぬよう

日銀新体制発足
金融緩和修正の
具体策を探れ

京都に文化庁　省
庁移転なお不十

分だ

陸自ヘリ事故　捜
索と原因究明を急

げ

露の米記者逮捕
早期解放へ西側

は圧力を

植田日銀は柔軟
な政策と明快な対

話磨け

「同志国」軍に装
備供与　なし崩し
の拡大を危ぶむ

陸自ヘリ事故　隊
員の救出と原因

究明を急げ

外国軍の支援
平和主義の形骸

化懸念

’２３統一地方選
議員は男がなるも
の？　＜なり手不

足の謎＞（４）
石川県知事　会
見拒否は許され

ない

ビジネスと人権
あらゆる施策で尊

重促せ

水田の温暖化ガ
スを減らそう

国交省OBの人事
介入　天下り規制

ゆがめる圧力

相次ぐ通信障害
混乱防止は平時
の規制強化で

台湾総統訪米
緊張高める対応

抑制を

対話型人工知能
共存を慎重に探り

たい
外国軍への支援
対立の助長を懸

念する

インフラ担う自覚
を持て　　ＮＴＴ通

信障害

国際的な銀行規
制の点検と再構

築を急げ

台湾総統訪米と
中国　緊張高める

行動の自制を

防衛装備の支援
曖昧さ排し協力の

体制整えよ

緊急事態３年　検
証重ね今後に備

えを

軍拡財源法案
「専守」堅持という

詭弁
台湾総統訪米

過剰反応　避ける
べきだ

台湾と米国　民主
連帯の意義は大

きい

スーチー派解党
が深める混迷

富士山噴火の避
難計画　「徒歩」
への住民理解が

台湾外交　民主
主義陣営との結

束が鍵だ

子ども自殺最多
社会全体での支

援急務

台湾総統の訪米
米中対話で緊張

回避を
「卓越大学」　過

度な介入　慎むべ
きだ

こども家庭庁発足
「縦割り」打破へ

実効性を

台湾総統の訪米
で中国は対抗措

置控えよ

高速道の「永久有
料化」　将来のあ
り方徹底議論を

ＮＡＴＯ拡大　露の
愚行が自ら招い

た苦境

入管法改正案
難民の門戸なぜ

狭める

トランプ氏起訴
公正な審理を進

めよ
坂本さん逝く　当
たり前にしゃべろ

う

トランプ氏出廷
中露利する分断

深めるな

会計監査の改革
さらに前へ

地方議会の女性
候補　増やす取り

組みが足りぬ

物流の危機　効
率的な輸送をどう

実現する

ＴＰＰ拡大へ　農
業への影響に注

意を

富士山の噴火
「正しく恐れる」た

めに
電力不正閲覧

露呈した制度の
不備

北の人権侵害
拉致で日韓協力

を進めよ

企業は資本を生
かす経営改革の

断行を

米国の民主主義
外交　敵味方に隔

てぬ知恵こそ

海洋基本計画案
監視能力を高め

て権益守れ

高看学生の自殺
パワハラの責任

は重大

英国ＴＰＰ加盟
緊張緩和につな

げたい
子どものＳＯＳ

大人が連携し見
守ろう

半導体装置の輸
出　対中規制の
効果的運用を

米国分断の深まり
が心配だ

坂本龍一さん逝く
しなやかに時代を

奏でた

国産量子計算機
世界的競争に加
わる第一歩だ

ミャンマー選挙
民主派排除　不

当極まる

育休取得率公表
男性も子育て担

わねば
東芝非上場へ

迷走の教訓生か
せるか

電力カルテル　関
電は経営責任を

明確に

半導体規制は実
効性高く弊害小さ

く

3年ぶりの外相訪
中　懸案あるから

こそ対話を

日中外相会談
対話から垣間見

える不誠実さ

日中外相会談
対立深めず協調

模索を

自衛隊南西配備
住民の懸念と向き

合え
ステマ広告　消費
者守る規範徹底

を

日中外相会談
「成果あった」とは

何事か

北欧加盟で対ロ
抑止力強化を

ヘルメット努力義
務化　自転車の
安全守る契機に

酪農の苦境　生
産基盤を守る支

援が急務だ

道知事選終盤
政策の具体論聞

きたい

坂本さんを悼む
音楽に生き行動

に生き
日中外相会談

違い乗り越え協調
探れ

サンマ漁の漁獲
枠　実効性高める

努力継続を

日中関係の安定
にはまず邦人の

解放を

防衛力強化の国
会論戦　「大転

換」説明せぬ無責

後半国会　課題を
直視し建設的に

論じよ

学術会議法案
提出断念し議論

重ねよ

地方選と教団　忘
れてはならぬ争点

だ
原子力基本法　こ
の改正に反対す

る

技能実習生の妊
娠　母子守る制度

の周知図れ

物価高が曇らす
企業の景況感

TPPに英国が加
盟　自由貿易守る

連携強固に

英ＴＰＰ加盟へ
高レベルの自由
貿易広げたい

自転車の安全　ヘ
ルメット心がけた

い

ベラルーシ弾圧
独裁者に退場を

求める
英ＴＰＰ加盟合意
「自由」を基盤に

結束図れ

年金水準の急落
を避ける改定ルー

ルに

岸田政権の少子
化対策　施策束

ねる理念が乏しい

少子化対策　効
果を見極め支援

拡充したい

原発延長法案
拙速を避け徹底

審議を
小西氏のサル発
言　品性欠く攻撃

にあきれる

選挙制度の再考
求める無投票

IPCC温暖化報告
書　危機深刻化
へ重大な警鐘

対話型ＡＩ　安易な
活用には弊害が

大きい

少子化対策　若
者の将来設計支

えて

トランプ氏起訴
政争排し公正な

裁判を

英TPP加盟で自
由貿易を立て直

せ

トランプ前大統領
起訴　懸念される

分断の深刻化

トランプ氏起訴
米国政治の混迷

を懸念する

道議選の無投票
議会のあり方問

われる

２３統一地方選
会社員に議員は
無理？　＜なり手

不足の謎＞
子ども政策　「財
源」に向き合う番

だ

富士山噴火へ広
域の備え急げ

不同意性交罪の
創設　厳正な適用

に向け審議を

中国の邦人拘束
人権侵害の法運
用が目に余る

トランプ氏起訴
真相究明し分断

修復を

少子化対策　財
源確保して決意

示せ
インド太平洋　中
国とも共存の道探

れ

量子技術の未来
「開放型」の官民

連携築け

少子社会から脱
却へもっと速度と

深さを

こども家庭庁の発
足　政治の責任で

「司令塔」に

ベラルーシに核
ロシアの威嚇は
窮地の表れだ

ＪＲ赤字線廃止
公共交通像　論

議足りぬ

部活の負担軽減
教員不足解消し

てこそ
電力カルテル　自
由化踏みにじる背

信

民主主義サミット
中露に対抗へ結

束示した

法の支配広める
努力を強く

東芝の非上場化
案　経営の迷走
止められるか

臓器斡旋事件
不正許した法の
見直しを急げ

教科書検定　最
新技術で学び深

化を

放送法の新解釈
首相自ら「撤回」

答弁を
道徳の教科書

窮屈な検定姿勢
改めよ

中国の反スパイ
法　拘束日本人
の即時解放を

ESG投資の健全
な発展を世界で促

そう

LGBT法案と首相
人権問題をなぜ

先送りか

教科書検定　考え
る力を養う工夫が

必要だ

物価高対策　予
備費乱用が目に

余る

ミャンマー選挙
民主派を排除す

るな
文化庁の移転

東京との距離を強
みに

小学校教科書
国誇れる授業に

つなげよ

薬の値付けは価
値評価もとに

京都移転の文化
庁　脱東京の視
点生かしたい

プロ野球開幕　Ｗ
ＢＣの熱気をシー

ズンにも

ＢＰきょう開業　選
手の躍動満喫し

たい

２歳児が転落死
今すぐ危険度の

点検を
中国反スパイ法

不透明さが過ぎな
いか

ＩＰＣＣ報告書　日
本の石炭火力で

貢献を

合成燃料を脱炭
素の選択肢として

備えを

デジタル時代の教
科書　「考える力」

伸ばす活用を

物価高支援　安
易な選挙対策に

ならぬよう

鳥インフル猛威
拡大阻止へ迅速

対応を
量子計算機　革
新生み出せる環

境を

参院予算委員会
建設的な防衛論

議深めよ

男性の育児阻む
壁を崩せ

政府の追加物価
対策　対症療法で

は不安拭えぬ

トルコ復興支援
日本の知見を役

立てる時だ

トルコ復興支援
日本の知見を役

立てる時だ
マスク情報開示
隠蔽体質を一掃

せよ

文化庁の京都移
転　地方創生を進

める契機に

中国は拘束日本
人を直ちに解放す

べきだ

露のベラルーシ核
配備　危機深める

愚挙許されぬ

東芝買収案受諾
非上場化で安定

取り戻したい

ロシアの核配備
隣国への拡大は

危険だ

追加物価対策
財政民主主義は

無視か

2023/4/15
多選知事、交代

相次ぐ　「安定」の
現状見極めたい

大阪カジノ認定
課題棚上げの見

切り発車

北朝鮮ミサイル
国民への情報伝

達に課題

首相に爆発物　許
されない選挙への

暴力

首相演説先で爆
発　言論への暴

力許されぬ

週のはじめに考え
る　「党政分離」否

定の先に

除斥期間の適用
制限　最高裁の
判断は必要なの

か

岸田首相襲撃
民主主義揺るが

す暴挙
2023/4/16

中国の台湾政策
強権手法で迫る

だけでは

広島市議選・県議
選　多様性さらに

広げたい

ステマ規制、１０
月施行　消費者
への啓発も進め

よう

原電の敦賀２号
機　審査打ち切り
は許されぬ　規制
委は断層問題の

本論語れ

2023/4/11

日銀総裁の交代
国民の信頼得る

中央銀行に
2023/4/12

電気値上げ先送
り　高まる不信、

厳しく審査を

植田日銀が始動
負の遺産に適切

な対処を

日銀の植田新総
裁　まずは異次元

緩和の検証を

陸自ヘリ事故　地
元住民の不安に

配慮を

技能実習制度廃
止へ　人権侵害
許さない改革を

処理水放出決定
２年　信頼の欠如
が風評の温床だ

2023/4/13

防衛費の財源
安定確保の道筋

が見えぬ

チャットＧＰＴ　立
ち止まり安全性点

検を

熊本地震から７年
教訓を確認し対策

の点検を
2023/4/14

英国がＴＰＰ加盟
へ　自由貿易再
建の推進力に

変わる教科書　デ
ジタルの特性生

かそう

高速道路有料延
長　腰を据えた議

論が必要だ

高齢ドライバー事
故増　リスク抑

制、多様な対策急
務

2023/4/8

温暖化の報告書
科学の警告を受

け止めよ

広島サミット／経
済安保　敵対でな
く協調を土台に

週のはじめに考え
る　「ミスター２％」

の後で

ヤングケアラー対
策　支援強化へ
法整備を急げ

2023/4/9

2023/4/7
ベラルーシに戦術

核　ロシアの蛮
行、総力で防げ

元次官の民間人
事介入　不当な圧
力、徹底解明を

トランプ氏起訴
米社会の分断を

憂慮する

2023/4/10
九州の知事連携
課題解決へ一体

性強めよ

沖縄戦と教科書
史実正しく学ぶた

めに

悪用される闇名簿
犯罪被害防止に

実効策を

鈴木道政が２期
目へ　暮らし守る
具体策早急に

ロシアの核配備
脅威の拡大は許

されない

こども家庭庁始動
当事者の声、反

映が肝だ

「こども家庭庁」始
動　脱少子化、幸
福度高めてこそ

2023/4/4

英のTPP加盟　自
由貿易を広げる

布石に

南西諸島にミサイ
ル部隊　最前線
のリスク、どう説

明

元次官、民間人
事介入　天下り関
与、ＯＢも規制を

2023/4/5

2023/3/29
反撃能力の保有
懸念拭わずに進

めるのか

元実習生に無罪
判決　孤立出産さ

せぬ社会に

「茶色の朝」迎え
ぬために　安保法

施行７年

追加物価高対策
財源の予備費頼

み、不健全だ

2023/3/28
省庁の地方移転
一極集中の是正

ベラルーシ核配備
負の連鎖 食い止

元実習生に逆転
無罪　制度の欠
陥が招 た悲劇

外国人実習生
制度の見直し迫る

「無罪」

文化庁の京都移
転　一極集中是

正の一歩に

小中高生の自殺
最多　「ＳＯＳ」受
け止める態勢を

2023/3/30

2023/4/1
相次ぐ電力不正
公正な競争環境

を整えよ

少子化対策たた
き台　社会変える

本気度を問う

子どもの転落事
故　点検と防止策

を急ぎたい

少子化対策　財
源含めて実効性

担保を　国民の危
機感共有が大切

だ

少子化対策　「異
次元」の具体化を

急げ

広島サミット／ウ
クライナ　被爆国
の役割、忘れるな

週のはじめに考え
る　「反日」「嫌韓」

乗り越えて

ナノテラスの地元
活用　理解広げ橋
渡し機能強化を

高市元総務相
大臣の資質が問

われる
2023/4/2

2023/4/3
こども家庭庁　縦
割りの弊害なくな

るか

電力大手に課徴
金　カルテルの実

態、説明せよ

鶏卵の価格高騰
長期的視点で安

定供給策を

2023/3/31
マイナ普及、学校
に通知　政府の強
引さが目に余る

プロ野球開幕　新
井カープ、躍進に

期待

2023/4/6
コロナワクチン
記録残さず買い

急いだか

後半国会　重要
課題、疑問残さぬ

論戦を



実習生の無罪
孤立出産なくす策

を

ロシア戦術核　ベ
ラルーシ配備の

撤回を

グローバルサウス
連携深めよ

米中対立下の日
独関係　リスク最
小化する連携を

文化庁移転　京
都の魅力を国際

社会に発信

サンマ国際規制
実効的な漁獲管

理急務

ベラルーシに核
ロシアに撤回を求

める
コロナの５類移行
患者の受け入れ

を確実に

物流の24年問題
へ官民挙げて備

えを急げ

政府の学術会議
改革案　国会提

出は見送るべきだ

温暖化報告書
対策の強化へ警

鐘を鳴らした

道内地価過熱
失速の恐れ警戒

したい

保育士の配置
増員して成長支え

たい
日本と南太平洋
自由な海へ積極

的関与を

理解得られぬロシ
アの核配備

教科書巡る汚職
事件　選定の透
明性確保が必要

公示地価上昇　コ
ロナ禍からの回復

を着実に

「辺野古」県敗訴
国の主張追認の

判決だ

２政令市市長選
浜松・静岡未来語

れ
デジタル人材　中
長期的視野で育

成を

育休給付の拡充
収入低下の不安

解消急げ

ヨーカ堂大量閉店
が示す変化対応

の遅れ

インフレ下の金融
不安　世界的な危

機防ぐ連携を

米利上げ継続　金
融不安の抑止に

も目を配れ

札幌市長選告示
課題解決の議論

活発に

歩道事故多発
自転車道の確保

を急げ

日独首脳会談
経済安保で対中

連携図れ

実務にデジタル改
革の浸透を

ウクライナ侵攻
露大統領に逮捕
状　国際社会から

の重い警告

適性評価制度
国際水準の情報
管理が必要だ

東芝買収案受諾
混乱断ち抜本的

再建を

日印の連携　国
際秩序　安定へ

貢献を

日独首脳会談
経済安保で対中

連携図れ

IPCC報告が示す
温暖化対策の緊

急性

元技能実習生に
逆転無罪　孤立

出産防ぐ手立てこ
そ

ゼレンスキー氏
切実な訴えに誠

実に応えよう

死産遺棄に無罪
実習制度こそ問

われる

’２３統一地方選
議員定数、多すぎ
る？　＜なり手不

足の謎＞
温暖化報告書

未来が決まる　こ
の１０年

公示地価　コロナ
禍の反動に警戒

を

予備費は与党の
財布ではない

イラク戦争から20
年　米国の独善
が禍根残した

乳児遺棄に無罪
技能実習生の孤

立放置するな

放送法の文書
行政のゆがみ検

証必要

元技能実習生無
罪　傷ついた名誉

の回復を

追加物価対策　ま
たも予備費の乱

用か

東芝は混乱に幕
を引き戦略事業

の強化を

ウクライナ侵攻
習・プーチン会談
疑念拭えぬ中国

の「公正」

習主席の訪ロ　侵
略止める姿勢見

えぬ

ロ大統領逮捕状
戦争犯罪断じて

許さぬ

放送法の解釈
高市氏答弁　撤

回明快に

首長と議員選ぶ
重み考えよう

人口減少下の統
一選　地域の持
続性考える機に

ＷＢＣ日本優勝
感動が開く新たな

地平

中国の和平外交
対米優位狙った

戦略だ
野球の祭典　熱
狂の中に見えた

未来

ＷＢＣ優勝　野球
の楽しさを堪能し

た

FRBは金融システ
ムと物価の安定

両立を

首相のウクライナ
訪問　日本らしい

支援を息長く

首相キーウ訪問
悲劇を直視した意

味は重い

首相キーウ訪問
停戦へ外交努力

尽くせ
中ロ首脳会談　侵
略を止めるのが

先だ

習氏のロシア訪
問　侵略容認の
結託許されぬ

地価上昇の持続
力を見極めよ

WBCで日本優勝
実感できた野球

の醍醐味

ＷＢＣ優勝　「チー
ム一丸」でつかん

だ栄冠

ＷＢＣ３度目Ｖ　新
風送った「和」の

野球
統一地方選　地
域のあすを選択

する

首相のキーウ訪
問　「連帯」の表
明を評価する

首相訪問でウクラ
イナ支援を加速せ

よ

印からキーウへ
国際社会の期待

背にした歴訪

首相キーウ訪問
外交努力さらに加

速を
首相キーウ訪問
支援の強化につ

なげよ

藤井六冠の誕生
自身の道を究め

てほしい

中国は「ロシア支
援」の自制を

「闇バイト」対策
犯罪者の募集は

放置できない

少子化対策　実
現に向け道筋を

示せ
検察の抗告断念
再審で不信と向き

合え

危機回避へ各国
は結束を

年収の壁対策は
「第3号」見直しが

本筋だ

露大統領逮捕状
戦争犯罪の責任

取らせる一歩

袴田さん再審へ
冤罪の究明が急

がれる

欧米金融不安
暮らしへ波及防が

ねば
イラク戦争２０年
不正な侵略の重

い教訓

秩序守る同志関
係強めよ

再審開始を制度
改革の契機に

藤井竜王六冠に
限界を知らぬ強さ

どこまで

ロ大統領逮捕状
戦争犯罪の徹底

追及を

検察が抗告断念
袴田さん「無罪」を

早く
石垣駐屯地の開
設　玉城知事は
協力へ転換を

信用不安の沈静
化と銀行規制の

再点検を

携帯電話販売
過剰な値引きは
弊害が大きい

核ごみ協議の場
調査への露骨な

誘導だ

サウジとイラン
緊張緩和を中東

全域へ
イラク戦争２０年
米は中東関与を

弱めるな

戦争犯罪許さぬ
ICC逮捕状

いじめ警察通報
学校で抱え込ま

ずに連携を

障害児逸失利益
格差なくす努力が

必要

諫早湾開門せず
「宝の海」を再生

せねば

子育て支援　視野
広げ、議論加速を

露大統領に逮捕
状　戦争犯罪を徹

底追及せよ

医療体制の「5類
移行」を着実に進

めよ

少子化対策の首
相会見　問題解
決の覚悟が見え

中国の仲介外交
中東の秩序をどう

変えるのか

空港民営化２年
課題解決し再出

発図れ
南西諸島防衛

住民を守る備えな
のか

放送法問題　本
質見極め冷静な

議論を

イラク復興支援は
粘り強く

イラン・サウジの
正常化　中国仲
介が示す構造変

偽ブランド品　購
入は違法行為へ

の加担だ

米銀の経営破綻
信用不安の連鎖

防止を
中国の外交　平

和の責任　行動で
示せ

国枝氏に栄誉賞
個性を認め合える

社会に

金融不安の連鎖
を緊密な国際連

携で防げ

センバツ記念大
会開幕　熱い声援
で一体感さらに

米欧の金融不安
負の連鎖を早期
に食い止めよ

強制不妊で賠償
全面救済を図る

転機に

’２３統一地方選
議員報酬、安過ぎ

る？
脱炭素化法案　こ
れで機能するの

か

中国の選挙介入
徹底解明し情報

の共有を

世界の信頼得ら
れる入管に

公文書否定する
高市氏　閣僚とし
ての資質を疑う

米無人機墜落
露軍の妨害行為
が緊張高めた

春闘集中回答
中小にも賃上げ

の波を

出生数８０万割れ
少子化克服へ覚

悟示せ
日韓首脳会談

新たな協力築く一
歩に

任意の議員辞職
民主主義の根幹

ゆがめる

黒田日銀の教訓
生かし経済の再

生急げ

日韓シャトル外交
再開　信頼再構
築の歩み着実に

日韓首脳会談
幅広い交流を深

める転機に

国枝さん栄誉賞
アスリート魂称え

たい
日銀黒田緩和

重い宿題が残っ
た

日韓首脳会談
レーダー照射置き

去りか

女性の力が生き
る地方議会に

満額回答相次ぐ
春闘　本格的な賃

上げの起点に

春闘集中回答
相次ぐ「満額」を
波及させたい

日韓首脳会談
関係改善の歩み

確かに
イランとサウジ

中東安定に資す
和解に

ガーシー氏除名
国会議員の本分

自覚せよ

ゲノム編集薬の利
用へ準備を

黒海上で米露軍
機接触　偶発的
衝突招かぬ自制

尹氏きょう来日
新たな日韓友好

の出発点に

ガーシー氏除名
議席の重み守る

改革を

全人代後の中国
もろさはらむ軍拡

路線
コロナ医療体制
実効性ある移行

計画を

春闘の集中回答
賃上げ継続で成

長目指せ

日韓首脳は揺る
ぎない信頼の基

盤を築け

ガーシー議員の
除名　重い職責を

怠った結果だ

ガーシー氏除名
参院の歴史に汚

点を残した

札幌市長選　五
輪招致論議深め

たい

春闘高水準回答
賃上げ勢いを中

小にも
習３期目政権発
足　「裸の王様」
の暴走許すな

賃上げと成長の
好循環へ改革を

加速せよ

大江健三郎さん
死去　人間性の
回復追い求めた

放送法の解釈
問題の所在を整

理し議論せよ

マスク着用緩和
高齢者への配慮

不可欠

ガーシー氏除名
責任放棄は看過

できぬ
宮台氏襲撃事件
容疑者死亡の失

態反省を

除名が問う議員と
党の責任

価格転嫁拒む大
企業　中小へのし

わ寄せ是正を

豪に原潜配備へ
対中抑止力高め
る米英の協力

サウジとイラン
正常化機に中東

安定を

「脱マスク」へ　周
囲に配慮心掛け

たい
袴田さん再審へ
検察は「引き返す

勇気」を

3選した習氏の強
国、安全偏重を懸

念する

コロナの「5類」移
行　医療の逼迫
招かぬ体制に

習氏３期目始動
側近で固めた体
制を懸念する

袴田さん再審　救
済への扉を閉ざ

すな

大江さん死去　文
筆と行動の人生

貫く
マスク着用の緩和
思いやり持って進

めよう

中国抑止に資す
る米英豪連携

袴田さんの再審
検察は決定の受

け入れを

「袴田」再審決定
長期裁判で浮か
ぶ制度の課題

習体制３期目　独
裁強めず国際協

調を

袴田さん再審　無
罪への扉が開い

た
2023/3/13

大震災１２年　災
害法制を進化させ

よ

米シリコンバレー
銀破綻を直視し危
機の広がりを防げ

高市氏の「捏造」
発言　耳を疑う責

任転嫁の強弁

マスク着用緩和
高齢者への配慮

を忘れずに

日銀人事同意
政府は緩和依存

脱却を
放送法の解釈

不当な変更、見直
しを

一日も早く袴田さ
んの再審を

黒田日銀総裁の
退任　無理重ね
禍根残した10年

ピラミッド調査　先
端技術で探る古

代のロマン

ＪＲタワー２０年
駅前集中の弊害

ないか
サウジ・イラン正

常化は安定をもた
らすか

大震災１２年　移
住を地域再建の

足がかりに

「脱マスク」へ混乱
を避けたい

新日銀総裁決定
知見と国際人脈を

生かせるか

震災の記録　さら
なる活用のために

日本人の幹部解
任　ＷＨＯは説明

責任果たせ

習新体制の全人
代　強権で繁栄維

持できるか

衆院憲法審査会
緊急事態の議論

を前進させよ
入管法改正案

収容の適正化が
先決だ

志賀原発の審査
活断層の「疑念」

は晴れた

空襲被害者の救
済　早急な決断が

政治の責任

東証市場改革
再編の効果もたら

す有効策を
ガーシー議員　職
務放棄　Ｎ党にも

責任

ガーシー氏現れ
ず　除名処分もや

むを得ない

透明で公正な企
業買収ルールを

整えよう

入管法の改正案
人権軽視への反

省見えぬ

ガーシー氏欠席
もはや除名処分も

やむを得ぬ

放送法の文書
捏造の有無、徹

底究明を

入管法改正案
人権軽視こそ改

めねば
高市元総務相

国の基盤　揺るが
す暴言

ＷＢＣ開幕　最高
の舞台に熱狂しよ

う

放送法の解釈巡
る経緯検証を

国際女性デー
「性の権利」を守

る社会に

ＷＢＣ開幕　ぶつ
かり合う力と技を

存分に

ＷＢＣ開幕　最強
布陣で頂点目指

せ

放送法と政権　不
当な新解釈撤回

せよ
有明海の今後

国の謝罪が出発
点だ

中国の国防費
「平和の建設者」

は詭弁だ

ベトナムは経済開
放を後戻りさせる

な

H3ロケット失敗
宇宙開発への打

撃は深刻

五輪談合起訴　イ
ベント運営の丸投

げを断て

中国全人代　軍
拡加速は緊張高

める
元徴用工問題の
解決策　失われた

年 り る

統一地方選告示
地域の再生を論じ

合う機会に

地域の民主主義
守りたい　人口減
社会の処方箋競

い合え

2023/3/24
WBC王座奪還

野球の裾野を広
げる快挙

袴田さん無罪へ
再審改革の起点

にしたい

広島サミット8ヵ国
招待　核廃絶へ
共に歩めるか

週のはじめに考え
る　柳のようにし

なやかに

宮城産ホヤ台湾
輸出へ　魅力広め
る取り組み加速を

模倣・偽サイトに
注意　超激安は
詐欺だと疑おう

続く地価上昇　被
災リスク念頭に活

用を

広島市長選告示
次世代につなぐ論

戦を

2023/3/25
放送法問題　本
質論そらす「捏

造」答弁

侍ジャパン世界一
やっぱり野球は面

白い

ＩＰＣＣ新報告書
「脱石炭」日本の

遅れ際立つ

2023/3/16
強制不妊仙台訴
訟　判決は差別
社会への警告だ

ガーシー議員除
名　選んだのは有

権者だが

習氏一極の中国
強権政治の長期

化危ぶむ

2023/3/18

東日本大震災１２
年－分散　一極
集中、リスクも過

密だ

統一地方選　思い
すくう人を選ぼう

放送法の解釈
「官邸介入」の真

相解明を

2023/3/9
H3の失敗　宇宙

開発前進させる糧
に

官邸の圧力、徹
底検証を　放送法

解釈巡る文書

東日本大震災１２
年－避難　新想
定踏まえ対策強

化を

2023/3/8
Ｈ３打ち上げ失敗
徹底的に原因の

国会の「壁」を破
ろう　国際女性

つながりが生きる
力に　３・１１から１

２年

2023/3/15
大江さん逝く　周

縁から世界を見つ
め

東日本大震災１２
年－避難所　「人
の尊厳を守る」が

基本だ

大江健三郎さん
死去　平和の願
い、引き継ごう

「袴田事件」再審
正義を実現する

司法とは

2023/3/14
死刑事件の再審
決定　不正義をす

みやかに正せ

袴田事件再審決
定　人権回復へ

待ったなしだ

袴田さん再審認
める　検察は特別

抗告断念を

出生80万人割れ
政府は危機克服

策を急げ

2023/3/10
東北の復興は廃
炉と両輪で進めよ

東日本大震災１２
年　地域再生へ
支援緩めずに

東日本大震災１２
年－原発　「初

心」を忘れていな
いか

福島事故から１２
年　原発の危うさ

を忘れまい

東日本大震災１２
年　教訓を次の災

害の備えに

リアルな感覚で防
災を　３・１１から１

２年

福島原発事故12
年　安全最優先、

捨てるのか

東日本大震災１２
年－福島　復興
へ住民本位の施

策を

休み

2023/3/12

日銀新体制へ
物価安定を確実

に果たせ　緩和損
なう副作用の解消

を

ランドセルは忘れ
ない　３・１１から１

２年

マスク着用緩和
「平時」移行、緩

みは禁物

巨大地震の教訓
老朽インフラの対

策急げ

大震災から12年
過酷な原発災害

忘れるな
2023/3/11

原発事故から１２
年　教訓捨てる

「復権」　許されず

東日本大震災１２
年　伝える意思
を?がる力に　復

興と防災で世界を
支えたい

福島第1原発事故
12年　終わり見え

ぬ苦難直視を

日韓首脳会談
対話重ね関係立

て直せ

日韓関係の改善
後戻りせぬ信頼

の土台を

2023/3/17
日韓首脳会談

相互信頼へ対話
重ねる時

東日本大震災１２
年－防災　東北
発で世界の被害

軽減を

中国のロシア接
近　武器支援は

許されない

春闘好スタート
この勢いを中小、

非正規に

国会議員の除名
候補も公約も見極

めたい

2023/3/23
道知事選きょう告
示　安心の将来
へ議論深めよ

ＷＢＣ日本優勝
野球の魅力、再

認識させた

首相ウクライナ訪
問　国会でしっか

り説明を

首相キーウ訪問
日本ならではの支

援貫け

野生生物の保護
条約半世紀に成

果と課題

日印首脳会談　Ｇ
２０との連携欠か

せぬ

袴田事件特別抗
告断念　再審制
度の不備あらわ

に

袴田さんの再審
確定　苦難強いた

責任は重大だ

2023/3/22

ウクライナ侵攻1
年　正念場の日
本外交　国際秩
序の回復に尽力

を

23日から選挙戦
有権者に確かな

「約束」を

袴田さん再審確
定　検察は責任を

自覚せよ

自治の力が地域
変える　あすから

統一地方選

学術会議見直し
案　独立性の侵
害を危惧する

2023/3/21

2023/3/20
春闘と賃上げ　裾
野を広げ、持続的

に

ウクライナ侵攻1
年　難民の受け入
れ　支える仕組み

を広げたい

消費税の不正還
付申告　国民の

財産、詐取を許す
な

マツダ新社長に毛
籠氏　変革進める

手腕に期待

分権改革を前へ
いびつな上下意

識改めよ

2023/3/19

2023/3/28 極集中の是正
はどこへ

負の連鎖、食い止
めねば

　
陥が招いた悲劇

だ

放送法の「政治的
公平」　政権の介
入、真相究明急げ

週のはじめに考え
る　戦争は終わっ

たのか

広島サミット2カ月
前　「成功」と胸張

るために

統一地方選スター
ト　自治への関心

高めよう

統一地方選スター
ト　地域政党　可

能性探りたい

2023/3/26

2023/3/27
米欧金融不安

各国連携し沈静
化急げ



Ｈ３ロケット　幅広
い視野から検証を

Ｈ３ロケット失敗
再起へ原因の徹

底究明を

NHKのネット拡大
は慎重に

放送法の解釈変
更　看過できない

政治介入だ

ロケット失敗　再
挑戦に向けて原

因の究明を

「Ｈ３」失敗　事態
直視し原因究明を

「徴用工」の解決
策　安易な迎合は

禍根を残す

H3の失敗見据え
開発体制の総点

検を

「徴用工」解決策
日韓関係改善の

契機としたい

徴用工解決策
日韓協力し関係

改善を

ＷＢＣあす開幕
コロナ後照らす奮

闘を
臓器移植　首相
は環境整備に責

任を

次世代通信「6G」
で世界市場に挑

め

文化財の防災
平時からの体制
整備が必要だ

放送法の解釈
議論の経緯調査

尽くせ

元徴用工解決策
日本の協力が不

可欠だ
商工中金の株売
却　中小企業再
生につなげよ

尹氏の決断を日
韓の正常化につ

なげよ

首相の子ども予
算「倍増」　約束し
た責任が問われ

中国全人代開幕
軍拡優先で経済
成長は可能か

マイナ保険証　給
付の平等性を損

なう
トルコ地震１カ月
支援の空白地域

を作るな

学校の安全たゆ
まずに点検を

トルコ・シリア大地
震　長期的な支援

態勢構築を

高速道路料金
負担継続に利用
者の理解得よ

不同意性交罪
性犯罪の本質が

明確に
滝山病院事件

密室の虐待　徹
底解明を

宇宙飛行士候補
有人活動の新時

代を拓け

中国新体制は民
間活力を最大限

生かせ

五輪巡り電通など
起訴　公共性の
意識欠如が露呈

中小企業取引
価格転嫁を賃上

げにつなげよ

日中間の対話
信頼醸成し懸案

解決を
女性と地方議会
統一選　偏り正す

機会に

高齢者の事故
運転免許「返納」

の決断を

諫早湾の和解進
める契機に

14年ぶりの宇宙
飛行士　月探査
時代の活躍に期

中学教員刺傷　な
ぜ無差別殺人に

憧れたのか

国の新観光計画
量と質両立へ対

策急務
放送法の解釈

変更の経緯、解
明急げ

諫早訴訟の決着
国の責任で協議

の続行を

危機下の国際会
議で国益損ねた

閣僚不在

諫早湾「非開門」
で決着　分断修復
は政府の責任だ

Ｇ２０外相会合
国際協調を妨げ
る露中の共闘

Ｇ２０外相会合
侵略許さぬ姿勢

明確に

北陸新幹線延伸
費用対効果見直

し急げ
サメ取引規制　国
際ルール守る努

力を

対韓外交　「謝
罪」で時計の針戻

すな

新しい宇宙飛行
士像を築け

放送法巡る「内部
文書」　政治的圧
力の経緯検証を

諫早湾訴訟終結
「開門」を巡る混
迷は長すぎた

衆院憲法審査会
改定ありきは分断

招く

値上げの加速　物
価を抑える政策こ

そ
障害と逸失利益
差のない社会へ

着実に

「３．１１」を前に
命を守る行動に

徹しよう

政府は着実な労
働移動へ大胆な

改革を

韓国大統領の演
説　好機逃さず懸

案の解決を

尹大統領演説
硬直的な対日観

を転換した

日銀総裁候補
国民との対話を丁

寧に

衆院憲法審査会
優先順位を違え

ぬよう
商工中金改革

中小企業を支えて
こそ

中学校襲撃　凶
行の「予兆」を見

逃すな

英EUは関係の修
復を急げ

防衛予算の国会
審議　論戦を阻む

首相の無責任

コロナの後遺症
受診先に困らぬよ

うな支援を

２３区の大学定員
熟慮の末の緩和

なのか

核軍縮条約停止
軍拡の歯止め外

す恫喝
出生数の急減

政策の立て直し
急げ

林外相のＧ２０欠
席　国会優先は

国益を損なう

企業は物言う株
主から逃げず統

治を磨け

39年前の滋賀・強
殺事件　速やかに
死後再審開始を

外相のＧ２０欠席
国会が日本の立

場を傷つけた

参院予算委　山
積の懸案　徹底

審議を

鶏卵価格の急騰
安定供給に本腰

入れよ
高速有料延長

現実見て根本の
議論を

五輪談合で起訴
「電通頼み」の旧

弊を絶て

新市場の創出で
半導体復活を

神宮外苑の再開
発　伐採を急ぐべ

きではない

新宇宙飛行士
子供たちに夢を伝

える役割も

五輪談合で起訴
電通の役割解明

が必須

学術会議と政府
知性の声に耳傾

けねば
五輪談合起訴

再生の道のりは
険しい

死後再審の決定
法曹界は制度を

議論せよ

尹氏の演説生か
し首相は「徴用

工」で動け

政府と学術会議
双方が具体的な
考え方を示せ

半導体拠点進出
産業集積へ期待

高まる

韓国出生率低下
男性優位社会が

招いた
世界食料危機

豊かな国は責任
果たせ

出生数８０万人割
れ　財源含め早期

に具体策を

外部に改革託す
アサヒ人事

出生８０万人割れ
危機的な数字に

どう対処する

安保転換の論戦
首相の説明全く足

りぬ

敵基地攻撃能力
行使の例示をな

ぜ拒む
沖縄密約報道

政府の秘密体質
いまも

中国の停戦案　ま
やかしの言動に

警戒を

出生数80万人割
れは社会への警

鐘だ

自民地方議員と
教団　党の実態
調査が不可欠だ

中国の「和平案」
まずロシアに撤退

を求めよ

中国の外交姿勢
ロシア寄りが目に

余る

死後再審決定
名誉回復、一刻も

早く
３９年前の殺人
検察は再審受け

入れよ

拉致解決へ初言
及　家族を追い詰

めた責任は

安全な自転車利
用の契機に

世界経済とG20
危機防止へ問わ

れる協調

観光立国新計画
訪日客の消費で

地方潤したい

泊審査の長期化
年限区切る検討

必要だ

岸田総裁演説
都合悪い課題素

通りか
高速道路の修繕
利用者負担で財

源確保を

国会は閣僚の海
外出張で国益沿う

対応を

自民党大会　政
治の安定へ足元

見つめ直せ

自民党大会　不
信拭う意志が見え

ぬ

自然共生サイト
「守る力」を積み

重ね
自民党大会　保
守の矜持で改革

進めよ

低金利頼みの財
政運営脱せ

電子処方箋　患
者が利点感じられ

る制度に

ふるさと納税　返
礼品競争に歯止

めを

反腐敗学ぶ大学
習氏支えるためな

のか
原子力規制委

政権は議論をせ
かすな

安保理の分裂
北の挑発を決して

許すな

企業は信頼向上
へ気候情報の積

極開示を

日銀総裁候補の
所信　政策検証し

柔軟に修正を

Ｇ７首脳会議　秩
序回復へ日本の

役割は重い

認知症治療薬
実用化の課題見

極めを
テレビ７０年　アー
カイブを社会の宝

に

沖縄北部の無人
島　土地規制法
の改正必要だ

自民は懸案処理
へ説明尽くせ

競技大会の運営
指針案　五輪の

反省うかがえない

特殊詐欺の増加
手口の巧妙化に

どう対処する

東証の経過措置
企業価値の向上

急務だ
コロナワクチン

緊張感持ち対象
を広げよ

ウクライナ支援で
担うG7議長国の

責任

沖縄無人島　中
国系の取得に懸

念拭えない

道内の津波想定
地域ごとの対策

着実に

植田氏所信聴取
物価に心血注い

でこそ
大会運営のあり

方　情報開示と五
輪再検証を

高度人材呼び込
む努力重ねよ

名前の読み仮名
子どもの幸せ最
優先の運用に

スマホのアプリ
寡占改善する仕

組みを

ロシア戦争犯罪
子どもらを親元に

帰せ

植田氏は金融政
策の明快な説明

と対話を

活性化する棋界
新星の躍進期待

したい

はだしのゲン　今
こそ読むべき作品

だ

アジアの脱炭素に
役割果たせ

気球の領空侵犯
武器使用　慎重な

対応を

ウクライナ侵攻
和平の道筋を探

らねば
核軍縮の停止

世界脅かすロシア
の愚

新ＳＴＡＲＴ停止
ロシアは核戦力を

弄ぶな

プーチン演説　核
の威嚇と虚言重

ねる卑劣さ

英王室の混乱
国民と皇室結ぶ

教訓に
国籍奪う規定　現
実をふまえた検証

を

ガーシー氏に懲
罰　ＮＨＫ党の責

任は重大だ

ガーシー氏処分
支持した人の期
待裏切るのか

護憲集会判決
広場の自由が狭く

なる
ＪＯＣの対露姿勢
「排除」へ具体的

な行動を

民営商工中金を
「官の金融」転換

の好例に

オゾン層回復の
成果　科学に基づ

く協調さらに

竹島の日　外交
戦で韓国に後れ

を取るな

嘱託殺人で起訴
救いの網広げる

対策を

ガーシー議員　登
院拒むなら辞職

が筋
竹島の日　領土
守る明確な意志

示せ

原子力の規制は
透明な議論を

「日の丸ジェット」
断念　国策の失
敗教訓にしたい

立憲民主党大会
安全保障が蔑ろ

にされている

経口妊娠中絶薬
女性の負担軽減

へ一歩

パンダ中国へ　熱
烈歓迎の原点に

返れ
学校と警察　どう
連携　平時に検討

を

米中の応酬　中
国の対露支援許

されぬ

女性のSTEM人材
をもっと伸ばそう

立憲と野党連携
まず地力を高めな

ければ

インフル流行　コ
ロナ減少でも油断

せぬよう

立憲党大会　政
権と対峙する地力

を

救急出動の増加
医療逼迫を招か

ぬよう
北朝鮮ミサイル

自国民を苦しめる
愚行

立憲民主党大会
改憲論議に真摯

な対応を

保険証移行は戦
略的誘導を

米中外交トップ会
談　不信和らげる

対話継続を

商工中金改革
中小企業支援の
役割強化せよ

Ｈ３発射中止　原
因を徹底究明し前

へ

気球の領空侵犯
対処は慎重、主

体的に
いじめ通知　警察
との連携ためらう

な

米中は事態悪化
を回避する努力

続けよ

北朝鮮がICBM発
射　日米韓の結
束が試される

北ＩＣＢＭ発射　危
険度増す軍事挑

発に備えよ

北朝鮮ＩＣＢＭ　暴
挙やめ対話に応

じよ

マイナカード　政
府の強引さ目に

余る
北のＩＣＢＭ発射
「核の傘」破壊狙

う悪計だ

23区の大学定員
規制は是正を

迷惑行為の動画
拡散　自制促す方

策を考えたい

Ｇ７外相会合　露
の暴挙へ連帯を

固め直した

国産旅客機開発
失敗の教訓、官

民共有を

北朝鮮ＩＣＢＭ　食
料より軍拡優先と

は
核のごみ処分　進
め方　根本から見

直せ

日米とフィリピン
安保強化で地域

安定図れ

北朝鮮はミサイル
威嚇やめ経済に

目を向けよ

被爆2世の救済
健康不安は放置

できない

感染症統括庁
看板かけ替えに
終わらせるな

大地震と日本　支
援とともに再点検

も

医療と介護　平時
から効果的な連

携を

学術会議巡る不
信の連鎖断て

回復鈍い日本経
済　暮らし支える

政策今こそ

映画人気の復調
劇場で見たい作
品増やすには

宮台さん襲撃　不
安解消へ動機解

明を

裁判記録の廃棄
常識の乖離埋め

る努力を

侵攻後のエネル
ギー分断修復へ

全力を

気球への武器使
用　情報分析と説

明が不可欠

巨大ＩＴの寡占　ア
プリ手数料の競争

促したい

道議会開会　鈴
木道政総括の議

論を

性犯罪の規定
真の救済を求め

てこそ
気球への対処
慎重要する「撃

墜」判断

Ｈ３ロケット　自省
し再打ち上げを急

げ

Jリーグ30年が問
う地域密着

H3打ち上げでき
ず　再挑戦に向け

原因究明を

ロケット中止　早
期の打ち上げへ

原因を探れ

北電不正閲覧
発送電分離が骨

抜きだ

豊田章一郎氏　Ｔ
ＯＹＯＴＡの礎築く

子育て支援　効果
と要望、見極めて

気球に武器使用
へ　「有人機対
応」も緩和せよ

企業は不透明な
環境でも投資を絶

やすな

長周期地震動の
速報　高層ビルの

防災に活用を

中国の偵察気球
防衛省の危機感

が乏しすぎた

気球の領空侵入
米中は対立避け

対話を

導水路容認　市
長の独断では進

まぬ
大会運営指針

五輪の腐敗は防
げるか

ＬＧＢＴ法案　分断
招かぬ慎重な議

論を

H3原因究明を徹
底し再起を

半導体の対中輸
出規制　保護主

義では利益損なう

マスク着用緩和
「個人の判断」で

混乱せぬよう

海外臓器移植
実態把握と監視

が必要

安保法制判決
「軍拡ノー」の声に

耳を

　
１０年取り戻せる

か

2023/3/7
徴用工問題の「解
決」　日韓の協調
こそ時代の要請

徴用工問題の決
着　日韓関係立て

直す起点に

「徴用工」解決策
日韓関係の修復

につなげ

元徴用工問題の
韓国提案　現実

的解決策、評価す
る

東日本大震災１２
年－消防団　人
材確保し地域防

災力保て

2023/3/5
習新体制の中国
ロシア寄りの姿勢

改めよ

トルコ・シリア地震
1カ月　対立超え
支援急がねば

週のはじめに考え
る　現代と共鳴す

るカフカ

ＷＢＣ、８日開幕
競技人口増加に

つなげたい

2023/3/4
諫干「開門せず」
混迷打開の糸口

探りたい

諫早湾法廷闘争
決着　国は有明
海再生を急げ

諫早湾「非開門」
確定　混迷２０

年、国の責任は
重い

2023/3/6
中国全人代　民

の声　誠実に向き
合え

マスク着用緩和
コロナは終わって

いない

中国全人代開幕
大国の責任放棄

するな

東日本大震災１２
年－記録　保存

の意義、将来に継
承を

地方議会のなり手
不足　住民と距離

縮め活性化を

2023/2/17
年収の壁　「働き
損」の解消に本腰

を

マスク着用緩和
配慮尽くし混乱避

けよ

原発６０年超運転
規制委の独立、
形骸化危ぶむ

2023/2/21
北朝鮮ICBM　日
米韓の連携を強

化せよ

北朝鮮ICBM発射
度重なる挑発、許

されぬ

安否不明者、氏
名公表へ　死者

名も明らかにすべ
きだ

2023/2/20
立憲党大会　政
権監視へ足元固

めよ

深刻な教員不足
しわ寄せは子ども

たちに

原発60年超容認
規制委、原点に立

ち返れ

入管法改正案の
再提出　人権軽

視、改善には程遠
い

2023/2/19
核のごみとまちづ
くり　地域の分断
は禍根を残す

原子力規制委
発足時の原点に

立ち戻れ

気球撃墜の要件
緩和　冷静に課題

を見極めよ

週のはじめに考え
る　帝国の解体は

止まらず

公立夜間中学新
設　認知度高め生

徒増やしたい

2023/2/18
H3ロケット　万全
期して再打ち上げ

を

ＬＧＢＴ法案　差別
禁止を明確にせ

よ

2023/2/26

日本のウクライナ
支援　平和への
歩みと知見生か

せ

議員なり手不足
住民と問題意識

の共有を

広島県ジーンバン
ク廃止　農の将来

見据え再考を

週のはじめに考え
る　虫の力を無視

できない

2023/2/25

ウクライナ侵攻1
年　核使用の懸

念　破滅の道避け
る知性こそ

盗撮行為の処罰
要件新設、抑止

効果生かせ

野党の責任　多
様な声、政治に反

映を

「中絶薬」承認へ
心身の負担減らし

安全に

「不適切保育」の
公表　積極開示

へ、合理的な基準
を

福島産コメの輸出
増　海外市場に活

路を開こう

2023/2/23
ウクライナ勝利が
自由と秩序守る

ウクライナ侵攻1
年　拡大する人道
被害　露は直ちに

攻撃の停止を

ウクライナ侵攻1
年　ロシア包囲網

強め停戦を

ロシアの暴挙と世
界　核のどう喝に

強く憤る

「かかりつけ医」
制度化　必要な医
療提供を最優先

に

ウクライナ侵攻か
ら１年　大義なき
戦争を続けるな

2023/2/24
ウクライナ侵攻１
年　戦争の理不

尽　許さぬ知恵を

ロシアの侵略１年
ウクライナと連帯
強めよ　岸田首相
はキーウ訪問果

たせ

ウクライナ侵攻1
年　「戦場」広げる
IT　軍民の境界を

崩す危うさ

露侵略から１年
暴力の支配許さ
ぬ決意と連帯

ウクライナ侵攻１
年　軍事力への

過信、和平生まぬ

ウクライナ危機と
日本　平和国家と

して貢献を

国産旅客機の夢
失敗を次の挑戦

に生かせ

2023/2/22
防衛費と国債　戦
後の不文律捨て

る危うさ

臓器移植で摘発
「命」救う議論を深

めねば

広島県教委契約
問題　これで幕引

き許されぬ

物流の２０２４年
問題　利便性享

受と負担、再考の
時

2023/3/8 徹底的に原因の
究明を

ろう　国際女性
デーに考える

2023/2/27
自民党大会　教

団問題もう忘れた
か

ウクライナ侵攻1
年　深まる南北の
溝　途上国の不
信拭う行動を

不登校対策　サ
ポート体制の強化

を急げ

「盗撮」罪の新設
被害者の深き傷

に思いを

自民党大会　地
方政策にもっと力

を

植田氏の所信
金融政策の丁寧

な説明を

入管難民法改正
案　抜本見直し、

なぜできぬ

大間産マグロ未
報告　「漁獲証

明」の導入が必要
だ

2023/2/28

2023/3/1
出生数初の80万
人割れ　社会を変
える覚悟が必要

防衛費増の予算
政府の独断許す

衆院通過

予算案衆院通過
まだまだ議論が必

要だ

国連安保理改革
機能不全から早

急に脱却を

2023/3/3
福北トップ会談

市民が実感できる
成果を

五輪談合　政府
は主体的に検証

を

岩手県知事選
地方自治の未来

像を明確に

2023/3/2
滋賀の死後再審
決定を制度改革

につなげ

阿武町誤振り込
み判決　再発防
止へ制度見直せ

ＧＸ実現基本方針
脱炭素目標へ着

実な歩みを



訪問介護職の不
足　働き方の観点

でも改善を

不審な飛行物体
の解明と備えを万

全に

原子力規制委の
多数決　議論不
足では信頼され

国家公務員離れ
政治の劣化が招く

「官」の負担

マイナ用途　政府
裁量の拡大危うい

原発６０年超容認
規制委の独立性

を疑う
核のごみ最終処
分　多くの文献調

査地を望む

スマホの寡占対
策に知恵を

名前の読み方
多様性守る仕組

みが大切

農林水産物輸出
ネットも生かして

販路拡大を

北電値上げ審査
適正な申請内容

なのか

戸籍に読み仮名
国民の納得がな

ければ
ローザンヌ　地域
再生の手本とした

い

企業はROE向上
で株主の期待に

応えよ

日銀総裁候補に
植田氏　緩和の
出口戦略聞きた

臓器斡旋逮捕
不透明な海外移

植を許すな

原発６０年超容認
規制委の独立性

見えぬ

中国の戦狼外交
転換本物か見極

めたい
国産旅客機の断
念　新事業への
挑戦続けよう

「脱クルマ屋」探る
トヨタ

海外移植あっせ
ん事件　患者裏切
る実態の解明を

ＧＤＰプラス　賃上
げ起点の自律的

な回復に

特殊詐欺被害
実態解明し対策

強化を

マスク着用緩和
急ぎすぎては混乱

する
日銀総裁人事

国会質疑で姿勢
明確に

マスク着用緩和
丁寧な説明で混

乱を防げ

日銀新総裁は緩
和策の点検・修正

丁寧に

原子力規制行政
透明性欠如が不

信招いた

北欧とトルコ　ＮＡ
ＴＯ拡大に影落と

す対立

マスク着用緩和
科学的根拠十分

なのか

マルコス大統領
日・比の絆を深め

たい
航空機の開発

「技術」の過信戒
めて

共産党の除名騒
動　危うい強権体

質が露わに

力強さ欠く成長が
促す賃上げ

寡占状態のアプリ
市場　公正で安全

な仕組み必要

国産旅客機撤退
検証を産業の強
化につなげよ

ガーシー議員　言
語道断の職務放

棄だ

日銀新総裁　暮ら
しの安定最優先

に
2023/2/13

マスク見直し　拙
速な転換は混乱

招く

米一般教書演説
対中抑止は行動

が必要だ

高速道路は交通
体系見据え不断

に見直せ

マスク着用緩和へ
他者への配慮を

忘れずに

北軍事パレード
地域の緊張高め
る核戦力誇示

赤字地方線存廃
道内も国主導の

協議を

「情報戦」　矩をこ
えぬ慎重対処を

日銀総裁に植田
氏　大規模緩和
の功罪検証を

実効性のある噴
火予知体制を

日フィリピン首脳
会談　地域安定に

資する協力を

ガーシー議員　身
勝手な主張は認

められぬ

トルコ大地震　国
際支援の協調急

務だ
建国記念の日

美しい日本を語り
継ごう

半導体の輸出規
制は的を絞り予見

性高く

大手電力の不正
閲覧　競争ゆがめ

る背信行為だ

日銀次期総裁
新しい観点から柔

軟な運営を

日銀次期総裁
緩和の出口探る

戦略を

被爆２世判決　救
済の門戸を閉ざ

すな
臓器斡旋で逮捕
弱みつけ込む行

為許すな

権利者不明作品
の活用促せ

仲邑三段が初タイ
トル　囲碁界の風

景変える力に

日比首脳会談
海洋秩序の維持
へ協力深めよ

道の予算案　生
活の安心確保十

分か

過疎地のＧＳ　官
民で「インフラ」守

れ
巨額特殊詐欺

国境またぎ全容
解明を

日米はフィリピン
との戦略連携を着

実に

組織委元幹部ら
逮捕　五輪巡る癒

着構造解明を

トルコ地震　支援
を一刻も早く届け

るには

道内転出超過
分散型社会へ転

換必要

国産旅客機撤退
成功の「母」にして

こそ

日産・ルノー　「対
等」後も残る課題

空き家で強まる所
有者の責務

共産の党員除名
時代にそぐわぬ

異論封じ

闇バイト強盗　ス
マホの分析で全

貌解明急げ

バイデン演説　対
中改善の道筋見

えぬ

中小の価格転嫁
賃上げの妨げ除

かねば
東京五輪談合

被害は広く国民に
及ぶ

トルコ大地震　世
界は結束し救助を

急げ

教訓残した国産
ジェット機開発の

失敗

LGBTQ差別と首
相　深刻さ理解し

ているのか

バイデン演説　超
党派の支持を固

められるか

五輪談合で逮捕
組織委の不正に

メスを

トルコ南部地震
対立超えて救援を

急げ
首相とＬＧＢＴ　差
別解消　行動で示

せ

五輪談合で逮捕
「汚れた大会」で

いいのか

北朝鮮の核抑止
で日米韓は連携

強めよ

バイデン氏の議
会演説　内向きの
姿勢を懸念する

五輪談合逮捕
組織委と企業の

癒着どこまで

差別発言問題
多様性尊重はお

題目か

五輪談合逮捕
組織委主導の罪

深さ
共産党員の除名
国民遠ざける異

論封じ

中国のスパイ気
球　自衛隊の対
処力は十分か

バイデン演説が
示す米再生の理

想と難路

トルコ・シリア地震
国際協調で救援

に全力を

日産・ルノー　「対
等な関係」を成長

の契機に

横路孝弘氏死去
平和とリベラル貫

いた

ウクライナ支援
政権の腐敗が水

を差す
トルコ大地震　国
境越えた支援を

急げ

戸籍に読み仮名
命名文化守る柔

軟対応を

公正で透明な五
輪の形を築け

日産の脱「ルノー
支配」　生き残り
戦略の出発点に

国枝選手引退
パラ競技の魅力
伝えた功労者

トヨタと日産　ＥＶ
変革の波に対応

を

日産とルノー　ＥＶ
集中で連合再生

を
中国気球問題

冷静に米中対話
再開を

急成長後の経営
の姿探る巨大IT
企業

米が「偵察」気球
撃墜　中国の言
動が緊張高めた

中国の偵察気球
主権侵害の深刻

さを認識せよ

首相秘書官更迭
差別解消、法整

備で示せ

長男秘書官　身び
いきが不信招いた

トルコ地震への国
際支援急げ

IOCの露選手復帰
案　拙速な判断は

分断広げる

首相秘書官更迭
重責を担う自覚を

欠いていた

「盗撮」罪の新設
厳罰化だけではな

く
中国の人口減少
緊張高める行動

に警戒を

東証は上場企業
の経営改革を強く

促せ

飲む中絶薬を承
認へ　女性の権
利を守る社会に

「ステマ」広告　消
費者欺く行為を放

置するな

原子力規制行政
独立と透明性欠

かせぬ

大村知事が４選
変革期のリーダー

たれ
長周期地震動

命を守る適切な行
動とは

政権の信頼揺る
がす差別発言

視覚障害者の転
落事故　安全な駅
への対策さらに

コロナ禍と心　小
さな異変を見逃さ

ぬように

困窮者の住まい
安心実現へ支援

強化を

年金額の改定
暮らし底上げ図り

たい
マイナンバー　強
引な利用拡大を

慎め

スポーツと暴力
指導者教育の徹

底を望む

米中衝突のリスク
顕在化させた気

球撃墜

国宝級の鏡と剣
出土　古代史のナ

ゾ解明に期待

国会改革　「言論
の府」への再生目

指せ

走り出す知事選
理念と具体策を論

じよ
側近の差別発言
「包摂社会」は口

だけか

荒井秘書官更迭
緊張感の欠如が

目に余る

ロシアは核軍縮
条約の順守を

同性婚巡る差別
発言　露呈した政

権の人権感覚

山スキーと雪崩
「自己責任」では

済まされない

荒井秘書官更迭
政権の差別体質

を疑う
ストーカー犯罪

加害者対策の強
化急げ

電力の不正閲覧
原発活用に水差

す行為だ

社会は生成AIの
進化にどう向き合

うか

検出相次ぐPFAS
汚染の実態把握

が急務だ

露の軍事会社
侵略支える無法
組織を許すな

少子化対策　「社
会で支援」の認識

を

小中学校の給食
無償化、全国で進

めたい
名前の読み方

法制化は幅広い
合意で

ミャンマー軍政
米欧と協調し圧力

高めよ

コロナ禍が迫る地
銀再編加速

ミャンマー非常事
態延長　国軍支
配の破綻明らか

迷惑動画の投稿
取り返しのつかな

い愚行だ

パレスチナ情勢
衝突避け和平交

渉必要

闇バイト強盗　軽
挙の背景に迫ら

ねば
日本とＮＡＴＯ　協
力の深化で平和

を守れ

インドは他国の範
となる民主大国を

志せ

児童手当の所得
制限　「反省」の
中身こそ重要だ

米利上げ縮小　高
インフレは沈静化

するのか

日本とＮＡＴＯ　軍
事的連携とは一

線を

ミャンマー問題
日本はもっと汗を

かけ
「飲む中絶薬」

女性の身体を守
る契機に

非正規の待遇改
善を今こそ

読書感想文コン
クール　新たな自
分に出会う喜び

長周期地震動
速報を高層階の
防災に生かせ

雪まつり再開　入
念な感染対策が

重要

安保政策の論戦
専守防衛が空疎

に響く
中期財政試算

疑わしい「黒字化
実現」

日教組教研集会
まだ偏向指導続

けるのか

FRBは金融引き
締めの仕上げを

丹念に

マイナンバー用途
拡大　説明重ね
理解得る努力を

日ＮＡＴＯ会談　よ
うやく対中認識が

一致した

「闇バイト」強盗
全容解明へ捜査

尽くせ

値上げ相次ぐ　暮
らしの救済が急務

だ
「黒い雨」救済　長
崎の訴え　受け止

めよ

石垣市が尖閣調
査　公務員常駐で

主権確保を

仕組み債が問う
「顧客本位」

欠席続けるガー
シー氏　議員にあ
るまじき無責任

政府の財政試算
黒字化への具体

策を明示せよ

電力不正閲覧
法令軽視の体質

刷新を

佐渡金山再推薦
歴史の全体像示

さねば

ミャンマー　政変２
年　国軍に圧力を

予算委と少子化
「児童手当」に終

始するな

世界景気に薄日
も油断は禁物

連続強盗と闇バイ
ト　指示役含め全

容の解明を

ミャンマー軍　混
乱と孤立深めた

強権の２年

ミャンマー圧政
軍は退き民主的

統治を

相次ぐ座礁事故
ミスの背景を探ら

ねば
電力不正閲覧

根深い大手の改
革軽視

日産・ルノー合意
対等な関係で協

業深めよ

ミャンマー泥沼の
2年が世界の分断

映す

旧統一教会の養
子縁組　あっせん
疑惑の究明必要

電動スケーター
免許不要で安全

は大丈夫か

かかりつけ医　患
者本位の制度設

計に

児童手当拡大
自民の「反省」形

だけか
電力不正閲覧

根深い大手の改
革軽視

被害者の心情伝
達　真の反省引き

出す制度に

諸課題に向き合
い建設的な国会

論議を

防衛予算の首相
答弁　倍増の根
拠が依然見えぬ

トヨタ社長交代
自動車の変革期

に挑む若返り

国会の安保論戦
説明尽くさず不誠

実だ

技能実習生事件
制度の非人道性

に迫れ
広域連続強盗

「闇バイト」の裏に
迫れ

広域強盗団　指
示役の身柄移送

を急げ

地方分散の流れ
取り戻そう

部活動の地域移
行　持続可能な形

を探りたい

衆院予算委員会
重要政策の理解

深める論戦に

藤丸きょう閉店
地域一体で早期

再開を

中国ビザ再開　感
染実態不明のリス

ク
ＮＨＫ新会長　将
来像　自ら語るべ

きだ

古墳時代の発見
日本文化の豊か

さ示した

日産・ルノーは新
たな時代を切り開

けるか

情報の不正閲覧
電力自由化の根

幹を揺るがす

財政健全化目標
修正し抜本的な

改革を

三霊山連携協定
ロマンに浸る研究

と旅
教団と養子縁組
調査尽くし厳正対

処を

衆院選「一票」判
決　不断の格差
見直し怠るな

治安揺るがす広
域強盗許すな

認知症の新薬
効果と課題の見
極めが肝心だ

自治体非正規職
任用制度の見直

し必要

中国の人口減
対策後手で「未富

先老」

サイバー攻撃　危
うさ伴う「能動防

御」

コロナ「５類」　移
行の準備に万全

を期せ

防衛産業の基盤
強化へ有効な対

策を

ウクライナ侵攻
軍事会社の参戦
残虐行為は露政

府の責任

年金額改定　制
度維持に欠かせ

ぬ給付抑制

岸田首相の答弁
「正々堂々」とは

言えぬ

子ども政策　具体
化を先送りするな

ロシアの復帰検
討　ＩＯＣの愚策支

持できぬ

電子処方箋の普
及を急げ

政府の財政試算
膨張を助長する

甘い想定

鳥インフル猛威
養鶏場のリスク分

散が必要だ

疲弊する教員　人
員補充と待遇改

善を
マスク着用　対策
の見直し　総合的

に

どうするＮＨＫ　新
会長は「改革」の

先頭に

巨大IT企業の独
占で試される米司

法

大雪による立ち往
生　対応遅れた経

緯の検証を

コロナ「５類」に
医療体制の準備

に万全を期せ

コロナ５類決定
医療体制に不安

拭えぬ

コロナ「５類」へ
命守る責任は変

わらぬ

子ども政策　具体
化を先送りするな

国会の代表質問
国民守る議論が

足りない

柔軟な運賃で需
要の分散を

芸能界のハラスメ
ント　悪弊断ち切
る覚悟が必要

森林の違法伐採
根絶に向け日本
の責任も重い

米欧の戦車供与
事態悪化避ける

道筋を

トヨタ社長交代
荒波に備える新

体制
ウクライナ支援
戦争激化を防ぐ

外交も

電気料金値上げ
原発活用で負担

軽減図れ

実効ある少子化
対策へ全体像の

議論を

ウクライナ侵攻
米独の戦車供与
ロシアに撤退を迫

経済安全保障
安定した供給網

の構築急げ

北電３割値上げ
国の厳しい審査

不可欠

盛り土規制法
「命の防壁」体制

万全に

性被害で元自衛
官提訴　根絶の
きっかけにせよ

2023/1/30
探る’23　外国人
との共生　なお厚
い壁取り除きたい

2023/2/5
九州観光の復興
「近距離」の可能

性を磨け

首相秘書官更迭
政権の感覚が問

われる

週のはじめに考え
る　不平等が行き

着く先は

理工系学部の女
子枠　多様性確
保へ試みの一歩

2023/2/4
参院の「想定外」
比例の職責を軽

んじるな

広島県当初予算
案　人口減の対
応、示せたか

「年収の壁」解消
家庭の変化見詰

め改革急げ

2023/2/3
外苑再開発　禍
根残さぬ街づくり

を

国の財政試算
甘い見通しは役に

立たぬ

2023/2/10
強盗団指示役逮
捕　組織の全体
像に切り込め

広域連続強盗
若者巻き込む「闇

バイト」

米一般教書演説
「核なき世界」素

通りか

五輪談合逮捕
組織委、統治不

全にもメスを

少子化対策　中
身深める国会論

戦を

公共冷蔵庫の取
り組み　食品の安
定供給が普及の

鍵

2023/2/2
国会の安保論戦
首相は説明責任

を果たせ

政府と日銀　共同
声明に縛られるな

子ども予算倍増
財源　「負担増」

隠しは通用しない

2023/2/9
日産とルノー　新
提携でEV戦略を

磨け

広島市当初予算
案　まちづくり議

論、丁寧に

国会欠席のガー
シー氏　前代未聞
の振る舞いただせ

2023/2/8
北九州に新市長

市民との対話を忘
れずに

2023/1/28

2023/2/15
学術会議のゆくえ
独立歪める改革

は国の損失

コロナ・マスク緩
和　対策の大転
換へ説明足りぬ

日銀新体制　まず
異次元緩和の検

証を

日銀の新総裁
「緩和」修正へ手

腕示せ

2023/2/14
トルコ大地震　「熊
本」思い起こし支

援を

国枝さん引退　パ
ラ競技の未来開

いた

日銀次期総裁に
植田氏　「出口戦
略」慎重な模索を

電力大手の不正
閲覧　自由化揺る

がす事態だ

ストーカー殺人
加害者対策の強

化も必要だ

2023/1/31

「核のごみ」最終
処分　原発利用
の方便で終わる

な

天神ビッグバン
多面的な魅力が

ある街に

障害者強制不妊
「優生思想」根絶

を政策に

介護保険見直し
結論先送りは無

責任だ

女川原発の核燃
税交付　「３０キロ
圏にも」検討すべ

きだ

2023/1/29
西日本スポーツ
賞　コロナ禍を乗

り越え栄冠

広域強盗事件
首謀者摘発へ力

尽くせ

週のはじめに考え
る　「このぐらい

は」の怖さ

強盗の闇バイト横
行　うまい話はな

いと疑おう

2023/2/1

休み

2023/2/6

エネルギー激動
の時代　持続可
能な社会へ変革

急げ

人口の「東京回
帰」　子育て策整
え流れ押し戻せ

新たな平和研究
組織　ヒロシマ発

信に弾みを

ミャンマー情勢
軍政の既成事実

化許すな

春闘スタート　賃
金低迷からの転

換を

米独の戦車供与
ロシアを停戦に導

く盾に

1票の格差合憲
改革論議を停滞さ

ウクライナ支援
露の横暴 食い止

岩手・大槌のミス
続発　不作為許す

コロナ５類移行
医療逼迫の犠牲

繰り返すな

2023/1/27

トルコ大地震　国
際社会、支援に結

束を

児童相談所の体
制強化　子育て支
援策の充実も必

要

2023/2/7

北方領土の日　Ｇ
７で「四島返還」共
有を　日本外交は
露の衰退に備え

よ

同性婚差別発言
政権の「看板」に

偽りあり

不適切保育　予
防へ情報公開充

実を

首相秘書官の差
別発言　ゆがんだ
人権感覚を危ぶ

む

北方領土の日
毅然たる四島返

還方針を

2023/2/12
東京五輪談合

相次ぐ不正責任
を明確に

東京五輪談合事
件　「後の祭り」で

済ますな

週のはじめに考え
る　困った時はお

互いさま

後発地震情報２ヵ
月　正しく理解し

正しく備える

2023/2/16
原子力規制委

存在意義の根幹
揺らぐ

共産党員の除名
国民の目にはどう

映るか

予算案審議　「丁
寧な説明」口だけ

か

トルコ地震支援
日本が果たす役

割は大きい

2023/2/11
日比首脳会談

安保偏らぬ関係
深化へ

国枝さん引退　パ
ラ競技の新たな道

開く

広域強盗4人送還
国境またぐ犯罪許

すな

特殊詐欺、再び拡
大　被害者心理、

対策に生かせ



雪と立ち往生　甘
い判断が危険を

招く

大雪で立ち往生
ＪＲ西は人災を猛

省せよ

多様性を体現した
ニュージーランド

前首相

岸田政権と野党
の役割　ただすべ
きは国会軽視だ

ＷＢＣ選手発表
最強の「侍」たち
で王座奪還を

１票格差「合憲」
さらなる是正策必

要だ

米独の戦車供与
戦闘の激化を懸

念する
一票の不平等

「２倍」容認は許さ
れぬ

広域強盗団　警
察の総力を挙げ

摘発を

競争と安定供給を
両立する電力市

場に

教団巡る細田議
長説明　やましさ
なければ会見を

衆院１票の格差
「合憲」に国会は

気を緩めるな

細田氏の説明
議長の任を果た

せるか

一票の格差判決
主権の重み考え

てこそ
国会代表質問

堂々の議論には
程遠い

バイデン政権２年
党派対立超え外

交進めよ

戦車供与を停戦
につなげたい

衆院1票の格差
「合憲」　是正へ
不断の努力が必

代表質問　反対
ばかりでは議論深

まらぬ

ストーカー事件
被害防ぐ多層的

対策を

代表質問始まる
暮らし守る知恵集

めよ
細田氏と教団　公
の場での説明不

可欠

ウクライナ支援
覚悟に応える戦

車供与を

コロナ後の金融業
を模索する米欧

大手銀

ウクライナ支援
カギ握る欧米一
体の戦車供与

春闘スタート　物
価に見合う賃上げ

を

細田議長と教団
密室では解明に

ならぬ
パラスポーツ　国
枝選手が開いた

未来

ＪＡＸＡ実験不正
組織の徹底検証

が必要だ

小選挙区制は不
断の点検を

救急搬送の難航
「５類」移行へ医
療体制整えよ

北大の研究審査
軍事への歯止め

明確に

電気料金値上げ
身を切る改革が

前提だ
物価高と春闘　十
分な賃上げが必

須だ

通常国会召集
抑止力高める議

論をせよ

楽観を振りまく財
政試算なら意味

はない

施政方針演説
空疎に響く首相の

「決断」

施政方針演説
課題解決へ具体

策掘り下げよ

首相の施政方針
懸念への説明が

足りぬ

春闘スタート　労
組は不退転の覚

悟で
施政方針演説

反省なき「決断」
の強調

国枝の引退　記
録と記憶に残る王

者だ

国民の理解深め
る皇室広報を

テニスの国枝選
手引退　パラ競技
の価値を広めた

闇サイト強盗　指
示役を摘発し全容

解明急げ

安全操業交渉
再開の道筋を探り

たい

首相施政方針
政策転換の説得

力欠く
首相は負担増含
め政策実現の道

筋を示せ

中国の人口減
習政権は実態を
見ているのか

中国の人口減少
成長鈍化への対

応必要

土地の管理は地
域の役割だ

大学構内の安全
危険箇所の洗い

出しが重要だ

「１０増１０減」施
行　根本から制度

の議論を
参院比例代表

問われる政党の
使い方

東電旧首脳の無
罪　高裁が個人
攻撃を退けた

企業の活性化へ
固い組織を柔らか

く

年金額改定　説
明尽くし着実に進

めよ

コロナ交付金　使
途と効果の検証を

徹底せよ

国会あす召集　拙
速な政策転換検

証を
防衛費の財源

非現実的な想定
やめよ

年金額改定　説
明尽くし着実に進

めよ

世界の難路映す
ダボス会議

物価高騰下の賃
上げ　企業は責務

を果たす時だ

学校施設の整備
障害者や高齢者

も集える場に

千早さん直木賞
市井の人に温か

な視線
子供の体力低下
危機感持ち急ぎ

手を打て

ファストリの経営
革新が生む賃上

げ

コロナ5類へ首相
指示　医療逼迫
の回避が前提だ

コロナ「５類」へ
移行の目的を明
確にすべきだ

コロナ５類移行
厳しい現実見てい

るか

今井氏自民転身
有権者不在の政

治劇だ
金融緩和の維持
政策の妥当性を

検証せよ

ロシア侵略許さぬ
軍事支援を

自衛隊のハラスメ
ント　一時しのぎ
にせぬ対策を

深刻な少子化
「異次元」の対策

どうまとめる

冬山スキー　怖さ
忘れず準備確実

に

コロナ「５類」へ
医療の確保を最

優先に
原発事故「無罪」
東電の免罪では

ない

ストーカー殺人
この命は救えな

かったか

コロナの「5類」移
行を円滑に進めよ

コロナ死者の急増
高齢者守る体制

不十分だ

「徴用工」解決案
韓国政府は実行

に移せるか

福祉施設の虐待
教訓生かす仕組

み必要

ストーカー殺人
「どう防ぐ」追求せ

ねば
通常国会　与野
党で責任を果た

せ

コロナ「５類」移行
混乱招かぬ段階

的緩和を

野党は職責の重
さ見つめ直せ

博多の女性殺害
事件　ストーカー
対策再検討を

ＪＡＸＡ不正　宇宙
開発への信頼揺

るがした

防衛費財源論議
自民は党利党略

過ぎる

日銀と物価高　政
策が矛盾してない

か
麻生氏と原発　現
実を見ていないの

か

経団連の春闘方
針　継続的な賃上

げが責務だ

バイデン政権の2
年が映す米国の

光と影

日銀の大規模緩
和維持　矛盾膨ら
む政策見直しを

馬毛島基地着工
米軍の訓練環境
改善に有効だ

東電事故無罪
安全軽視不問は

解せぬ

自転車のルール
ヘルメットの着用

から
日銀金融緩和

物価上昇踏まえ
柔軟に

ミャンマー問題　Ａ
ＳＥＡＮは結束強

化を

脱カーボン促す競
争政策を

タリバンの女性抑
圧　人権侵害の
放置許されぬ

東電元幹部無罪
想定超える津波

だと判断した

日銀政策維持
物価注視し対応

柔軟に

東電元幹部「無
罪」　対策の不備

なぜ問わぬ
人口減の中国

安定成長への改
革急げ

れいわの参院構
想　議員の職責を

愚弄するな

日銀は政策を精
査し丁寧な説明に

努めよ

人口減に転じた中
国　右肩上がりの

終わり象徴

れいわとＮ党　国
会の議席はそん

なに軽いか

福島処理水放出
時期ありきは約束

違反

春闘経営側方針
賃上げは働く人全

体に
家賃保証急増

入居者の保護に
軸足を

認知症薬の申請
期待にかなう準備

整えよ

鳥インフル拡大阻
止へ全力を

教員のなり手不足
小手先では解決

できない

経団連春闘方針
賃上げは社会的

責務となった

高速道有料延長
国民の理解置き

去りだ

日米首脳会談
対中緩和へ外交

も語れ
国際宇宙探査

費用負担へ懸念
が残る

阪神大震災２８年
「共助」の教訓を

見直そう

習近平第3期政権
は明確な改革意

志示せ

災害と地域密着
FM　暮らし守る役

割再確認を

途上国との連携
国際法の順守が
共通の利益だ

生態系保全目標
実効的な制度と

行動を
「阪神」２８年　災
害救助法　課題

議論を

ワリエワ過失なし
ロシアは孤立へひ

た走る

持続的賃上げへ
果敢な一歩を

大学の女性登用
策　多様性こそ創

造の源泉だ

阪神大震災２８年
都市の防災力強

化を急ぎたい

マイナ口座登録
不信強めるひも付

けだ

官民ファンド　存
廃判断先送りする

な

「徴用工」の韓国
案　懸念の点がい

くつもある

コロナ病床確保料
の抜け道をなくせ

行政デジタル化
時代にそぐわぬ
規制は見直せ

鈴木氏出馬表明
１期目の総括聞き

たい

かかりつけ医
「地域を診る」役

割こそ

教員の精神疾患
実質的な働き方

改革を

インフラ老朽化
広域連携で早期

補修図れ

再生エネを迷惑
施設にするな

護衛艦事故　海
自の練度不足が

懸念される

新年度開発予算
安心の基盤づくり

急務

無戸籍者対策
民法のさらなる改

正を
日米首脳会談
国民への説明

後回しか

少子化対策は社
会の構造を変える

覚悟で

鳥インフル過去最
悪　封じ込めへ支

援の強化を

日米首脳会談
強固な同盟は国
際秩序の要だ

同性婚法制化
国会の無策は許

されぬ

メガバンクは反転
攻勢の機生かせ

日米首脳会談
緊張制御する安

保戦略を

空き家対策　総合
的な支援で放置

防ぎたい
産業革命遺産

約束違反を続け
るのか

日米同盟の深化
で世界の安定に

貢献を

「異次元」の少子
化対策　児童手
当増やすだけで

安倍氏銃撃起訴
どんな理由でも暴

力許されぬ

山上容疑者起訴
経緯と動機全容

解明を

安倍氏銃撃起訴
法廷外でも背景に

迫れ
銃撃事件と社会
暗部の検証　ここ

からだ

AXAは組織も立て
直せ

安倍氏銃撃　裁
判へ　背景の徹
底解明が必要だ

国連と日本　「法
の支配」徹底へ結

束を図れ

徴用工解決案
日韓の協力が欠

かせぬ

夜間中学　学ぶ
喜びを多くの人に

岸田首相の歴訪
欧州と連携し秩序

を守れ

安倍氏銃撃が日
本社会に及ぼした

衝撃

徴用工問題の韓
国案　解決へ向け

日本も協力を

日米２プラス２　安
保戦略の具体化

を急ぎたい

中国がビザ停止
対抗より情報透明

化を

軍事協力「深化」
日米安保の変質

を憂う
海上自衛隊　創
立７０周年　友好

国と絆

日韓は「徴用工」
で着地点探れ

日米の安全保障
協議　なし崩しの
一体化に不安

コロナ死者急増
高齢者の感染抑

止が鍵を握る

子供の発達障害
包摂と支援充実

が肝要

ブラジルの襲撃
嘘は民主主義を

壊す
中国ビザ停止　不
毛な対抗やめ協

調を

中国は日韓への
ビザ発給停止を

撤回せよ

米ＩＴ企業　転機を
示す大規模な人

員削減

原発賠償見直し
さらなる拡充が必

要だ

特定秘密保護法
懸念は強まるば

かりだ
電気代値上げ　妥
当性の審査は厳

正に

安保戦略の実行
へ日米協調を

フィリピン外交　米
との連携は地域

安定の要だ

イラン抗議デモ
不当な弾圧許さ

れない

コロナ第８波　警
戒感が薄れてな

いか

夜空に思う　光害
抑え豊かな星空を

ブラジル議会襲撃
暴力は何も生み

出さない

ブラジル議会襲撃
は民主主義への

暴挙だ

感染爆発する中
国　透明性の欠
如が不信招く

中国コロナ政策
感染放置では混

乱の拡大招く

コロナ感染急増
実態掌握し即応
必要だ

藤井対羽生戦
天才の激突に期

待する
ブラジルの暴動
民主的統治への

挑戦だ

鳥インフル　官民
で非常事態乗り切

れ

車のソフト開発で
先手を

ブラジルで議会襲
撃　民主主義脅
かす暴挙再び

ブラジル襲撃　民
主主義の原則を

思い返せ

ブラジル暴動　民
主主義の破壊抑
止を

消費者物価高騰
賃上げは待ったな

しだ
認知症新薬を見
据えた医療体制

の確立を

地方創生　デジタ
ル化で活路をどう

開く

香港司法の独立
中国の介入が目

に余る

米議会の機能不
全を懸念する

国会図書館　電
子書籍収集は時

代の要請だ

新・田園都市構想
デジタルが解決策

とは
成人の日　若者
の参加促す社会

に

成人の日　自分を
大切にする大人

に

大国としての責任
が増すインドネシ

ア

ソニー・ホンダ　Ｅ
Ｖで重要性増す異

業種融合
災害時の支援

わが町を守るため
にも

イランの人権デモ
体制は追い込ま

れている

開かれた教科書
の採択に

成人の日　コロナ
禍の苦難を今後

の糧に
初の18歳「成人の
日」　社会全体が

変わる機会に
王将戦で夢の対
決　盤上の人間ド

ラマ見たい

NHK会長交代　公
共放送の役割問

い直せ

鳥インフルの処分
拡大　防疫策や
支援、国は急げ

旧文通費の抜本
改革　これ以上の
放置、許されぬ

施政方針演説
痛みに触れずに

何を語る

日米首脳会談
友好、強調するだ

けでは

週のはじめに考え
る　習政権の毛路

線と質実

トンガ沖噴火１年
揺れ伴わない津

波にも注意

日米首脳会談
追従の安保一体

化危うい

関東大震災百年
「複合リスク」最小
化せよ　歴史の教
訓を現代に生か

そう

食料自給率の向
上へ農政の転換

を

年のはじめに考え
る　「平和外交」を

立て直す

北朝鮮シジミ産地
偽装　二重の裏
切り、今すぐ是正

を

２０２３年の政治
立法府再生し国

民本位に

試練の世界経済
物価高騰を克服し

軟着陸図れ

2023/1/9
新成人の門出に
挑戦者だけが失

敗できる

異次元の少子化
対策　規模より政

策まず示せ

ウクライナ戦争越
年　国際協調にこ

そ打開の道

異次元緩和１０年
暮らしに目向けた

政策を

人口８０億人　地
球の限界を考える

2023/1/12

地層処分事業
文献調査だけで

止めるな　地下施
設は原発活用に

必須だ

探る’23　エネル
ギーと世界　将来
へ責任果たす議

論を

2023/1/10

統一地方選　「無
投票」が日本を滅
ぼす　抽選制導入
も選択肢の一つ

だ

探る’23　日本経
済の再生　次世
代担う人への投

資を

重要政策の大転
換　野党の奮起、
論戦白熱に期待

行政の情報隠し
主権者に対する

背信行為

中国コロナ政策
正確な情報で国

際協調を

2023/1/17

東電旧経営陣再
び無罪　リスク軽

視認めるのか

東電旧経営陣再
び無罪　企業体質
は問われ続ける

元首相銃撃で起
訴　背景の解明、

まだ足りぬ

安倍氏銃撃、容
疑者起訴　動機
解明、政界の関

与不可欠

2023/1/15

日米首脳会談
世界の平和へ結
束示した　同盟の
決意を中朝は見

誤るな

日米２＋２　対中
緊張緩和の戦略

を

食の行方　国産
増やす機運高め

よ

2023/1/11

新たな地方戦略
デジタルは万能で

はない

議会襲撃トランプ
氏断罪　民主主

義破壊、許されぬ

2023/1/13

成人の日に考え
る　永遠の助走を

始める日

コロナ死者急増
医療崩壊を防ぐ

対策急げ

図書館蔵書メー
ル送信　著作権
者への配慮も必

要だ

2023/1/14

国内コロナ３年
高齢者対応に万
全尽くせ　死者最
多の原因究明が

課題だ

沖縄に離島即応
部隊　「戦場化」
への懸念に応え

よ

安倍氏銃撃起訴
蛮行二度と許さぬ

社会に

海自護衛艦座礁
徹底調査し情報

開示を

札幌冬季五輪招
致　白紙から考え

直すべきだ

探る’23　分断進
む世界経済　歴史
に学び共存の知

恵を

福島ＧＡＰの基準
変更　農家の経

営強化に生かそう

ODA大綱改定　本
来の意義と国益

両立を

旧統一教会問題
政権のやる気問

われる
2023/1/8

企業と社会　多元
的な資本主義へ

の道は

2023/1/25
探る’23　地方議
会の再建　多様な
人材行き交う場に

細田議長と旧統
一教会　公開の
場で説明尽くせ

強制不妊提訴か
ら５年　除斥期間
の不適用拡大を

2023/1/24
施政方針演説

民意置き去り許さ
れぬ

「国葬」検証の論
点整理　社会の

分断、まず反省を

デジタル田園都市
構想　目指す地方

像伝わらぬ

地図を手に痕跡を
巡る　阪神大震災

から２８年

異次元の少子化
対策　将来の「青
写真」、政策で示

せ

2023/1/26

日銀の金融緩和
策　「異次元」の
弊害、改めよ

コロナ「５類」引き
下げ　拙速な移行

は混乱招く

福岡ストーカー殺
人　命を守れる対

策が要る

週のはじめに考え
る　拾った「らっ
ぱ」の使い道

地方議員のなり手
不足　幅広い参画
促す環境整備を

阪神大震災２８年
防災・減災、試さ

れる実効性

障害者の雇用「代
行」　企業のモラ
ルが問われる

2023/1/21

歴史の教訓、忘
却の先に　安保転

換と原発回帰

家庭プラごみ回収
拡大　理解広げリ
サイクル促進を

2023/1/20

コロナ「５類」　医
療態勢確保が急

務だ

2023/1/22

2023/1/23
税制の大綱　格
差を助長する改

悪だ

国会と憲法改正
条文案の策定に
着手せよ　「９条」
でも合意形成を急

げ

2023/1/18

探る’23　デジタ
ル技術と社会　民
主主義深化させ

てこそ

コロナ「5類」へ
対策緩和は慎重

に進めよ

改革論議を停滞さ
せるな

露の横暴、食い止
めねば

続発　不作為許す
弛緩断ち切れ

探る’23　格差の
再生産　「学校の
力」見つめ直そう

ＩＵＵ漁業をなくそ
う　漁獲証明、対
象拡大が急務だ

春闘と経済再生
賃上げが持続す

る社会に

学術会議の改革
政府は独立性を

尊重せよ

旧文通費見直し
今国会で使途公

開実現を

大手電力の不正
見逃せぬ順法精

神の欠如

日米同盟の転換
国民置き去りの軍

事偏重

中国ビザ停止　行
き過ぎた対抗措

置だ

2023/1/19

韓国元徴用工問
題　歩み寄りの好

機逃すな

2023/1/16

2023/1/27

鳥インフル猛威
九州一体で防疫

の徹底を

加速する少子化
「異次元」に値す

る対策を

ストーカー事件
禁止命令後の対

策を急げ

防衛強化と地域
住民の不信を軽

視するな

通常国会召集
国の行方を左右

する分水嶺

「1票の格差」最高
裁判決　制度見
直しに踏み出せ

春闘スタート　継
続的な賃上げの

第一歩に



物価超える賃上
げ　継続で好循環

につなげよ

日銀「利上げ」と
財政　借金頼み
の限界が見えた

ＯＤＡ予算　運用
の改善も重要な

課題だ

公営住宅の入居
「保証人不要」広

げたい
日本の外交　首

相はウクライナ訪
問を

子どもの体力低
下　スマホ置き運

動楽しもう

終活とデジタル
端末内の「遺品」

早めに整理を

米議会襲撃２年
トランプ流との決

別を
「発達障害」の子
学校と専門家　力

集めて

都の少子化給付
人気取りにしては

だめだ

中国は深刻なコロ
ナ感染実態の開

示を

イスラエル　強硬
路線で緊張を高

めるな
原子力規制庁

独立性と透明性
徹底を

コロナ水際対策
「中国の流行」持

ち込むな

交通事故をより減
らすために

後発地震情報
揺れが去っても安

心せずに
首相年頭会見

新たな挑戦を言う
前に

岸田首相の年頭
会見　改めて問わ

れる「聞く力」
北朝鮮の挑発

負の連鎖　断つ外
交を

コロナ後の観光振
興　数値ありきで

ない戦略を

2023/1/4
人口変動という挑
戦　不均衡の解
消に国際結束を

加速する少子化
活力の出るビジョ
ン示せ　社会保障
の負担是正が必

ポストGAFA時代
を挑戦の好機に

探る’23　岐路の
安全保障　国を守
る総合力考える時

日本経済再生
大きく賃上げへ踏

み出す年に

価値の揺らぎに③
声なき声くみ取る

政治を

逆風の国内経済
内需支える安心

感の醸成を

年のはじめに考え
る　日銀は街を灯

してこそ

展望’23／地域再
生　「親方日の
丸」式の脱却を

節目の日本経済
脱アベノミクスで

再生を

2023/1/3
空爆と警報の街
から　戦争を止め
る英知いまこそ

エネルギーと日本
石油危機の教訓
を生かせ　原発活
用で安定供給の

地球課題の解決
は分断より連携で

探る’23　米中と
国際秩序　「強国
の論理」から脱却

を

転換期の世界
大国による力の
支配許さない

価値の揺らぎに②
民主主義の理念

を世界へ

岸田首相の政権
運営　国民の視

点で立て直し図れ

年のはじめに考え
る　脱「無投票」目

指したい

展望’23／岸田政
権　就任時の決

意、取り戻せ

統一選の年に
「私たちの議会」

を使おう

2023/1/2

2023/1/1
空爆と警報の街
から　戦争を止め
る英知いまこそ

「国民を守る日
本」へ進もう　論

説委員長・榊原智

成長の主役欠く世
界経済の再起を

探る’23　危機下
の民主主義　再
生へ市民の力集

めたい

平和な世界構築
へ先頭に立て　防
衛、外交、道義の

力を高めよう

価値の揺らぎに①
人の命の尊さ共

有したい

高揚感なき新年
難局打開へ危機

感の共有を

年のはじめに考え
る　我らに「視点」

を与えよ

展望’23／核なき
世界　広島の訴
え、さらに強く

新年に考える　日
本社会の「神話」

見直せ

休み

2023/1/5
日本外交の針路
知力尽くし平和の

道探れ

首相の年頭会見
国際協調へ外交

力磨け

年のはじめに考え
る　民主主義を取

り戻さねば

岩手県知事選
論戦の主軸は地

方自治だ

価値の揺らぎに④
安さ偏重を脱却す

る時だ

岸田政権の課題
政策実現で難局
に立ち向かえ

二元論脱する民
主主義の知恵を

スポーツ界の重
責　日本の躍進を
期待する　ＪＯＣは
独立時の原点に

返れ

与野党に望む　論
戦のない政治に

決別を

展望’23／経済再
生　賃上げ、政府

の後押しで

年のはじめに考え
る　「原点」にこそ

回帰して

探る’23　「人新
世」の地球　成長
の方程式改める

時だ
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保育の質向上

配置基準の見直
しが必要だ

価値の揺らぎに⑤
家族の形認め合

う社会を

部活と体罰　根絶
への歩み　止めな

い

関東大震災100年
一層の防減災を

格差是正と税制
首相は約束を忘

れたのか

ローカル線支援
知恵出し合い最

適解を

農業基本法見直
し　構造転換展望

示してこそ

価値の揺らぎに⑥
最終判断はＡＩに

頼れぬ
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